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とおやま・さおり　同校に赴任して４年目。国語科主任。進路指導部。２年生担任。

大分県立大分上野丘高校　1885（明治 18）年設立／全日制／普通科／共学／１学年約320人／
2022年度卒業生進路実績　国公立大は、北海道大、東北大、東京大、京都大、大阪大、九州大など
に198人が合格。私立大は、慶應義塾大、上智大、東京理科大、早稲田大などに延べ163人が合格。

　目の前の生徒をしっかりと見つめ、生徒が必要とする授業、支援を行うことを大
切にしている遠山先生。１年次であっても、授業で問題を解く際に制限時間を設け
るのは、高い目標を持つ生徒たちに、大学入試本番で最高のパフォーマンスを発揮
してもらいたいから。「１回授業を欠席しただけでも大きな損をした気持ちになる」
と生徒が言うほど濃密な授業を展開する遠山先生だが、生徒の人生で大切なもの
は学校だけではないと考える。勉強と校外活動に全力を傾ける生徒から、「理由も
ないのに涙が出そうになることがある」と相談を受けた時は、「食べてる？　眠れ
てる？」と体調を気遣った上で、「しんどい時は私の授業で休憩すればいいよ。分か
らなくなったら、後で教えるから安心して」と、頑張り過ぎて疲れた生徒の心に寄
り添う。その後、自分のペースを立て直した生徒は、「あの時、先生に自分を肯定し
てもらえたような気がしたし、元気が出た」と振り返る。「高校生の内面は日々流動
的で、そして１人として同じ生徒はいない。だから、『こうあるべき』といった思い
込みに縛られずに、目の前にいる生徒に合わせて柔軟に対応できる教師でありた
い」と遠山先生。その目に映る生徒とともに、遠山先生も日々成長を続けている。

C o v e r  S t o r y

生徒と創る学びの情景

答えは「きみ」の中に見つける
大分県立大分上野丘高校　遠山里織先生
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指導変革の軌跡

東京都・私立神田女学園中学校高校
発問・課題設定をキーに見る 
主体的・対話的で深い学び　授業実践

英語・数学（教科横断型）　
岡山県立岡山一宮高校　三

み お

尾健一／有岡桂佑
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アクセスはこちらから！

編集部からのお知らせ

I N F O R M A T I O N

教育総合情報サイト『VIEW next ONLINE』には、『VIEW next』高校版の本誌連動記事のほかにも、
ウェブ単独テーマを扱った記事や、研究会などのイベントの様子を紹介するリポート記事があります。
多彩な記事を、ぜひご活用ください！　

下記の記事には、２次元コードからダイレクトにアクセスできます。

VIEW next ONLINE 検索

URL  https://view-next.benesse.jp/view/cat/web/#main
検索ワード ２次元コード

ウェブ単独テーマ記事

イベントリポート記事

高校に広まる定期考査廃止の動き
─そのメリットと課題を考える─

先の見えない時代を
生き抜く上で求められる、

非認知能力の育成について考える
─研究会リポート─

人生を切り開く
10分間の「学び直し」

探究を深める
校内体制のつくり方と
教師のかかわりとは

─「探究フォーラム2023」リポート─

近年、全国の高校で、定期考査（中間考査や期末

考査）の廃止の動きが広まっています。記事では、

鹿児島県の２校の公立高校の事例や全国の状況を

踏まえ、定期考査を廃止することの

メリットと課題をまとめています。

国際的にも注目が集まっている「非認知能力」。非

認知能力とはどのような力で、どうすれば育成する

ことができるのか。そのヒントを探

る研究会をベネッセコーポレーショ

ンが開催しました。その内容をリポー

トしています。

新学習指導要領では、生徒の資質・能力の育成に

あたり、必要に応じて、義務教育段階での学習内

容の確実な定着を図るための学習機会を設けたり、

学校設定科目を履修させたりする

ことを求めています。学び直しの推

進に尽力してきた教育者に話を聞

きました。

千葉県・私立芝浦工業大学柏中学高校と、東京都・

私立神田女学園中学校高校が共催した「探究フォー

ラム2023」。生徒の興味・関心の広

げ方や、探究学習を推進する上での

校内体制のつくり方などについて意見

交換された様子をリポートしています。

教育総合情報サイト

おすすめ！ ウェブオリジナル記事のご紹介
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学３年次に不登校を経験し、高校でも教師の指導に「う

るせぇ」と反発する。そんな女子生徒Ａさんに担任で

はない進路支援部の私がかかわることになったのは、１年次秋

の進路面談からでした。大学進学者の割合が約１割の本校では、

大学進学希望者の面談は進路支援部が引き受けていたのです。

　父親と面談に臨んだＡさんは、希望進路として他県の私立大

学を挙げました。ところが父親は、「大学には行かせない。働

いてもらう」と娘の進学を否定。取りつく島もない態度の父親

を、私は「少し話を聞いてみませんか」などと諌めることもで

きませんでした。涙目のＡさんに私ができたことは、大学で専

攻したいという生活科学に関する本を「読んでみたら？」と紹

介することくらいでした。面談後、私は「Ａさん、落ち込んだ

だろうな。ますます荒れるだろうな」と悶々としていました。

　翌週の月曜日の朝、進路相談室にＡさんが来ました。予想外

の訪問を内心で驚く私に、彼女は「うちの親、どう思う？」「メ

チャクチャむかつく！」と怒りをぶちまけてきました。私が彼

女の志望に関連する本を渡したから、「この先生は話を聞いて

くれる」と思ったのかもしれません。彼女は自分の考えを否定

した親をののしるとともに、育った家庭の状況によって人生が

左右される社会の現状への不満を吐き出しました。

　私はＡさんの言葉にじっと耳を傾けました。しかし、「そう

だよね」とＡさんの怒りに安易に同意しても、Ａさんの状況は

何も変わりません。そこで私はこう言いました。「文句がある

のなら、それを文章にしてみたら？　文章にして訴えることは、

むかつく世の中を変える手っ取り早い方法だよ」と。私の言葉

にＡさんは、「分かった」とうなずきました。そして私は、手

元にあった未使用の手帳を彼女に渡しました。

週月曜日、Ａさんは社会に対する怒りや疑問をつづっ

た手帳を持ってきました。使われる言葉は汚く、文章

もつたないけれど、内容は面白いと思いました。彼女には書く

ことが合っていたのです。Ａさんの言葉に私がコメントし、そ

れにまた彼女が返す。手帳を介した対話が続く中で、Ａさんは

自分を客観視し始め、人の心のあり方に興味があることを自覚

していきました。それまで全く読書をしなかった彼女に、ハイ

デッガーの入門書を貸したのは２年生進級目前の頃でした。

　Ａさんとのかかわりはその後も続きました。名古屋大学に進

学し、３年生になった彼女は今、ドイツ哲学を学んでいます。

荒れていたＡさんに、浅井先生はどのような支援をし
たのか。Ａさんはどのように変化し、名古屋大学合格
にたどり着いたのか。Ａさんが書いた手帳の内容を紹
介したウェブオリジナル記事を、ぜひご覧ください。

https://view-next.benesse.jp/view/web-hs/article18315/

教師は、生徒の「どうあるべきか、どう生きてい
くか」という答えが１つではない問いに、生徒と
ともに日々向き合う。教師としての指導観を問わ
れた「あの瞬間」を、当事者の教師が振り返る。
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あさい・ゆきのり●同校に赴任して11年目。進路支援部。
地理歴史・公民科、情報科。

テレビ局の記者職を経て、高校の教壇に立つ。
生徒と社会をつなげるため、

「総合的な探究の時間」での生徒との時間を
特に大切にしている。

福井県・私立福井南高校
浅井佑記範

先生なら、
どうしますか？
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https://view-next.benesse.jp/
本誌記事は、ウェブサイト でもご覧いただけます。
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発問・課題設定をキーに見る 
主体的・対話的で深い学び　授業実践20

  英語・数学（教科横断型）　
	 	 岡山県立岡山一宮高校　三

み お

尾健一／有岡桂佑
	 	 異なる見地から考察・推察する力を養う

	 	 管理職 教務担当 進路担当 担任お勧めの分掌

探究学習　伴走する教師たち26

  石川県立七尾高校　中村晃
あ き の り

規
	 	 停滞や衝突があっても、
	 	 研究に誠実に向き合う生徒が自分で考え抜けるよう、支援する

  管理職 教務担当 進路担当 担任お勧めの分掌

そうだったのか！学習評価28

  評定への総括の考え方と方法　
  管理職 教務担当 進路担当 担任お勧めの分掌

生徒の可能性を引き出す　新進路選択支援30

  岡山県立邑
お く

久高校
	 	 地域の人たちと深くかかわる中で、自分の生き方や進路を考える

  管理職 教務担当 進路担当 担任お勧めの分掌

指導変革の軌跡32

  東京都・私立神田女学園中学校高校
	 	 探究学習の全校推進体制
	 	 研修や生徒の授業評価の共有を通じて、探究学習の意義が教師間に浸透

  管理職 教務担当 進路担当 担任お勧めの分掌

新課程レポート36
  進路・キャリア×探究セミナー　レポート

  探究・進路学習を生徒の「マイ・ストーリー」
	 	 の構築につなげるためのポイントとは
  管理職 教務担当 進路担当 担任お勧めの分掌

追跡！　働き方改革
 生き生きと働き続けられる学校づくりへの挑戦40

  熊本県立菊池高校編
	 	 第２回　働きがいを高める業務改善
	 	 趣旨の共有と段取りの可視化で目的意識を醸成

	 	 管理職 教務担当 進路担当 担任お勧めの分掌

ともに生徒を育てる　地域と学校42

	 	 岐阜県立羽島高校
	 	 生徒の発想を地域の支援で具現化。
	 	 絶滅危惧種の保全に力を合わせる

  管理職 教務担当 進路担当 担任お勧めの分掌

創
つ く り び と

り人からのメッセージ　For Society , For School44
  一般社団法人北長瀬エリアマネジメント代表理事
  石原達也
	 	 支援を受ける人とする人が、
	 	 顔を合わせない思いやりでつながる「公共冷蔵庫」

  管理職 教務担当 進路担当 担任お勧めの分掌

Reader’s VIEW48

特集2

学習意欲の向上
─学びの志向を捉えて教育活動をデザインする

先生なら、どうしますか？ 巻頭

親や社会に対して憤り、教師にも反発する生徒に、「文句だけでは変わらない」と差し出した手帳
福井県・私立福井南高校　浅井佑

ゆ
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のり

このたびの能登半島地震で被災された皆様・ご家
族の皆様に、心よりお見舞いを申し上げますとと
もに、一日も早い復旧をお祈り申し上げます。
※今号掲載の石川県立七尾高校の記事は、2023年12月
の取材内容を基に作成いたしました。

 46	 若手教師・教育創造Ｍ
ミーティング

ＴＧ
	 	 第２期	第２回オンラインミーティング	ダイジェストリポート
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学習意欲 の向上
─学びの志向を捉えて教育活動　をデザインする

「勉強しようという気持ちがわかない」の肯定率（高校生）図２

注）数値は、「とてもあてはまる」＋「まああてはまる」の％。
※東京大学社会科学研究所・ベネッセ教育総合研究所「子どもの生活と学びに関する親子調査 2023 年」を基に編集部で作成。 
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64.9
65.9 学習意欲が

わかない
という高校生が
年々増加

教師が考える「学び続ける人材」を育成するために必要なこと図１

※『VIEW next』高校版読者モニターへのアンケート結果（アンケートは、2023 年 10 月にウェブとファクスで実施）を基に編集部
で作成。 

「学び続ける人材」を
育成するために
必要なことは何だと
思いますか？

生徒個人への意識づけだけでなく、
生徒同士を含めた学習環境づくり

生徒の好奇心を
育てるような指導

実社会と
触れ合う機会を
設定すること

効果的な学びの内容や経験を、
目の前の生徒に合わせて設定すること

「学ぶことは楽しいこと」
につながる、

生徒が自身の学びを
アウトプットする場
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学習意欲 の向上
─学びの志向を捉えて教育活動　をデザインする

特集

  P. 4	 事例1 　宮城県岩ヶ崎高校
	 	地域と協働した探究学習で、広い視野と挑戦する姿勢を育む　
 P. 8	 事例2 　茨城県立並木中等教育学校
	 	学年を超えて切磋琢磨する環境で、能動的に学ぶ生徒を育てる　
 P. 12	 事例3 　徳島県立小

こ

松
まつ

島
しま

高校
	 	こまめな生徒把握で学習イベントを修正。
	 	生徒が自ら選ぶ学びで意欲を向上　
P. 16		 事例を通して考える

	 	６つの志向を踏まえて、学びの動機づけをいかに図るか
	 	 東京大学名誉教授、東京都・私立帝京大学中学校・高校　校長　市川伸一

　今年度の本誌６月号の創刊400号記念特集において、これからの学校教育の課題の１つとして取り上げ
た「学び続ける人材の育成」は、国の「第４期教育振興基本計画」の中でも、今後の教育政策に関する基
本的な方針の１つに掲げられています。そして第４期計画では、「初等中等教育や高等教育において、学習
内容を人生や社会の在り方と結び付けて深く理解することや、興味・関心を喚起する学びを提供すること
などにより、学びを習慣化し、生涯にわたって能動的に学び続けるための態度を涵養することが重要である」
と述べられています。
　実際、現場の先生方も、学び続ける人材を育成するために、生徒に学びを提供するにあたり、様々な工
夫をされていらっしゃいます（図１）。一方で、高校生の学びに向かう意欲は年々低下しています（図２）。
その要因は様々なものが考えられますが、今号の特集は「学びの志向」の面から、どうすれば生徒の学習
意欲を向上させることができるのか、考えてまいります。まずは、生徒を学びに向かわせる教育活動をデ
ザインし、実践している３校の事例から見ていきます。

　 	編集部　統括責任者　柏木　崇
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地域と協働した探究学習で、
広い視野と挑戦する姿勢を育む

希望進路は地元志向でも、地域や社会に対する関心が低い生徒が少なくなかった宮城県岩ヶ崎高校。
そこで2023年度、生徒の目が地域や社会に向くよう、地域と協働した探究学習や課外活動を導入した。

生徒の意欲を喚起するべく、身の回りの課題からスタートし、行動範囲を徐々に広げるカリキュラムとしている。

設
立
　
１
９
５
１
（
昭
和
26
）年

形
態
　
全
日
制
／
普
通
科
／
共
学

生
徒
数
　
１
学
年
約
30
人

２
０
２
２
年
度
卒
業
生
進
路
実
績

　
国
公
立
大
は
、
室
蘭

工
業
大
、
岩
手
大
、
福
島
大
、
釧
路
公
立
大
、
名
寄
市
立

大
、
青
森
県
立
保
健
大
、
青
森
公
立
大
、
宮
城
大
、
秋
田

県
立
大
、
高
崎
経
済
大
に
16
人
が
合
格
。
私
立
大
は
、
東

北
学
院
大
、
東
北
福
祉
大
、
北
里
大
、
専
修
大
、
日
本
大
、

文
教
大
な
ど
に
延
べ
79
人
が
合
格
。

学
校
概
要

宮城県岩ヶ崎高校事例 1

地域との協働を中心とした様々な「岩高探究プログラム」で視野を広げながら、「総合的な探究の時間」において
半径５ｍ、半径50㎞、半径∞の「アクションプラン」に挑戦し、それらの経験を進路選択につなげている。

半径∞半径∞の
アクションプラン

個人探究
２年次夏頃まで

自らの興味・関心に基づいた個人探究
３年次夏頃まで

•国際講話
•Iwagasaki English Camp
•放課後英会話サロン
•国際交流
•NIE活動

•校内防災キャンプ
•ポートフォリオ（自己理解）
•NIE活動

半径５ｍから半径５ｍからの
アクションプラン

身近な困り事（グループ活動）
１年次８月頃まで

半径50㎞半径50㎞の
アクションプラン

地域探究（グループ活動）
１年次２月頃まで

•Iwagasaki Jimoto大学
•Iwagasaki Jimoto Quest
•岩高探究ツアー
•地域コーディネーター講話
•NIE活動

生徒に自信を育む「岩高探究プロジェクト」

進
路
指
導
部
総
合
探
究
主
任
、

２
学
年
主
任

大
沼
宏
多 

お
お
ぬ
ま
・
こ
う
た

同
校
に
赴
任
し
て
3
年
目
。
英
語

科
。

進
路
指
導
部
部
長

濟
渡
香
純 

さ
い
と
・
か
す
み

同
校
に
赴
任
し
て
15
年
目
。
数

学
。

地
域
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

三
浦
大
樹 

み
う
ら
・
だ
い
き

同
校
に
赴
任
し
て
１
年
目
。
地
元

商
店
街
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊
。

進
路
指
導
部
副
部
長

千
葉
朋
彦 

ち
ば
・
と
も
ひ
こ

同
校
に
赴
任
し
て
4
年
目
。
3
学

年
担
任
。
英
語
科
。

進
路
指
導
部
１
学
年
探
究
担
当

髙
橋
翔
平 

た
か
は
し
・
し
ょ
う
へ
い

同
校
に
赴
任
し
て
5
年
目
。
１
学

年
担
任
。
国
語
科
。

アクションプランは行動重視。小さな失敗を重ねて、挑戦する姿勢を育む

※学校資料と学校への取材を基に編集部で作成。

岩
高
探
究
プ
ロ
グ
ラ
ム

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン

（
総
合
的
な
探
究
の
時
間
）

実践の全体像
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宮
城
県
岩
ヶ
崎
高
校
は
２
０
２
３
年
度
、

宮
城
県
「
地
域
進
学
重
点
校
改
革
推
進
事
業
」

の
指
定
を
受
け
て
、
地
域
と
協
働
し
た
「
岩

高
探
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ

た
。
進
路
指
導
部
部
長
の
濟さ

い

渡と

香か

純す
み

先
生
は
、

そ
の
背
景
を
次
の
よ
う
に
語
る
。

　「
本
校
の
生
徒
は
、
希
望
進
路
は
地
元
志

向
で
す
が
、
入
学
時
は
地
域
や
社
会
へ
の
関

心
が
低
く
、
学
校
の
近
く
に
全
国
か
ら
移
住

者
が
集
ま
る
六
日
町
通
り
商
店
街
が
あ
る
こ

と
も
知
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
生
徒
が
地
域

や
社
会
に
関
心
を
持
て
る
よ
う
、
地
域
の
よ

さ
を
生
か
し
た
活
動
を
行
う
こ
と
に
し
ま
し

た
。
地
元
志
向
の
生
徒
が
地
域
の
状
況
を
知

る
こ
と
で
、
将
来
像
を
具
体
的
に
描
け
る
よ

う
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
い
っ
た
期
待
も

あ
り
ま
し
た
」

　
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、「
総
合
的
な
探
究

の
時
間
」（
以
下
、
総
合
探
究
）
で
行
う
「
ア

ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
」
と
、
様
々
な
正
課
・
正

課
外
活
動
を
行
う
「
岩
高
探
究
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

の
２
本
柱
か
ら
成
る（
Ｐ
．４
図
）。
い
ず
れ
も
、

自
分
の
身
の
回
り
か
ら
地
域
、
日
本
、
そ
し

て
世
界
へ
と
、
生
徒
が
視
野
や
行
動
の
範
囲

を
広
げ
な
が
ら
活
動
で
き
る
よ
う
に
し
た
。

　「
生
徒
は
失
敗
を
恐
れ
る
傾
向
が
あ
っ
た

た
め
、
取
り
組
み
や
す
い
身
の
回
り
の
課
題

か
ら
始
め
る
こ
と
で
、挑
戦
す
る
意
欲
や
行

動
力
を
育
も
う
と
考
え
ま
し
た
」（
濟
渡
先
生
）　

　「
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
」
は
、
１
年
次
１

学
期
の「
半
径
５
ｍ
か
ら
の
ア
ク
シ
ョ
ン
プ

ラ
ン
」か
ら
始
ま
る
（
図
１
）。
生
徒
は
学
校

内
や
自
分
の
関
心
か
ら
課
題
を
見
い
だ
し
、

個
人
か
グ
ル
ー
プ
で
探
究
す
る
。
23
年
度
は
、

「
校
内
の
売
店
の
誘
致
」「
不
要
物
の
活
用
法
」

な
ど
の
課
題
が
設
定
さ
れ
た
。１
学
年
探
究

担
当
の
髙
橋
翔
平
先
生
は
、こ
う
語
る
。

　「『
ア
ク
シ
ョ
ン
』
を
通
じ
て
、
生
徒
に
何

か
を
立
ち
上
げ
て
行
動
す
る
経
験
を
し
て
ほ

し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
チ
ョ
ー
ク
の
再
生

に
挑
戦
し
た
チ
ー
ム
に
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
を

紹
介
し
た
と
こ
ろ
、
自
分
た
ち
の
経
験
を
生

か
し
、
再
生
チ
ョ
ー
ク
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

を
設
け
ま
し
た
」

　
そ
の
よ
う
に
し
て
生
徒
の
意
識
を
地
域
や

社
会
に
向
け
さ
せ
て
い
き
、
１
年
次
10
月
か

ら
は「
半
径
50
㎞
の
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
」に
、

２
年
次
か
ら
は
「
半
径
∞
」と
し
て
各
自
の

関
心
に
基
づ
く
個
人
探
究
に
取
り
組
む
。

　
23
年
８
月
に
は
、
六
日
町
通
り
商
店
街
の

地
域
お
こ
し
協
力
隊
を
務
め
る
三
浦
大
樹
さ

▲「チョークの粉や短くなったチョークを活
用できないか」という課題意識を持った生徒
が、チョークの再生に挑戦。成功した生徒は、
栗原市の「秋の花山フェスティバル」で、小・
中学生に作り方を教える講座を設けた。

１年次 ２年次 ３年次

地域探究
（社会の課題＋行動する力）

自らの関心分野の探究（社会の課題＋学問分野）

育
て
た
い
力

•課題に対して前向きに向き
合う姿勢の育成

•自分が持っているリソース
にとらわれない思考

•失敗を前提に行動し、失敗
から学ぶ

•社会の課題に関心を持ち、その
解決に向けて他者と協働しな
がら考え抜き、行動する力

•将来の目標を明確に設定し、目
標達成に向けて粘り強く取り
組む姿勢

•社会の課題を主体的に捉え、そ
の解決に向けて多角的な視野
で考え、行動し続ける姿勢

•多様な情報を的確に把握し、他
者との議論を通して自らの考
えを深め、的確に表現する力

４月 探究③　個人探究Ⅰ 探究④　個人探究Ⅱ続き

５月 探究①　アクションプラン （アクションを含む）

６月 こうだったらいいな（Do） 半径∞の世界 まとめ　探究論文の作成

７月 半径５ｍから始まる世界

８月 オープンキャンパスで研究室訪問

９月 ポスターセッション 探究論文の提出

10月 探究②　アクションプラン② 探究④　個人探究Ⅱ

11月 地域実践（グループ） （アクションを含む）

12月 半径50㎞で考える世界

１月
地域で実現させたいものを
企画

２月 実践する（Do）

３月 ポスターセッション ポスターセッション（中間発表）

※学校資料を基に編集部で作成。

▶牡蠣の養殖に使うポリエチレン製のまめ管が海に浮遊してい
ると知った生徒が、牡蠣の殻をまめ管に活用することを提案。
2023年度「高校生みんなの夢AWARD」で地球環境賞を受賞した。
生徒は研究を深めようと、九州の公立大学への進学を決めた。

「半径５ｍからのアクションプラン」
再生チョークプロジェクト

「半径∞のアクションプラン」
ゴミを減らす循環型漁業を提案

学習意欲の向上
─学びの志向を捉えて教育活動をデザインする 

特集

「総合的な探究の時間」で行う「アクションプラン」　の３年間の計画と、生徒のアクション（例）図１

地
元
志
向
で
も
、

地
域
へ
の
関
心
が
低
い
生
徒
た
ち

取
り
組
み
の
背
景
・
全
体
像

視
野
も
関
心
も
挑
戦
も
、

徐
々
に
広
げ
て
い
く

意
欲
を
喚
起
す
る
「
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
」
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ん
を
「
地
域
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
」
と
し
て

配
置
。
週
２
日
、
進
路
指
導
室
に
在
室
し
、

生
徒
の
探
究
学
習
の
相
談
に
乗
っ
て
い
る
。

２
年
次
の
総
合
探
究
の
授
業
に
参
加
し
、
生

徒
の
探
究
テ
ー
マ
の
設
定
も
支
援
し
た
。

　「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
活
動
を
す
る
中

で
、
学
校
と
地
域
の
接
点
の
少
な
さ
を
感
じ

て
い
ま
し
た
。
学
校
と
地
域
の
間
に
立
ち
、

学
校
の
希
望
を
地
域
に
、
地
域
の
資
源
や
課

題
を
生
徒
に
伝
え
る
こ
と
で
、
生
徒
の
学
び

を
深
め
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」（
三

浦
さ
ん
）

　「
岩
高
探
究
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
は
、
生
徒
の

関
心
や
視
野
を
広
げ
る
た
め
の
種
ま
き
と
な

る
よ
う
、
地
域
と
協
働
で
多
様
な
活
動
を
行

っ
て
い
る
（
図
２
）。
例
え
ば
、「Iw

agasaki 
Jim

oto

大
学
」
は
年
２
回
行
う
社
会
人
講

話
で
、
地
域
で
働
く
大
人
が
個
人
・
法
人
と

し
て
挑
戦
し
て
い
る
こ
と
を
語
る
。

　「
大
人
た
ち
は
、
与
え
ら
れ
た
仕
事
を
た

だ
こ
な
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ

問
題
意
識
や
目
標
を
持
ち
、
そ
の
解
決
や
達

成
に
向
け
て
真
剣
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

そ
う
し
た
こ
と
を
知
る
の
と
同
時
に
、
実
際

に
挑
戦
し
て
い
る
大
人
の
話
を
聞
く
こ
と

で
、
問
題
解
決
や
目
標
達
成
の
た
め
に
は
ど

の
よ
う
な
行
動
を
す
れ
ば
よ
い
の
か
、
そ
の

ヒ
ン
ト
を
生
徒
が
つ
か
め
る
こ
と
を
ね
ら
い

と
し
て
い
ま
す
」（
濟
渡
先
生
）

　
23
年
度
の
「
岩
高
探
究
ツ
ア
ー
」
で
は
、

東
日
本
大
震
災
で
被
災
し
た
気
仙
沼
市
や
、

学
校
が
位
置
す
る
栗
原
市
に
隣
接
す
る
岩
手

県
平
泉
町
の
世
界
遺
産
を
訪
れ
た
。
気
仙
沼

市
の
ツ
ア
ー
は
、
地
域
の
課
題
で
あ
る
防
災

や
減
災
に
つ
い
て
学
ぼ
う
と
、
震
災
遺
構
や

復
興
の
取
り
組
み
な
ど
を
見
学
し
、
地
元
の

中
高
生
の
語
り
部
か
ら
話
を
聞
い
た
。
生
徒

か
ら
は
、「
自
分
と
同
じ
高
校
生
や
年
下
の

中
学
生
が
震
災
の
経
験
を
語
り
継
い
で
い

て
、
自
分
も
見
習
い
た
い
と
思
っ
た
」
と
い

っ
た
声
が
上
が
る
な
ど
、
同
年
代
の
交
流
は

生
徒
に
大
き
な
刺
激
を
与
え
て
い
る
。

　
生
徒
が
主
体
的
に
取
り
組
め
る
よ
う
、大

半
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
参
加
自
由
だ
。た
だ
、で

き
る
だ
け
多
く
の
生
徒
に
参
加
し
て
も
ら
い

た
い
た
め
、声
か
け
を
工
夫
し
て
い
る
と
、
進

路
指
導
部
副
部
長
の
千
葉
朋
彦
先
生
は
語
る
。

　「
参
加
者
を
募
る
際
に
は
、『
歴
史
好
き
募

集
』
な
ど
と
限
定
せ
ず
、
街
づ
く
り
・
観
光
・

環
境
・
教
育
な
ど
の
キ
ー
ワ
ー
ド
を
多
く
挙

げ
て
生
徒
に
声
を
か
け
ま
す
。
自
分
に
関
係

が
あ
る
と
思
わ
せ
る
の
が
ポ
イ
ン
ト
で
す
」

　
参
加
を
尻
込
み
す
る
生
徒
も
い
る
が
、「
大

丈
夫
、
行
っ
て
ご
ら
ん
」
と
教
師
が
さ
り
げ

な
く
背
中
を
押
す
。「
生
徒
の
挑
戦
を
応
援

▶地域コーディネーターの三浦さんが、地
域から寄せられた課題を進路指導室前に
掲示。有志の生徒が課題に取り組む。あ
る店は、店内の一角をどうしたら近隣住民
に利用してもらえるかを相談。生徒がPR
動画を作成し、SNSで配信したところ、ワー
クショップに利用したいと申し出があった。

▲美術部と有志の生徒が、小児がん
患者を支援するための募金活動とし
て、地元の夜市でレモネードを販売。
参加者には、２年次の個人探究で「小
児がんの治療薬の現状」「患者の栄
養支援や看護」をテーマにした生徒
もいる。

▲郡部に位置する同校では、生徒が
外国人と接する機会が少ない。そこ
で、英語漬けの日々を送る１泊２日の
キャンプを実施。生徒26人、同校の
ALT、地元の日本語学校に通うネパー
ル人留学生14人が参加。一緒に料
理をしたり、ゲームをしたりしながら、
英語で交流した。

※学校資料を基に編集部で作成。

地域と協働した「岩高探究プログラム」（例）図２

小児がん患者の支援 Iwagasaki English Camp

Iwagasaki Jimoto Quest

事業指定後、
地域との協働を強化。
生徒が地域をリアルに
感じる活動を拡大

「小児がん患者の現状を知ってほしい」
と、地元の夜市でレモネードを販売

地元の日本語学校に通う
ネパール人留学生と英語で交流

地域から寄せられた課題に
生徒が挑戦

見
せ
た
い
の
は

「
挑
戦
す
る
大
人
の
姿
」

意
欲
を
喚
起
す
る「
岩
高
探
究
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
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同校には、中学校と高校の学習にギャップを感じる生徒が少なくな
い。そこで、入学当初の各教科の授業は、家庭学習を中心に、高
校における学習方法を指導し、学習のペースをつかめるよう、支
援している。また、生徒一人ひとりの悩みや課題に対応するため、
毎日の学習記録を見て、「数学に偏っている」「こんなテキストがあ
る」などと、担任が生徒一人ひとりの学力や適性に応じたコメント
をしている。そして、個人面談では、生徒の意欲を喚起する声かけ
や学習方法のアドバイスなどを意識的に行っている。

１年次は、学習方法とペースの定着を重視

し
つ
つ
、
寄
り
添
い
、
支
え
る
距
離
感
を
心

が
け
て
い
ま
す
」
と
濟
渡
先
生
は
語
る
。

　
生
徒
が
自
分
の
成
長
を
実
感
す
る
機
会
と

な
る
よ
う
活
用
し
て
い
る
の
が
、「Classi

」

（
＊
）
の
ス
ト
ー
リ
ー
機
能
だ
（
図
３
）。
生

徒
は
、
年
度
当
初
に
自
分
の
年
間
目
標
を
設

定
。
探
究
学
習
や
課
外
活
動
、
部
活
動
な
ど
、

自
分
が
挑
戦
し
た
内
容
や
振
り
返
り
を
ス
ト

ー
リ
ー
機
能
に
随
時
入
力
す
る
。
そ
の
上
で
、

年
４
回
の
定
期
考
査
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
、
蓄

積
し
た
記
録
を
振
り
返
り
、
そ
こ
で
の
気

づ
き
を
踏
ま
え
て
目
標
を
見
直
す
（
図
４
）。

総
合
探
究
主
任
の
大
沼
宏こ

う

多た

先
生
は
、
ス
ト

ー
リ
ー
機
能
に
活
動
を
入
力
す
る
生
徒
が
年

度
当
初
よ
り
増
え
て
い
る
と
語
る
。

　「
そ
の
時
に
自
分
が
何
を
思
っ
た
の
か
、

ど
ん
な
試
行
錯
誤
を
し
た
の
か
、
過
去
の
自

分
と
比
較
で
き
、
自
分
の
成
長
を
実
感
で
き

る
か
ら
で
し
ょ
う
。
自
分
の
学
び
や
経
験
を

自
分
の
言
葉
で
記
録
し
た
い
と
い
う
気
持
ち

が
芽
生
え
る
の
だ
と
思
い
ま
す
」

　
ス
ト
ー
リ
ー
機
能
は
生
徒
が
入
力
し
た
く

な
る
書
式
だ
と
、
濟
渡
先
生
は
指
摘
す
る
。

　「
ス
ト
ー
リ
ー
機
能
は
ペ
ー
ジ
を
ま
た
が

ず
に
一
覧
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
ひ
と
目
で

内
容
を
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
や
資
格
取
得
な
ど
、
活
動
ご
と
に

入
力
欄
が
あ
る
の
で
、
空
欄
を
埋
め
た
い
と

い
う
欲
求
に
駆
ら
れ
ま
す
。
そ
う
し
た
動
機

で
活
動
し
た
と
し
て
も
、
活
動
す
る
中
で

得
ら
れ
る
も
の
が
あ
り
、『
こ
れ
が
で
き
た
。

次
は
あ
れ
を
し
よ
う
』
と
い
う
好
循
環
が
生

ま
れ
て
い
ま
す
」

　
様
々
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
始
め
て
か
ら
、
意

欲
的
に
挑
戦
す
る
生
徒
が
増
え
て
い
る
。
地

域
の
中
学
生
に
黒
板
ア
ー
ト
の
講
習
会
を
開

催
し
た
り
、小
児
が
ん
患
者
を
支
援
す
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
っ
た
り
す
る
な
ど
、

探
究
学
習
で
の
取
り
組
み
を
発
展
さ
せ
た
新

た
な
活
動
に
取
り
組
む
生
徒
も
少
な
く
な
い
。

　
生
徒
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
取
っ
た
と
こ
ろ
、

「
社
会
の
課
題
に
対
す
る
関
心
が
高
ま
っ
た
」

の
肯
定
率
が
１
０
０
％
だ
っ
た
（
図
５
）。

模
擬
試
験
の
成
績
も
上
昇
傾
向
に
あ
り
、
自

己
肯
定
感
の
高
ま
り
が
教
科
学
習
に
波
及
し

て
い
る
様
子
が
う
か
が
え
る
。

　「
地
域
と
の
協
働
は
か
な
り
進
み
ま
し
た
。

今
後
は
ほ
か
の
地
域
や
海
外
の
高
校
生
と
の

交
流
を
増
や
し
、
新
た
な
刺
激
を
与
え
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」（
濟
渡
先
生
）

※図３〜５は、学校資料を基に編集部で作成。

生徒は、活動前に目標を、活動後に取り組んだ内容や考えたこと
を入力。目標と照らし合わせて振り返る。教師はその入力内容を
見て、コメントをしたり、声をかけたりする。また、その記録があ
ることで、調査書や指導要録が格段に書きやすくなったと言う。

学習意欲の向上
─学びの志向を捉えて教育活動をデザインする 

特集

＊　株式会社ベネッセホールディングスとソフトバンク株式会社の合弁会社であるClassi 株式会社が提供する、学校教育での ICT 活用を総合的に支援するサービス。

記録の蓄積のサイクル図４ 「Classi」ストーリー機能の入力例図３

生徒へのアンケート結果図５

年度当初
目標設定

第３回考査
振り返り

目標の再設定

第１回考査
振り返り

目標の再設定

学年末考査
振り返り

目標の再設定

第２回考査
振り返り

目標の再設定

各自の
タイミングで

活動記録を蓄積

各自の
タイミングで

活動記録を蓄積

各自の
タイミングで

活動記録を蓄積各自の
タイミングで

活動記録を蓄積

各自の
タイミングで

活動記録を蓄積

探究活動や部活動、有志活動等の探究的な学びにおいて、地
域での活動や地域の人 と々かかわる場面はありましたか

Q.

探究的な学び（授業・探究学習・探究ツアー・NIE・国際交流・
国際講話・部活動・有志活動等）を通じて、社会の課題に対
する関心は高まりましたか

Q.

いいえ 21.5%はい 78.5%

はい 100.0%

学習方法の指導は？

「教科・科目の学習」「探究学習」「特技」
「部活動」など、カテゴリーを選択して入力

ス
ト
ー
リ
ー
機
能
で
目
標
設
定
と

振
り
返
り
の
サ
イ
ク
ル
を
確
立

意
欲
を
喚
起
す
る「
振
り
返
り
の
仕
組
み
」

地
域
に
自
ら
出
て

活
動
す
る
生
徒
た
ち

取
り
組
み
の
成
果
・
展
望
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企
画
研
究
部
部
長

吉
村
大
介 

よ
し
む
ら
・
だ
い
す
け

同
校
に
赴
任
し
て
11
年
目
。
理
科

（
化
学
）。

学
習
進
路
部
部
長

細
井
ひ
ろ
み 

ほ
そ
い
・
ひ
ろ
み

同
校
に
赴
任
し
て
11
年
目
。
国

語
科
。

中
学
１
学
年
担
当

宮
本
脩
平 

み
や
も
と
・
し
ゅ
う
へ
い

同
校
に
赴
任
し
て
４
年
目
。
英
語

科
。

学
習
進
路
部
副
部
長

石
井
透
雄 

い
し
い
・
ゆ
き
お

同
校
に
赴
任
し
て
12
年
目
。
地
理

歴
史
科
（
世
界
史
）。

教
務
副
主
任

石
本
由
布
子 

い
し
も
と
・
ゆ
う
こ

同
校
に
赴
任
し
て
６
年
目
。
地
理

歴
史
・
公
民
科
（
日
本
史
・
公
共
）。

設
立
　
２
０
０
８
（
平
成
20
）年

形
態
　
全
日
制
／
普
通
科
／
共
学

生
徒
数
　
１
学
年
約
１
６
０
人

２
０
２
２
年
度
卒
業
生
進
路
実
績

　
国
公
立
大
は
、
北
海

道
大
、
東
北
大
、
筑
波
大
、
千
葉
大
、
東
京
大
、
一
橋
大
、

名
古
屋
大
、
京
都
大
、
大
阪
大
、
神
戸
大
な
ど
に
78
人
が

合
格
。
私
立
大
は
、
慶
應
義
塾
大
、
上
智
大
、
東
京
理
科

大
、
早
稲
田
大
な
ど
に
延
べ
３
１
９
人
が
合
格
。

学
校
概
要

※学校資料を基に編集部で作成。

学年を超えて切磋琢磨する環境で、
能動的に学ぶ生徒を育てる

茨城県立並木中等教育学校は、「能動的な学びのできる人間力を備えたグローバルリーダー」を
目指す生徒像に掲げ、プロセスを大切にした探究学習に加え、異学年と合同の学習活動や

地域の資源を活用した課外活動など、工夫を凝らした様々な活動で、生徒の意欲や主体性を育んでいる。

茨城県立並木中等教育学校事例 2

学習の柱（６年間を通した体系的な学び）

体験・思考の柱（６年間を通した継続的な環境）

２本の柱が相互に影響を与え合い、成長を促す原石

入学生

日
本
や
世
界
を
牽
引
す
る
リ
ー
ダ
ー
へ

進路
実現

並木を巣立ち、グ
ローバルリーダー
となるためのさら
なる機会や経験を
得る

進路実現が可能な
カリキュラムを設定

課題探究を通して
問題解決力を育成する

ＳＳＨを主体として、
理数教育を充実させる

折れない心、失敗を乗り越え
試行錯誤できる力を育てる

人間力を育成できる
様々な体験の場をつくる

大学や研究所との
連携

生徒が能動的な学び
ができる授業の工夫

深い学びへ誘う
授業の工夫 適切な授業進度

基礎・基本の
徹底

文理にとらわれない
リベラルアーツ教育

授業やテスト、家庭学習
を大切にする雰囲気

２本の柱によって、高い学力と
思考力や表現力、主体的に行動
できる人間力を６年間で育成す
ることを目指す

目指す生徒像を実現するための６年間の学び実践の全体像
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Ｓ
Ｓ
Ｈ（
＊
１
）指
定
校
の
茨
城
県
立
並
木

中
等
教
育
学
校
は
、例
年
、難
関
国
公
立
大
学

の
合
格
者
を
多
数
輩
出
す
る
進
学
校
だ
。「Be 

a Top Learner!

（
高
き
学
習
者
た
れ
）」を

校
是
と
し
、「
能
動
的
な
学
び
の
で
き
る
人
間

力
を
備
え
た
グ
ロ
ー
バ
ル
リ
ー
ダ
ー
」を
目

指
す
生
徒
像
に
掲
げ
て
い
る
。そ
の
実
現
に

向
け
て
、６
年
間
を
通
し
た
体
系
的
な
学
び

を
行
う「
学
習
の
柱
」と
、問
題
解
決
力
や
試

行
錯
誤
で
き
る
力
な
ど
を
育
む
「
体
験
・
思

考
の
柱
」を
教
育
活
動
の
２
本
柱
と
し
て
い

る（
Ｐ
．８
図
）。学
習
進
路
部
部
長
の
細
井
ひ

ろ
み
先
生
は
、そ
の
ね
ら
い
を
こ
う
語
る
。

　「
教
科
学
習
と
体
験
的
な
学
び
の
ど
ち
ら

か
に
偏
る
こ
と
な
く
、
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た

教
育
活
動
に
よ
っ
て
、
教
科
学
力
や
思
考
力
、

人
間
力
な
ど
の
資
質
・
能
力
を
育
も
う
と
し

て
い
ま
す
」

　「
学
習
の
柱
」は
毎
日
の
授
業
の
こ
と
を
指

す
。全
教
科
で
探
究
的
な
学
び
を
実
践
し
、生

徒
が
自
分
な
り
の
問
題
意
識
を
持
ち
、解
決

に
向
け
て
試
行
錯
誤
で
き
る
よ
う
な
授
業
を

行
っ
て
い
る
。ま
た
学
校
独
自
の
学
習
法
も

取
り
入
れ
て
い
る
。「
Ｔ
Ｏ
学
習
」（
＊
２
）は
、

異
学
年
合
同
の
授
業
で
、
上
級
生
が
下
級
生

に
問
題
の
解
き
方
を
教
え
た
り
、
一
緒
に
考

え
た
り
す
る
。「
Ｒ
80
」（
＊
３
）は
、
ペ
ア
や

グ
ル
ー
プ
で
話
し
合
っ
た
こ
と
な
ど
を
80
字

以
内
で
ま
と
め
る
活
動
で
、必
ず
２
文
で
書

き
、接
続
詞
で
結
ぶ
こ
と
が
ル
ー
ル
だ
。い

ず
れ
も
生
徒
の
主
体
的
な
学
び
を
促
し
、
論

理
力
を
育
む
こ
と
を
ね
ら
い
と
し
て
い
る
。
　

　「
体
験
・
思
考
の
柱
」
の
中
心
は
６
年
間

を
通
じ
た「
課
題
探
究
」だ
。
１
年
次
か
ら

生
徒
が
自
分
で
テ
ー
マ
を
設
定
し
て
探
究
に

取
り
組
み
、
探
究
を
段
階
的
に
発
展
さ
せ
る

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
し
た
（
図
１
）。
失
敗
や

成
功
を
繰
り
返
す
こ
と
で
、「
ま
ず
は
や
っ

て
み
よ
う
」と
い
う
主
体
性
を
育
て
て
い
る
。
　

　
生
徒
が
様
々
な
体
験
を
通
じ
て
人
間
力
を

高
め
て
い
け
る
よ
う
、
学
校
行
事
や
校
外
活

動
も
充
実
さ
せ
て
い
る
（
図
２
）。
例
え
ば
、

同
校
の
３
大
行
事
の
１
つ
「
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ

ー
」
は
、
２
日
間
で
60
㎞
を
歩
く
と
い
う
も

の
で
、
苦
し
い
時
こ
そ
踏
ん
張
る
精
神
力
や
、

周
り
を
思
い
や
る
心
を
涵
養
し
て
い
る
。

　
同
校
の
特
徴
的
な
学
習
活
動
は
、
４
〜
６

年
次
の
「
課
題
探
究
」
だ
。
生
徒
は
個
人
で

探
究
に
取
り
組
む
が
、
ま
ず
４
年
次
の
１
年

間
を
か
け
て
探
究
テ
ー
マ
を
設
定
す
る
。
企

画
研
究
部
部
長
の
吉
村
大
介
先
生
は
、
そ
の

ア
ー
ル
エ
イ
テ
ィ

「課題探究」６年間の流れ図１

学年 探究テーマ 活動内容

１年次
ミニ課題探究Ⅰ
（個人）

自分の「問い」
と出合う

個人で探究テーマを設定し、調べたことをまとめて考察し、学年
発表会で口頭で発表。

２年次
ミニ課題探究Ⅱ
（グループ）

企業とともに
未来をつくる

企業のインターンシップを教室で体験する活動を通して、働くこと
の意義や企業活動への理解を深める。企業からのミッションの実現
に向けて様々なアイデアを出し合い、プレゼンテーションを行う。

３年次
ミニ課題探究Ⅲ
（グループ）

地域の
社会問題

グループで探究テーマを設定し、身近な問題の解決に挑戦。成果
を学年発表会で口頭で発表。

４年次
課題探究Ⅰ〜Ⅲ
（個人）

各自の自由

ゼミに所属し、１年間かけて個人探究のテーマを設定。その手順は、
探究構想を立てた後、仮テーマを設定。構想発表会・中間発表会（ス
ライドを使い、口頭で発表）を経て、最終決定。

５年次 口頭及びポスターで研究成果を発表。

６年次 研究論文を作成し、提出（A4で10ページ以上）。

「課題探究」は、１～３
年次は「総合的な学習
の時間」で、４～６年次
は「総合的な探究の時
間」と学校設定科目「課
題探究」で実施。ゼミは、
人文・社会科学・国際
文化・スポーツ科学・芸
術・生活科学・物理・化
学・生物・地球科学・情
報科学・数学・医学・自
然科学・SDGsの15ゼミ。

※学校資料を基に編集部で

作成。

人間力や国際貢献のマインドを育む校外活動（例）図２

全学年 ウォークラリー ２日間で60㎞を歩く。保護者も交通整理などで参加

１年次 学級づくり合宿（P.11図６） 学級づくりのための開校以来の行事

２年次 ブリティッシュヒルズでの語学研修
外国人講師による英語コミュニケーションの授業、
ジャーナルの作成・発表

３年次 広島・京都平和研修 社会見学、文化理解、平和教育

４年次 ニュージーランド海外語学研修
２週間のホームステイでの英語によるコミュニケー
ション、異文化体験

５年次 アジア方面海外修学旅行 2023年度はベトナムを訪問。戦争遺構の見学等

「ウォークラリー」「かえで祭（文化
祭）」「スポーツデイ（体育祭）」が、
同校の３大行事。2009年度にユネ
スコスクールに加盟後は、国際貢
献・平和教育の視点を取り入れた
学校行事を中学校段階から体系的
に実施。各国の大使による講演な
ども随時行う。

※学校資料を基に編集部で作成。

学習意欲の向上
─学びの志向を捉えて教育活動をデザインする 

特集

＊１　文部科学省「スーパーサイエンスハイスクール」。同校は 2012 年度から指定され、現在３期目。　＊２　「TO」は、Teaching Others の略。
＊３　「R」は、リフレクション（振り返り）とリストラクチャー（再構築）のこと。「TO 学習」「Ｒ80」のいずれも中島博司元校長が考案。　

「
学
習
」と「
体
験・思
考
」を
柱
に

バ
ラ
ン
ス
よ
く
教
育
活
動
を
展
開

取
り
組
み
の
背
景
・
全
体
像

異
学
年
合
同
の
ゼ
ミ
で

助
言
し
合
い
、試
行
錯
誤
を
支
え
る

意
欲
を
喚
起
す
る「
課
題
探
究
」
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ね
ら
い
を
次
の
よ
う
に
語
る
。

　「
自
分
が
何
に
関
心
が
あ
り
、
何
を
深
め

た
い
の
か
、
ど
ん
な
困
り
事
を
解
決
し
た
い

の
か
と
い
っ
た
こ
と
を
、
１
年
間
か
け
て
と

こ
と
ん
掘
り
下
げ
て
ほ
し
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
自
分
に
徹
底
的
に
向
き
合
い
、
自
分
を

理
解
す
る
過
程
は
、
自
分
ら
し
い
学
び
方
や

目
指
し
た
い
進
路
を
見
極
め
る
上
で
重
要
で

あ
り
、
主
体
性
も
育
ま
れ
ま
す
」

　
調
べ
学
習
で
終
わ
ら
な
い
よ
う
、
ど
ん
な

テ
ー
マ
で
も
生
徒
は
実
験
や
調
査
な
ど
を
自

分
で
行
い
、
デ
ー
タ
を
収
集
す
る
。
教
師
が

そ
れ
ら
の
方
法
を
教
え
る
こ
と
は
な
く
、
生

徒
は
研
究
構
想
の
段
階
で
、
自
分
の
探
究
に

必
要
な
実
験
や
調
査
な
ど
を
様
々
に
試
す
。

　
そ
う
し
た
試
行
錯
誤
の
過
程
に
お
い
て
生

徒
の
心
の
支
え
と
な
り
、
成
長
の
糧
に
も
な

る
の
が
ゼ
ミ
活
動
だ
。
15
の
ゼ
ミ
か
ら
自
分

の
関
心
に
応
じ
て
１
つ
を
選
び
、
４
〜
６
年

生
の
各
５
人
程
が
所
属
。
週
１
回
集
ま
り
、

各
自
の
探
究
の
進
捗
を
報
告
し
つ
つ
、
テ
ー

マ
の
設
定
や
探
究
の
進
め
方
な
ど
を
相
談
し

合
う
（
図
３
）。

　「
４
年
生
は
意
欲
的
に
探
究
し
て
い
る
５
・

６
年
生
の
姿
を
見
て
、
自
分
も
先
輩
の
よ
う

に
学
び
た
い
と
憧
れ
を
抱
き
ま
す
。
５・
６

年
生
は
後
輩
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
す
る
こ
と

で
、
自
分
の
考
え
が
整
理
さ
れ
、
新
た
な
気

づ
き
を
得
ま
す
。
異
学
年
間
の
対
話
が
、
双

方
に
刺
激
を
与
え
て
い
ま
す
」（
細
井
先
生
）

　「
課
題
探
究
」
で
の
成
功
体
験
が
教
科
学

習
へ
の
意
欲
を
喚
起
し
て
い
る
と
、
教
務
副

主
任
の
石
本
由ゆ

う

こ
布
子
先
生
は
語
る
。

　「
探
究
を
通
じ
て
今
ま
で
で
き
な
か
っ
た

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
、
難
し
い
課

題
に
も
諦
め
ず
に
努
力
で
き
た
と
い
っ
た
経

験
は
、
生
徒
の
自
信
に
な
り
ま
す
。
そ
れ
が

探
究
以
外
の
活
動
に
も
積
極
的
に
取
り
組
む

こ
と
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
」

　
学
校
が
つ
く
ば
研
究
学
園
都
市
に
あ
る
立

地
を
生
か
し
、
数
々
の
課
外
活
動
も
実
施
し

て
い
る
（
図
４
）。
企
業
や
大
学
の
研
究
室

へ
の
訪
問
、
研
究
者
に
最
先
端
の
ト
ピ
ッ
ク

を
聞
く
講
座
な
ど
、
本
物
に
出
合
い
、
輝
い

て
い
る
大
人
と
話
す
こ
と
が
生
徒
を
刺
激
し

て
い
る
と
、
学
習
進
路
部
副
部
長
の
石
井
透ゆ

き

雄お

先
生
は
語
る
。

　「
講
演
で
は
、
講
師
の
話
を
50
分
間
、
質

問
タ
イ
ム
を
50
分
間
と
し
て
い
ま
す
。
講
師

の
話
に
関
心
が
あ
る
生
徒
が
集
ま
る
た
め
、

質
問
タ
イ
ム
は
も
ち
ろ
ん
、
会
の
終
了
後
も

質
問
が
続
く
こ
と
は
珍
し
く
あ
り
ま
せ
ん
」

　
コ
ン
テ
ス
ト
な
ど
へ
の
参
加
（
図
５
）
も
、

生
徒
を
刺
激
す
る
場
と
な
っ
て
い
る
。

　「
コ
ン
テ
ス
ト
を
通
じ
て
全
国
の
優
秀
な

「ＳＳＨ講座」は、
企業の施設や大学
の研究室などを訪
問する体験型講
座。2023年度は、
千葉県市原市のチ
バニアン地層（地
球で最後に地磁気
逆転が起こった痕
跡が残る地層）の
観察、半導体工場

やJAXAの研究室の見学、ブナ・ミズナラの植樹体験や棚倉断層の観察
などを行った。

「ＳＳＨサイエンス
カフェ」は、各分
野の研究者等を招
いて行う座談会形
式の講座。2023
年度は、月２人の
ペースでゲストを
招いて開催。ドイ
ツの大学で飛行機
の研究をしている
卒業生や、小児科

病棟で働く研修医の卒業生、自動車開発者、水族館飼育員、培養肉・
ベジミートの研究者、折り紙で数理現象を研究するオリガミクスの研
究者などが来校した。

「課題探究」で行う、４〜６年生が切磋琢磨するゼミ活動図３本物に出合う課外活動（例）図４

ゼミには、４〜６年生が各５人程、計15人程が所属している。探究テー
マは一人ひとり異なるが、関心を持つ分野は同じだ。自分が取り組み
たいことをゼミのメンバーに伝えてアドバイスをもらう。理系分野の
研究はもちろん、文系分野でもオリジナルのデータを収集し、提案型
の研究発表を目指す。各ゼミには担当教師がつき、運営を任されている。
人文ゼミ（写真）では、５年生がゼミ長と副ゼミ長を務め、ゼミの司
会進行を担っている。なお、ゼミは移籍できないが、探究テーマはい
つでも変えることが可能だ。人文ゼミで物理をテーマにする生徒もい
るという。「学びたいという思いが尊重されることで、生徒は意欲を持
続させることができるのだと思います」と、吉村先生は語る。

※図３・４は、学校資料を基に編集部で作成。

SSH講座

SSHサイエンスカフェ

６年生
研究は終了しているが、
アドバイザーとして参加

留学生
一緒に参加

５年生
ゼミ長が進行、
副ゼミ長が
時間管理

４年生
検討中のテーマを発表

ゼミ担当教師
一緒に考える

輝
い
て
い
る
大
人
や
他
校
生
と

の
対
話
が
、生
徒
を
刺
激
す
る

意
欲
を
喚
起
す
る「
課
外
活
動
・コ
ン
テ
ス
ト
」
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●「科学の甲子園ジュニア」全国大会に８回出場。2020
年度は全国総合４位

●「科学の甲子園」全国大会に５回出場。2017年度は全
国総合４位

● 「科学オリンピック」2021年度日本生物学オリンピッ
ク金賞１人、銀賞１人、銅賞１人

各種コンテスト受賞実績（例）図５

高
校
生
と
交
流
し
、
本
物
の
研
究
者
や
起
業

家
と
接
す
る
経
験
は
、
生
徒
の
財
産
に
な
っ

て
い
ま
す
。
コ
ン
テ
ス
ト
に
挑
戦
し
た
先
輩

の
姿
を
見
て
、
自
然
と
全
国
を
目
指
す
雰
囲

気
が
校
内
に
あ
り
ま
す
し
、
対
外
的
な
場
に

参
加
す
る
意
義
を
伝
え
、
生
徒
の
背
中
を
押

す
こ
と
も
心
が
け
て
い
ま
す
」（
石
本
先
生
）

　
１
年
次
の
導
入
期
は
、
主
体
的
に
学
ぶ
意

欲
が
高
ま
る
よ
う
、
学
級
づ
く
り
合
宿
を
実

施
し
、
カ
ッ
タ
ー
研
修
（
図
６
）
な
ど
で
成

功
体
験
を
積
ま
せ
る
と
と
も
に
、
普
段
か
ら

褒
め
る
よ
う
に
し
て
い
る
と
、
中
学
１
学
年

担
当
の
宮
本
脩
平
先
生
は
語
る
。

　「
１
年
次
の
１
学
期
は
、
学
習
法
と
し
て

『
答
え
を
写
す
だ
け
で
は
駄
目
だ
よ
』
な
ど

と
指
導
す
る
一
方
で
、
受
け
身
の
学
習
と
な

ら
な
い
よ
う
、『
ノ
ー
ト
の
書
き
方
が
分
か

り
や
す
い
ね
』
な
ど
と
、
よ
い
点
を
見
取
り
、

積
極
的
に
褒
め
て
い
ま
す
」

　
面
談
も
生
徒
の
自
己
肯
定
感
を
高
め
る
こ

と
を
大
事
に
し
て
い
る
。
専
門
性
や
生
徒
と

の
相
性
な
ど
を
踏
ま
え
、
担
任
・
副
担
任
に

限
ら
ず
、
そ
の
生
徒
に
と
っ
て
適
任
だ
と
思

わ
れ
る
教
師
が
面
談
を
担
当
。
生
徒
が
自
分

自
身
の
こ
と
を
信
頼
し
、
前
向
き
に
な
れ
る

よ
う
に
接
す
る
こ
と
を
大
切
に
し
て
い
る
。

　「
以
前
、
ク
ラ
ス
の
中
心
的
存
在
の
生
徒

が
面
談
中
、
泣
き
出
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
し

た
。
私
は
そ
の
姿
を
黙
っ
て
見
守
り
ま
し
た
。

す
る
と
生
徒
は
十
数
分
間
で
泣
き
止
み
、
腹

を
く
く
っ
て
前
を
向
き
直
し
ま
し
た
。
自
分

の
弱
さ
を
さ
ら
け
出
す
場
が
必
要
だ
っ
た
の

で
し
ょ
う
。
立
ち
直
る
力
を
信
じ
て
見
守
る

こ
と
も
、
生
徒
が
前
を
向
く
き
っ
か
け
に
な

る
の
だ
と
感
じ
ま
し
た
」（
石
本
先
生
）

　
一
連
の
取
り
組
み
の
結
果
、　
東
京
大
学

志
望
者
が
数
年
間
で
１・
５
倍
と
な
っ
た
。

中
に
は
自
分
の
力
を
超
え
る
高
い
志
望
を
持

つ
生
徒
も
い
る
が
、
逆
転
合
格
者
も
出
て
い

る
。「
課
題
探
究
」
の
成
果
を
生
か
し
て
総

合
型
選
抜
で
進
学
す
る
生
徒
も
増
え
て
お

り
、
学
校
全
体
に
生
徒
間
で
切
磋
琢
磨
す
る

雰
囲
気
が
で
き
て
い
る
（
図
７
）。

　「
学
校
は
『
生
徒
の
い
い
と
こ
探
し
の
場
』

で
あ
る
は
ず
で
す
。
で
き
な
い
こ
と
を
指
摘

す
る
の
で
は
な
く
、
よ
い
と
こ
ろ
、
で
き
る

こ
と
を
伸
ば
す
。
こ
れ
か
ら
も
生
徒
同
士
、

教
師
同
士
で
認
め
合
い
、
集
団
と
し
て
成
長

で
き
る
環
境
を
つ
く
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
」（
石
本
先
生
）

１年次の導入期の学級づくり合宿でのカッター研修図６

１年次５月に行われる学級づくり合宿では、カッター研修が行われ
る。大型ボートに生徒約25人が乗り、力を合わせてオールを漕ぎ、
湾内を１周する。頑張ることの大切さを認識し、クラスの団結力を
高めるとともに、成功体験を通して前向きに学校生活をスタートさ
せることを目的としている。午前中にオリエンテーリングを行い、
４～５㎞を歩いた後、午後にカッターを漕ぐといった体力的に厳し
い活動にすることで、折れない心も育んでいる。

いつでも学べる自習棟「ブライトホール」図７

自習棟「ブライトホール」には、４～６年生が平日・休日を問わず自習
できる学習室があり、多い日は100人近い生徒が利用する。メリットは、
生徒同士で切磋琢磨する雰囲気が自然とできる点にある。「あの子がいる
から自分も頑張ろう」という生徒もいれば、自習棟の明かりを見て、夜
遅くまで頑張っているクラスメートの姿に刺激され、「自分もやってみよ
うかな」と意欲が湧く生徒もいる。自習棟をよく利用する生徒は「ブラ
イト組」と呼ばれ、各クラスに学ぶ雰囲気をつくる存在になっている。

ブライトホールには話し合
いのスペース「ＴＯルーム」

（＊４）がある。自習中に
難問にぶつかった時、生徒
が集まって意見を交わしな
がら解く場として活用され
ている。難問の解答がホワ
イトボードに誇らしげに残
されていることもよくある
という。 ※図５～７は、学校資料を基に編集部で作成。

学習意欲の向上
─学びの志向を捉えて教育活動をデザインする 

特集

成
功
体
験
を
積
ま
せ
、

積
極
的
に
よ
い
点
を
褒
め
る

意
欲
を
喚
起
す
る「
導
入
期
指
導
・
面
談
」

切
磋
琢
磨
す
る
生
徒
集
団
と

な
る
よ
う
環
境
を
整
え
る

取
り
組
み
の
成
果
・
展
望

＊４　「TO」は、Teaching Others の略。　

 高校版  2024 February11

0-01-J-23303-001 2023 年度 VIEW next 高校版 2 月号 10 頁 ＣＭ
ＹＫ

念
校

02/01
井上 − −/−

− − −/−
− − −/−

− − −/−
−0-01-J-23303-001 2023 年度 VIEW next 高校版 2 月号 11 頁 ＣＭ

ＹＫ
念
校

02/01
井上 − −/−

− − −/−
− − −/−

− − −/−
−

P08-11_view-next-koukou-2g.indd   11P08-11_view-next-koukou-2g.indd   11 2024/02/01   10:362024/02/01   10:36



＊　株式会社ベネッセホールディングスとソフトバンク株式会社の合弁会社であるClassi 株式会社が提供する、学校教育での ICT 活用を総合的に支援するサービス。

１
学
年
主
任
、
国
語
科
主
任

伊
藤
奈
津
子 

い
と
う
・
な
つ
こ

同
校
に
赴
任
し
て
10
年
目
。
国
語

科
。

教
頭
・
教
務
担
当

牧
野
浩
章 

ま
き
の
・
ひ
ろ
あ
き

同
校
に
赴
任
し
て
２
年
目
。
地

理
歴
史
科
（
地
理
）。

数
学
科
主
任

姫
田
史
也 

ひ
め
だ
・
ふ
み
や

同
校
に
赴
任
し
て
11
年
目
。
３
学

年
担
任
。
数
学
科
、
情
報
科
。

指
導
教
諭
、
次
世
代
育
成
支
援

対
策
推
進
委
員

笠
江
由
美 

か
さ
え
・
ゆ
み

同
校
に
赴
任
し
て
12
年
目
。
数
学

科
、
情
報
科
。

企
画
推
進
課
チ
ー
フ
、
英
語
科

主
任久保

早
耶
香 

く
ぼ
・
さ
や
か

同
校
に
赴
任
し
て
10
年
目
。
２
学

年
担
任
。
英
語
科
。

※学校資料と学校への取材を基に編集部で作成。

様々な活動の実施

生徒の振り返り
生徒へのアンケート
結果のフィードバック

成果のまとめ
改善点の洗い出し
期中での計画変更

こまめな生徒把握で学習イベントを修正。
生徒が自ら選ぶ学びで意欲を向上
徳島県立小松島高校には、中学校時代は学力中位層で、自己決定の経験があまりない生徒が多い。

そこで生徒が自ら選んで学習できるよう、放課後課外や朝課外をやめ、多様な学習イベントを打ち出した。
生徒をこまめに見取り、年度途中でも活動を修正して、生徒の実態に合ったものになるようにしている。

設
立
　
１
９
３
１
（
昭
和
６
）年

形
態
　
全
日
制
／
普
通
科
／
共
学

生
徒
数
　
１
学
年
約
１
７
０
人

２
０
２
２
年
度
卒
業
生
進
路
実
績

　
国
公
立
大
は
、
徳
島

大
、鳴
門
教
育
大
、香
川
大
、都
留
文
科
大
、高
知
工
科
大
、

北
九
州
市
立
大
な
ど
に
10
人
が
合
格
。
私
立
大
は
、
立
命

館
大
、
関
西
大
、
近
畿
大
な
ど
に
延
べ
１
１
９
人
が
合
格
。

短
大
・
専
門
学
校
進
学
39
人
。
就
職
16
人
。

学
校
概
要

徳島県立小
こ

松
ま つ

島
し ま

高校事例 3

手帳コンクール
（年２回）（P.15図４）

生徒授業
（P.14図２）

校則の見直し

夏休み数学レポート
コンクール

学習マラソン（年５回）
（P.15図５）

学力アップ
チャレンジ週間

松原育樹
ボランティア など

生徒の振り返りやアン
ケートの結果などを基に、
計画を変更したり、新た
な工夫をしたりしている

「Classi」（＊）に入力され
た振り返りや、各クラス
の委員の意見などから、
生徒の状況を見取る

手帳の活用を促すイベン
トを始めたり、朝課外を
やめたりと、活動内容を
修正しながら実施

修正しながら実施

生徒の状況をこまめに把握

▶毎日の学習・生活の
振り返り、定期考査の
計画・振り返りなどを
記入

多様な
学習イベントを

実施

新たなアイデアと見通し

自分の物語をつくる「松高　未来のためのまなびプロジェクト」実践の全体像

松高・未来のための手帳
（P.14図３）
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徳
島
県
立
小
松
島
高
校
は
２
０
１
８
年

度
、
生
徒
の
自
走
を
支
え
る
こ
と
を
目
指
し

て
、「
松
高
　
未
来
の
た
め
の
ま
な
び
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
」（
以
下
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）
を
ス

タ
ー
ト
さ
せ
た
（
Ｐ
．12
図
）。
そ
の
き
っ
か

け
は
17
年
度
に
行
っ
た
、
台
湾
の
高
校
生
の

訪
日
交
流
事
業
だ
。
若
手
教
師
が
中
心
と
な

っ
て
交
流
活
動
を
立
案
す
る
過
程
で
、
生
徒

の
実
態
を
整
理
し
た
と
こ
ろ
、
自
校
の
課
題

が
浮
き
彫
り
に
な
り
、
教
師
間
で
改
革
の
機

運
が
高
ま
っ
た
。
交
流
事
業
の
立
案
に
携
わ

っ
た
１
学
年
主
任
の
伊
藤
奈
津
子
先
生
は
、

当
時
を
次
の
よ
う
に
振
り
返
る
。

　「
本
校
の
生
徒
の
多
く
が
、
中
学
校
時
代

は
学
力
中
位
層
で
あ
り
、
生
活
面
で
も
学
習

面
で
も
注
目
や
注
意
を
あ
ま
り
受
け
て
き
ま

せ
ん
で
し
た
。
そ
う
し
た
生
徒
も
本
校
で
は
、

自
分
た
ち
が
中
心
と
な
っ
て
学
習
も
学
校
行

事
な
ど
も
進
め
て
い
き
ま
す
。
そ
こ
で
、
生

徒
が
自
分
で
判
断
し
て
物
事
を
進
め
る
活
動

を
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
行
い
、
生
徒
の

自
己
肯
定
感
を
高
め
て
い
こ
う
と
考
え
ま
し

た
。
新
学
習
指
導
要
領
の
実
施
を
控
え
て
い

た
こ
と
も
あ
り
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
と
併
せ
て
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
進
め

て
い
き
ま
し
た
」

　
当
時
の
校
長
の
後
押
し
も
あ
り
、若
手
教

師
中
心
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
編
成
。

ま
ず
、生
徒
の
学
力
推
移
や
問
題
行
動
が
起

き
や
す
い
時
期
な
ど
、課
題
を
改
め
て
整
理

し
、校
内
で
共
有
し
た
上
で
、育
成
を
目
指
す

資
質
・
能
力
を
職
員
会
議
で
議
論
し
た
。そ
し

て
、「
自
分
の
物
語
を
つ
く
る
」を
キ
ー
ワ
ー

ド
に
、人
間
的
成
長
を
上
位
目
標
と
し
た
「
身

に
つ
け
た
い
力
」（
図
１
❶
〜
❸
）を
設
定
し
、

21
年
度
に
は
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
を
作
成
し
た
。

　
同
時
に
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
の
視
点
で
教
育
活
動
を
見
直
し
た
。
19
年

度
に
課
題
テ
ス
ト
の
実
施
を
年
５
回
か
ら
３

回
に
変
更
し
、
放
課
後
課
外
を
廃
止
。
一
方

で
、
学
習
時
間
な
ど
を
毎
日
記
入
す
る
生
活

記
録
を
月
１
回
提
出
さ
せ
、
家
庭
学
習
習
慣

の
定
着
を
図
っ
た
。
さ
ら
に
、
自
ら
選
ん
で

視
聴
し
た
学
習
動
画
の
レ
ポ
ー
ト
を
書
く「
学

力
ア
ッ
プ
チ
ャ
レ
ン
ジ
週
間
」
な
ど
、
任
意

参
加
の
学
習
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
て
、
生
徒

に
参
加
を
呼
び
か
け
た
。
指
導
教
諭
の
笠
江

由
美
先
生
は
、
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。

　「
放
課
後
課
外
は
生
徒
の
成
績
次
第
で
復
活

さ
せ
る
条
件
で
廃
止
し
ま
し
た
が
、
成
績
は

低
下
せ
ず
、
22
年
度
に
は
朝
課
外
も
や
め
ま

し
た
。
た
だ
そ
の
後
、
生
徒
の
学
習
意
欲
の

高
ま
り
を
受
け
て
、
希
望
者
を
対
象
に
放
課

後
課
外
を
再
開
し
ま
し
た
。
ど
の
活
動
も
、

参
加
す
る
か
ど
う
か
を
選
べ
る
か
ら
こ
そ
、

参
加
し
た
生
徒
は
意
欲
的
に
学
び
ま
す
」

３つの「身につけたい力」の「松高ルーブリック」を基に各教科・科目のルーブリックを作成し、生徒も教師も「身につけたい力」を授業で意識で
きる仕組みとした。※学校資料を基に編集部で作成。

自主自律
親和協同
日新日進

•世界のことを知る
•地域のことを知る
•情報を適切に活用できる
•世界・地域の課題を見つける
•社会貢献への意欲がある

世界とむきあう3
•相手と真剣に話す
•相手の立場で考える
•相手のことを認める
•自分の考えを伝える
•協力して目標を達成する

人とむきあう2
•自分のことを知る
•自分の目標を持つ
•自分がやる、自分でやる
•自分をコントロールする
•昨日の自分より前進する

自分とむきあう1

資質・能力 レベル１ レベル２ レベル３
３年次修了時の到達目標

レベル４ F

1

自分と
むきあう

•自分について情報を
収集し、自分の長所
を知っている。❶─1

•自分は集団の一員だ
と感じることができ
る。❶─2

❶─１、２
•見通しを立てることができ
る。❶─３

•自分をコントロールし、学び
に、むかい、試行錯誤を重ね
ることができる。❶─４

❶─１〜４
•自分の不完全さを受け入れる
ことができる。❶─５

•試行錯誤や振り返りを通して
粘り強く問題の解決にむかう
ことができる。❶─６

❶─１〜６
•試行錯誤や振り返り
を通して粘り強く問
題の解決ができてい
る。❶─７

い
ず
れ
も

満
た
さ
な
い

2

人と
むきあう

•相手に関心を持ち、
相手の立場に立つこ
とができる。❷─1

•共感的態度をもって
話をすることができ
る。❷─2

❷─１、２
•相手に理解してもらえるよう
に、言葉や非言語能力を使っ
て自分の考えを述べたり、コ
ミュニケーションを取ったり
できる。❷─３

❷─１〜３
•他者を信頼することができ
る。❷─４

•仲間と協力して目標を達成し
ようとすることができる。
❷─５

❷─１〜５
•仲間と協力して目標
を達成できる。❷─６

い
ず
れ
も

満
た
さ
な
い

3

世界と
むきあう

•自分が住む地域や世
界について情報を収
集している。❸─1

❸─１
•世界や地域の課題を発見して
いる。❸─２

•解決にむけた取り組みに考え
をめぐらせることができる。
❸─3

❸─１〜３
•情報を適切に活用することが
できる。❸─４

•自分を生かして社会や他者の
役に立ちたいと考えて行動し
ている。❸─５

❸─１〜５
•自分を生かして社会
や他者の役に立ちた
いと考え、行動し、周
囲に働きかけを行っ
ている。❸─６

い
ず
れ
も

満
た
さ
な
い

身
に
つ
け
た
い
力

校
訓

松
高
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク

学習意欲の向上
─学びの志向を捉えて教育活動をデザインする 

特集

若
手
教
師
の
課
題
感
か
ら
、

カ
リ
マ
ネ
と
併
せ
て
改
革
を
推
進

取
り
組
み
の
背
景
・
全
体
像

「身につけたい力」と「松高ルーブリック」図１
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プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
柱
は
、生
徒
が
教
師
役

と
な
っ
て
授
業
を
行
う「
生
徒
授
業
」（
図
２
）

だ
。「
深
く
考
え
る
こ
と
の
大
切
さ
」
な
ど

を
生
徒
が
実
感
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
笠
江

先
生
が
17
年
度
に
担
当
し
た
数
学
の
授
業
で

始
め
た
。
同
級
生
に
加
え
て
、
学
校
説
明
会

で
の
中
学
生
へ
の
模
擬
授
業
で
行
っ
た
と
こ

ろ
、
参
加
者
に
好
評
だ
っ
た
。
そ
こ
で
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
機
に
、「
生
徒
授
業
」を
２
年
次

の
「
総
合
的
な
探
究
の
時
間
」
に
お
け
る
探

究
学
習
の
１
テ
ー
マ
と
し
、
中
学
校
へ
の
出

前
授
業
も
開
始
。
校
内
研
修
で
教
師
に
「
生

徒
授
業
」
の
実
施
ポ
イ
ン
ト
を
共
有
し
、
各

教
科
が
状
況
に
応
じ
て
行
う
よ
う
に
し
た
。

　「
他
者
に
教
え
る
た
め
に
は
自
分
が
深
く

理
解
す
る
必
要
が
あ
り
、
自
分
で
何
が
必
要

か
を
考
え
て
学
ぶ
よ
う
に
な
り
ま
す
。
自
ら

の
工
夫
で
他
者
が
理
解
し
て
く
れ
れ
ば
、
自

己
肯
定
感
に
つ
な
が
り
ま
す
。
様
々
な
効
果

が
期
待
で
き
る
活
動
で
す
」（
笠
江
先
生
）

　　
20
年
度
に
は
、
生
活
記
録
を
基
に
、
学
習

や
学
校
行
事
な
ど
を
記
録
す
る
「
松
高
・
未

来
の
た
め
の
手
帳
（
以
下
、
手
帳
）」（
図
３
）

を
導
入
し
た
。

　「
毎
日
の
学
習
や
行
事
予
定
な
ど
を
手
帳

に
書
く
こ
と
は
、『
来
週
は
こ
の
行
事
が
あ

る
か
ら
、
課
題
は
今
週
中
に
取
り
組
ん
で
お

こ
う
』
な
ど
と
考
え
る
機
会
に
な
り
ま
す
。

書
き
続
け
る
こ
と
で
メ
タ
認
知
や
自
己
管
理

が
少
し
ず
つ
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
振
り
返

り
も
理
由
を
添
え
て
よ
か
っ
た
点
や
課
題
を

書
く
よ
う
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。
手
帳
の
活

用
法
を
共
有
し
よ
う
と
、『
手
帳
コ
ン
ク
ー

ル
』（
図
４
）
を
始
め
ま
し
た
」（
笠
江
先
生
）

　「
手
帳
」
の
活
用
を
促
す
仕
か
け
と
し
て
、

「
学
習
マ
ラ
ソ
ン
」（
図
５
）も
始
め
た
。「
手

帳
」に
記
入
し
た
学
習
時
間
を
１
週
間
分
集

計
し
、ク
ラ
ス
・
個
人
の
上
位
者
を
表
彰
す
る

イ
ベ
ン
ト
で
、一
人
ひ
と
り
の
努
力
を
評
価

す
る
機
会
に
も
な
っ
て
い
る
。今
は
学
習
時

間
を
「Classi

」に
入
力
さ
せ
て
い
る
。
生
徒

の
学
習
意
欲
が
よ
り
高
ま
り
や
す
く
な
っ
た

と
、
数
学
科
主
任
の
姫ひ

め

田だ

史ふ
み

也や

先
生
は
語
る
。

　「『Classi

』
で
総
学
習
時
間
が
グ
ラ
フ
で

示
さ
れ
る
の
で
、
生
徒
は
自
分
の
学
習
状
況

を
把
握
し
や
す
く
な
り
ま
し
た
。『
前
回
は

数
学
に
時
間
を
か
け
過
ぎ
た
か
ら
、
今
回
は

英
語
に
力
を
入
れ
よ
う
』
な
ど
と
計
画
を
立

て
ら
れ
ま
す
。『
た
と
え
０
時
間
で
も
、
そ

れ
を
自
覚
す
る
た
め
に
毎
日
入
力
し
よ
う
』

と
、
生
徒
に
呼
び
か
け
て
い
ま
す
」

● 生徒が教師役となり、校内で授業を行う
● 実施する授業の内容は基本的に、担当学年・教科の

教師が提示したテーマを基に生徒が考える
● 学校説明会で中学生に対して行う模擬授業や、中学校

への出前授業としても実施

※図２・３は、学校資料と学校への取材を基に編集部で作成。

● Ａ５版、64ページ　● 学年ごとに１冊ずつ用意
● 各ページの項目は教師が話し合って作成した学校オリジナル
● 毎日の生活の記録、定期考査に向けた学習計画と振り返り、委員会や生徒

授業の記録、学校行事の振り返りなどを記入。進路を考える材料にする
● 生徒に手帳を定期的に提出させ、クラス担任が生徒の記入に罫線を引い

たり、コメントを書いたりして返却。生徒が適切にメタ認知し、自己管
理ができるようになることを支援している

● 手帳に書かれた生徒の様々な活動記録を、教師は調査書や指導要録を記
入する際に活用

● 重要な箇所はチョークの色を変えて黒板に書いた。授
業を受けた人が「分かりやすかった」と言ってくれてう
れしかった。次も頑張りたい

● 数学の授業で、具体的に数をあてはめて説明したとこ
ろ、先生に「いい説明だね」と褒めてもらえた。式が長
かったので、短く説明できたのがよかったのだと思う

2023年度第１回手帳コンクール　最優秀賞の手帳

就寝・起床時刻、
学習時間など

自分の状況をつかめるように
体調や気分を10段階で記入

学校行事や
自分の予定

「今週のハイライト」
を週末に記入し、
１週間を振り返る

メモ欄に
宿題の範囲を
書き込む生徒も

学びを
蓄えていく視点

小・中・高の
学びのつながり

探究する楽しさ

他教科との
つながり

分かりやすく
伝える

伝えたい思いが
伝わった達成感

主体的に学ぶ
楽しさ

自分の成長

本当の分かる
を体感

概要

ねらい・効果

メタ認知や自己管理を促す「松高・未来のための手帳」図３ 生徒の学習意欲を育む「生徒授業」図２

「
他
者
に
教
え
る
」と
い
う
目
的
が

主
体
的
な
学
び
を
促
す

意
欲
を
喚
起
す
る
「
生
徒
授
業
」

毎
日
の
記
入
が
自
己
管
理
力
を

高
め
、自
走
に
つ
な
が
る

意
欲
を
喚
起
す
る「
松
高・未
来
の
た
め
の
手
帳
」

教師役を担当した生徒の声
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活
動
は
、
生
徒
や
活
動
の
状
況
を
見
取
り
、

年
度
途
中
で
も
修
正
し
た
り
、
新
た
に
始
め

た
り
と
、
よ
り
効
果
的
な
も
の
に
な
る
よ
う

に
し
て
い
る
。
そ
の
判
断
材
料
の
１
つ
が
、

生
徒
の
振
り
返
り
だ
。
主
要
な
活
動
で
は
、

生
徒
が
「Classi

」
に
入
力
し
た
振
り
返
り

の
中
で
他
の
教
師
や
生
徒
に
共
有
し
た
い
内

容
を
、
教
師
が
コ
ピ
ー
＆
ペ
ー
ス
ト
し
て
ま

と
め
、「Classi

」
で
共
有
し
て
い
る
。

　
生
徒
の
声
を
直
接
聞
き
、
活
動
に
反
映
す

る
こ
と
も
大
切
に
し
て
い
る
（
図
６
）。
例

え
ば
、「
学
習
マ
ラ
ソ
ン
」
に
対
す
る
改
善

点
を
各
ク
ラ
ス
の
委
員
長
に
聞
い
た
と
こ

ろ
、「
１
週
間
前
は
み
ん
な
勉
強
す
る
か
ら
、

２
週
間
前
か
ら
の
方
が
よ
い
」
と
い
う
意
見

が
出
た
た
め
、
実
施
期
間
を
定
期
考
査
２
週

間
前
か
ら
の
１
週
間
に
変
更
し
た
。

　
ま
た
、
生
徒
や
保
護
者
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
で
ア
ン

ケ
ー
ト
を
取
り
、
そ
の
結
果
を
活
動
に
生
か

す
こ
と
も
あ
る
（
図
７
）。
企
画
推
進
課
チ

ー
フ
の
久
保
早さ

や

か
耶
香
先
生
は
、
次
の
よ
う
に

語
る
。

　「『Classi

』
の
ア
ン
ケ
ー
ト
機
能
の
活
用

に
よ
っ
て
、
生
徒
の
声
を
タ
イ
ム
リ
ー
に
把

握
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
自
分
た
ち
の
声
が
反
映
さ
れ
る
こ
と
を

経
験
し
た
生
徒
は
、
学
校
生
活
に
対
し
て
積

極
的
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。
学
校
へ
の
満
足

度
は
、
年
度
末
に
は
入
学
時
と
比
べ
て
か
な

り
上
が
り
ま
す
」

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
始
め
て
か
ら
、
生
徒
は

長
期
休
業
明
け
も
落
ち
着
い
て
学
習
に
取
り

組
む
よ
う
に
な
っ
た
。
卒
業
時
に
は
、
生
徒

か
ら
「
３
年
間
、
学
習
を
頑
張
っ
た
」「
課

外
活
動
な
ど
、
た
く
さ
ん
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
が

で
き
た
」
と
い
っ
た
声
が
聞
か
れ
、
保
護
者

へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
約
８
割
が
「
入
学
後
、

子
ど
も
の
学
習
意
欲
が
高
く
な
っ
た
」
と

回
答
し
た
。
ま
た
、「
松
高
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
」

の
自
己
評
価
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
生
徒
の
１

年
次
１
月
の
自
己
評
価
が
教
師
の
評
価
と
一

致
し
、
生
徒
の
メ
タ
認
知
能
力
が
上
が
っ
た

こ
と
を
実
感
し
た
と
い
う
。
牧
野
浩
章
教
頭

は
、
今
後
の
展
望
を
次
の
よ
う
に
語
る
。

　「
参
加
す
る
活
動
を
生
徒
が
自
分
で
選
ぶ

と
い
う
ス
タ
イ
ル
が
、
生
徒
の
主
体
性
を
尊

重
す
る
こ
と
に
つ
な
が
り
、
結
果
的
に
学
習

意
欲
や
自
走
力
を
高
め
て
い
る
と
感
じ
て
い

ま
す
。
学
校
全
体
が
落
ち
着
き
、
学
習
に
向

か
う
環
境
が
整
っ
て
き
た
中
、
学
力
向
上
は

お
の
ず
と
実
現
さ
れ
る
と
考
え
て
い
ま
す
」

定期考査の２週間前からの１週間、生徒が
教科別の学習時間を「Classi」に入力。総
学習時間の上位３クラスと個人上位３人を
学年別に表彰する。参加は任意で、年５回
実施。１週間の学習時間を教科別にグラフ
にして、全校に発表する。生徒からは、「計
画を立てて勉強することができた」「モチ
ベーションが上がり、学習時間をいつもよ
り増やすことができた」といった声が上
がっている。

自分の「手帳」の活用法を、
該当のページの画像と200
字程度の説明文とともに

「Classi」のポートフォリオ
から応募。校長と教頭、学
年主任が、ほかの生徒に参
考にしてほしいと思った活
用法を最優秀賞、優秀賞、
審査員特別賞として選出。
年2回実施。

● 「手帳」のメモ欄を、罫線ではなく、マス目に変更
● 校則の見直しについて、各クラスがホームルームで

話し合い、生徒総会と職員会議を経て決定。靴下の
規定やアルバイトの条件が緩和された

● 中学校での「生徒授業」で、教師が設定したテーマ
の中から選ぶ形から、生徒が自分でテーマを考える
形に変更。加えて、訪問先の中学校を教師が割り振
るのではなく、各生徒の母校に変更

● 「松高ルーブリック」（P.13図１）について、生徒の
自己評価のアンケートを1年次4月と12月に実施

● 卒業式の退場曲は、３年生にアンケートを取って決定
● 生徒と保護者に学校評価のアンケートを年度末に実

施

※図４〜７は、学校資料と学校への取材を基に編集部で作成。

アンケートは「Classi」で配信。回答率が低い場合は、教師
が口頭でも生徒に回答を促す。

学習意欲の向上
─学びの志向を捉えて教育活動をデザインする 

特集

生徒にＩＣＴで取ったアンケート（例）図７

生徒の声を反映して修正した活動（例）図６

約８割の
生徒が参加

2023年度は
72人が応募

生
徒
の
声
を
キ
ャ
ッ
チ
し
、

年
度
内
で
も
活
動
を
修
正

意
欲
を
喚
起
す
る「
生
徒
の
声
の
活
用
」

保
護
者
の
約
８
割
が
子
ど
も
の

学
習
意
欲
の
向
上
を
実
感

取
り
組
み
の
成
果
・
展
望

「松高・未来のための手帳」の活用法を共有する「手帳コンクール」図４

学習時間を見える化する「学習マラソン」図５
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私
が
学
習
動
機
に
着
目
し
た
き
っ
か
け
は
、

東
京
工
業
大
学
に
勤
め
て
い
た
１
９
８
９
年

に
、
地
域
の
小
・
中
学
生
や
高
校
生
を
対
象

に
行
っ
た
学
習
相
談
室
で
し
た
。
子
ど
も
か

ら
学
習
の
悩
み
を
聞
く
う
ち
に
、
子
ど
も
が

自
律
的
に
学
ぶ
よ
う
に
な
る
た
め
に
は
、
分

か
ら
な
い
と
こ
ろ
を
そ
の
都
度
教
え
る
だ
け

で
な
く
、
そ
の
子
が
ど
の
よ
う
に
学
習
し
て

い
る
の
か
に
焦
点
を
あ
て
て
学
習
改
善
を
図

る
べ
き
だ
と
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
学
習
方
略
は
「
自
分
は
何
の
た
め

に
学
ぶ
の
か
」
と
い
っ
た
学
習
動
機
と
関
係

し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
、
学
習
動

機
や
学
習
意
欲
の
向
上
の
要
因
に
つ
い
て
の

調
査
を
、
大
学
１
年
生
を
対
象
と
し
て
自
由

記
述
方
式
で
実
施
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
を

分
類
し
、
構
造
化
し
た
も
の
が
「
学
習
動
機

の
２
要
因
モ
デ
ル
」
で
す
（
図
１
）。

　
図
１
の
中
の
❶
〜
❸
は
、
学
習
内
容
そ
の

も
の
を
重
視
す
る
学
習
動
機
で
、「
内
容
関

与
動
機
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

❶
充
実
志
向
　学
習
の
内
容
自
体
が
面
白
く
、

や
り
が
い
を
感
じ
る
。

❷
訓
練
志
向
　
学
習
は
頭
を
鍛
え
る
た
め
に

行
う
も
の
で
、
何
に
役
立
つ
か
は
分
か
ら

な
い
が
、
大
人
に
な
っ
て
か
ら
発
揮
さ
れ

る
と
考
え
て
い
る
。

❸
実
用
志
向
　
エ
ン
ジ
ニ
ア
に
な
り
た
い
、

海
外
で
仕
事
を
し
た
い
な
ど
、
学
習
が
将

来
の
仕
事
に
役
立
つ
と
い
う
動
機
。

　
図
１
の
中
の
❹
〜
❻
は
、
学
習
内
容
と
関

係
が
浅
い
学
習
動
機
で
あ
り
、「
内
容
分
離

動
機
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

❹
関
係
志
向
　
友
人
と
一
緒
だ
と
楽
し
い
、

先
生
が
好
き
だ
か
ら
頑
張
れ
る
な
ど
、
そ

の
人
が
い
る
か
ら
学
び
に
参
加
す
る
。

❺
自
尊
志
向
　
競
争
に
勝
つ
、
他
者
よ
り
成

大
学
生
調
査
か
ら
、学
習
動
機
を

６
つ
の
志
向
に
構
造
化

学
習
動
機
の
タ
イ
プ
分
け

事例を通して考える

６
つ
の
志
向
を
踏
ま
え
て
、

学
び
の
動
機
づ
け
を
い
か
に
図
る
か

事
例
の
３
校
が
様
々
に
工
夫
し
て
い
る
取
り
組
み
は
、
ど
の
よ
う
に
学
習
意
欲
を
喚
起
し
て
い
る
の
か
。

東
京
大
学
の
市
川
伸
一
名
誉
教
授
に
、
自
身
が
提
唱
す
る
「
学
習
動
機
の
２
要
因
モ
デ
ル
」
を
基
に
、

各
校
の
活
動
と
学
習
意
欲
の
つ
な
が
り
を
分
析
し
て
も
ら
っ
た
。
さ
ら
に
、
学
習
意
欲
を
高
め
る
方
策
と
し
て
、

「
習
得
」と
「
探
究
」
の
サ
イ
ク
ル
を
取
り
入
れ
た
授
業
づ
く
り
に
つ
い
て
聞
い
た
。

東
京
大
学
名
誉
教
授
、
東
京
都・私
立
帝
京
大
学
中
学
校・高
校
　
校
長

市
川
伸
一

いちかわ・しんいち　文学博士。専門は教
育心理学。認知心理学を基盤にした個別
学習支援や授業づくりなどの実践研究に
取り組む。長年、中央教育審議会教育課
程部会の委員を務め、学習指導要領改訂
に携わってきた。帝京大学先端総合研究
機構次世代教育研究部門特任教授などを
兼任。著書に、『これからの学力と学習支
援　心理学から見た学び』（左右社）、『授
業からの学校改革』（図書文化社）、『勉強
法が変わる本　心理学からのアドバイス』

（岩波ジュニア新書）など多数。
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績
が
よ
い
な
ど
、
競
争
心
や
プ
ラ
イ
ド
か

ら
成
る
動
機
。

❻
報
酬
志
向
　
成
績
が
上
が
っ
た
ら
お
小
遣

い
を
も
ら
え
る
な
ど
、
報
酬
が
目
あ
て
の

動
機
。「
先
生
か
ら
褒
め
ら
れ
た
い
」
と

い
っ
た
社
会
的
報
酬
も
含
ま
れ
る
。

　「
内
容
関
与
動
機
」
が
高
い
子
ど
も
は
、

結
果
と
し
て
「
内
容
分
離
動
機
」
の
子
ど
も

に
比
べ
て
よ
い
成
績
を
上
げ
る
傾
向
が
あ
り

ま
す
。
学
習
内
容
を
身
に
つ
け
よ
う
と
自
分

で
学
習
方
略
を
工
夫
す
る
の
で
、
学
習
の
質

が
高
く
な
る
か
ら
で
す
。

　
先
生
方
は
、
生
徒
が
「
内
容
関
与
動
機
」

で
学
べ
る
よ
う
に
指
導
し
て
い
る
と
思
い
ま

す
。
そ
の
教
科
・
科
目
が
好
き
だ
か
ら
一
生

懸
命
勉
強
し
て
教
師
に
な
り
、
生
徒
も
同
じ

よ
う
に
❶
充
実
志
向
で
学
ん
で
ほ
し
い
と
考

え
、
教
科
・
科
目
の
魅
力
を
伝
え
る
工
夫
を

し
て
い
る
こ
と
と
思
わ
れ
ま
す
。
あ
る
い
は
、

「
社
会
で
生
き
る
力
を
身
に
つ
け
さ
せ
る
」

と
い
っ
た
観
点
で
、
❷
訓
練
志
向
や
❸
実
用

志
向
を
重
視
す
る
先
生
も
多
い
で
し
ょ
う
。

　
し
か
し
、
生
徒
が
す
べ
て
の
教
科
・
科
目

の
学
習
内
容
に
学
ぶ
意
味
を
見
い
だ
す
こ
と

は
難
し
く
、「
テ
ス
ト
に
出
る
か
ら
覚
え
て

お
く
こ
と
」
な
ど
と
、
❻
報
酬
志
向
で
学
習

意
欲
を
上
げ
よ
う
と
す
る
こ
と
も
あ
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。「
内
容
分
離
動
機
」
は
、
先

生
方
に
は
あ
ま
り
好
ま
れ
な
い
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
学
習
が
苦
手
な
子
ど
も
が
学
び
に

向
か
う
入
り
口
と
し
て
は
有
効
だ
と
考
え
て

い
ま
す
。

　
例
え
ば
、
友
人
と
一
緒
だ
と
や
る
気
が
出

る
と
い
っ
た
❹
関
係
志
向
や
、
少
々
幼
い
こ

と
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
シ
ー
ル
を
た
く
さ

ん
貼
っ
て
も
ら
う
た
め
に
頑
張
る
❻
報
酬
志

向
で
も
、
学
習
動
機
と
し
て
有
効
な
ケ
ー
ス

が
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
れ
ら
が
最
初
の

学
習
動
機
で
あ
っ
て
も
、
学
習
の
過
程
で
成

功
体
験
を
積
み
重
ね
る
こ
と
に
よ
っ
て
学
習

内
容
の
面
白
さ
や
実
用
性
を
認
識
し
、「
内
容

関
与
動
機
」
に
移
行
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

「
内
容
分
離
動
機
」
を
学
習
の
入
り
口
と
し
つ

つ
、
そ
こ
に
と
ど
ま
る
こ
と
な
く
、「
内
容
関

与
動
機
」
に
つ
な
げ
る
仕
か
け
が
大
切
で
す
。

　
学
習
動
機
は
生
徒
そ
れ
ぞ
れ
に
異
な
り
ま

す
。同
じ
志
向
を
持
っ
て
い
て
も
生
徒
に
よ
っ

て
強
弱
が
あ
る
で
し
ょ
う
し
、
１
人
の
生
徒

の
中
に
複
数
の
志
向
が
あ
る
は
ず
で
す
。
そ

こ
で
、
６
つ
の
志
向
を
そ
れ
ぞ
れ
刺
激
す
る

活
動
を
行
う
と
と
も
に
、
生
徒
の
志
向
性
に

応
じ
た
活
動
に
重
点
を
置
い
た
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
に
す
る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。
図
１
に
は
６

つ
の
志
向
の
生
徒
を
伸
ば
す
ポ
イ
ン
ト
を
例

示
し
た
の
で
、
参
考
に
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

報
酬
が
目
あ
て
で
も

学
び
の
入
り
口
と
し
て
は
有
効

６
つ
の
志
向
の
関
連

※市川名誉教授の提供資料と取材を基に編集部で作成。

❶充実志向
学習内容が
楽しい

❷訓練志向
自分を
鍛えるため

❸実用志向
仕事や生活に
生かす

❹関係志向
他者に
つられて

❺自尊志向
プライドや
競争心

❻報酬志向
報酬を得る
褒められる

内発的

外発的

知的好奇心や理解欲
求、向上心がさらに高
まるよう、学びをアウ
トプットし、生徒自身
が理解度や到達度を
メタ認知する

その学びが何の役に
立つのかを示すととも
に、学びを活用する
場面を設ける（学んだ
英語を使って海外に
向けてウェブで情報
発信をする等）

スキルの上達に加えて、スキルが
ほかの場面でも通用するよう訓練
したり、失敗を生かしたりする

ライバルとの競争のための学びか
ら、自身を高めていくという自分
との競争になるようにする

グループワークから学
び合いにつなげて、
互いが刺激し合う関
係にする

他者から報酬を与え
られる状態から、自
分で自分に報酬を与え
られる状態を目指す

学
習
内
容
の
重
要
性

学習の功利性

大（
重
視
）

小（
軽
視
）

小（間接的） 大（直接的）

学習意欲の向上
─学びの志向を捉えて教育活動をデザインする 

特集

「学習動機の２要因モデル」　学習意欲に影響する６つの志向と、各志向の生徒を伸ばすポイント図１

各志向の生徒を
伸ばすポイント
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事
例
１
〜
３
の
各
校
の
実
践
が
、
６
つ
の

志
向
の
ど
れ
に
つ
な
が
っ
て
い
る
の
か
を
見

て
い
き
ま
す
（
図
２
）。

　
事
例
１
の
宮
城
県
岩
ヶ
崎
高
校
は
、
地
元

商
店
街
と
の
連
携
や
地
域
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

ー
の
支
援
に
よ
っ
て
❹
関
係
志
向
を
生
み

出
し
、
探
究
学
習
の
楽
し
さ
や
や
り
が
い
を

感
じ
、
❶
充
実
志
向
も
高
め
て
い
ま
す
。
地

域
の
依
頼
に
応
じ
た
課
題
に
取
り
組
む
こ
と

は
、
❸
実
用
志
向
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
ツ
ー
ル
の
書
式
を
利
用
し
た
活
動

記
録
は
、「
空
欄
を
埋
め
た
い
」と
い
う
欲
求

を
引
き
出
し
て
い
る
点
で
❻
報
酬
志
向
と
言

え
ま
す
。
空
欄
を
埋
め
る
た
め
の
学
習
の
過

程
で
は
、学
び
の
面
白
さ
を
知
り
、❶
充
実
志

向
へ
の
転
換
が
期
待
で
き
ま
す
。❻
報
酬
志

向
を
入
り
口
に「
内
容
関
与
動
機
」へ
と
発
展

さ
せ
る
戦
略
的
な
取
り
組
み
だ
と
思
い
ま
す
。

　
事
例
２
の
茨
城
県
立
並
木
中
等
教
育
学
校

が
行
う
「
課
題
探
究
」
は
、
自
分
が
心
底
追

究
し
た
い
テ
ー
マ
を
考
え
る
過
程
で
学
習
そ

の
も
の
の
面
白
さ
を
感
じ
さ
せ
る
❶
充
実
志

向
の
取
り
組
み
で
す
。
そ
し
て
、「
課
題
探
究
」

の
成
果
を
生
か
し
た
コ
ン
テ
ス
ト
な
ど
へ
の

参
加
は
、
自
分
の
力
を
試
す
の
で
あ
れ
ば
❺

自
尊
志
向
で
あ
り
、
結
果
は
ど
う
で
あ
れ
、

挑
戦
す
る
過
程
が
楽
し
い
の
で
あ
れ
ば
❶
充

実
志
向
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
企
業
訪
問
や

研
究
者
の
講
演
な
ど
、
本
物
に
触
れ
る
経
験

は
❸
実
用
志
向
を
喚
起
さ
せ
ま
す
。

　
教
科
学
習
や
探
究
学
習
に
お
け
る
異
学
年

合
同
の
活
動
は
、
❹
関
係
志
向
を
う
ま
く
引

き
出
し
て
い
ま
す
。
教
わ
る
側
の
下
級
生
は

も
ち
ろ
ん
、
教
え
る
側
の
上
級
生
に
と
っ
て

も
学
び
の
理
解
が
深
ま
る
の
で
、
双
方
に
と

っ
て
❶
充
実
志
向
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
そ
れ
ら
と
同
様
の
効
果
を
上
げ
て
い
る
の

が
、事
例
３
の
徳
島
県
立
小こ

松ま
つ

島し
ま

高
校
の「
生

徒
授
業
」で
す
。❹
関
係
志
向
か
ら
始
め
た
学

び
が
、
❶
充
実
志
向
に
な
っ
て
い
く
様
子
が

見
ら
れ
ま
し
た
。
他
者
が
理
解
で
き
る
よ
う

に
伝
え
る
学
び
は
、
社
会
で
必
要
な
力
を
身

に
つ
け
る
❸
実
用
志
向
の
面
も
あ
り
ま
す
。

　「
学
習
マ
ラ
ソ
ン
」
は
、
ク
ラ
ス
で
協
力

し
た
い
と
い
う
思
い
を
引
き
出
す
❹
関
係
志

向
の
活
動
で
、
実
際
に
貢
献
で
き
た
こ
と
に

誇
り
を
感
じ
る
❺
自
尊
志
向
に
つ
な
が
っ
て

い
ま
す
。
加
え
て
、「
松
高
・
未
来
の
た
め

の
手
帳
」
で
自
分
の
成
長
や
課
題
を
メ
タ
認

知
す
る
機
会
が
日
々
あ
る
こ
と
が
、
❶
充
実

志
向
に
結
び
つ
い
て
い
ま
し
た
。

　
３
校
と
も
、
６
つ
の
志
向
そ
れ
ぞ
れ
を
刺

激
し
つ
つ
、
生
徒
の
志
向
の
特
徴
に
応
じ
た

活
動
に
重
点
を
置
い
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と

し
、
よ
り
多
く
の
生
徒
に
学
習
の
動
機
づ
け

を
図
っ
て
い
ま
し
た
。

６
つ
の
志
向
を
刺
激
し
つ
つ
、

生
徒
の
気
質
に
応
じ
て
重
点
化

３
校
の
実
践
に
見
る
動
機
づ
け
の
ヒ
ン
ト

事例１　宮城県岩ヶ崎高校
（P.4─7）

事例２　茨城県立並木中等教育学校
（P.8─11）

事例３　徳島県立小松島高校
（P.12─15）

❶
充実志向

•アクションプラン（知らなかったこ
とを知る、自分で学びを深める）

•岩高探究ツアー（地域を深く知るこ
とが楽しい）

•課題探究（１年間かけて探究テーマ
を設定）

•異学年合同のゼミ活動、ＴＯ学習（他
者に教えるために自分が深く理解す
る）

•生徒授業（他者に教えるために自
分が深く理解する）

•松高・未来のための手帳（自分の
努力をメタ認知し、達成感を得る）

❷
訓練志向

•ＩＣＴを活用した活動記録（蓄積し
た記録を振り返り、成長を実感する）

•課題探究（研究に必要なデータを自
分で収集する）

•松高ルーブリック（次に目指す状
態を明確に持てる）

❸
実用志向

•Iwagasaki Jimoto大学、アクション
プラン（地域の課題や状況を知る）

•ＳＳＨ講座、ＳＳＨサイエンスカフェ
（本物の研究や実社会に触れる）

•生徒授業（他者が理解できる説明
をする）

❹
関係志向

•アクションプラン（地域課題に取り
組む）

•岩高探究ツアー（気仙沼市で同市の
中高生の語り部の話を聞く）

•地域コーディネーターの配置（地域
の役に立ちたい）

•異学年合同のゼミ活動、ＴＯ学習（後
輩に教えられるように頑張る、優れ
た研究・指導を行う上級生に憧れる）

•カッター研修（仲間と一緒だから頑
張ることができた）

•ブライトホール（仲間が頑張ってい
るから自分も頑張る）

•生徒授業（友人に教えられるよう、
頑張る）

•学習マラソン（クラスで協力した
い、仲間が頑張っているから自分
も頑張る）

❺
自尊志向

•コンテストなどへの参加（競い合っ
て自分の力を試したい）

•学習マラソン（クラスに貢献でき
たことに誇りを感じる）

❻
報酬志向

•ＩＣＴを活用した活動記録（自分の
活動を一覧化すると、未記入の項目
が気になり、埋めたくなる）

•手帳コンクール（教師に認められ
る）

３校の実践と６つの志向の関係（各校の記事で取り上げた活動を分類）図２

注）各校の活動は、複数の志向にまたがっているケースがある。　※市川名誉教授の取材を基に編集部で作成。
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３
校
の
事
例
で
は
探
究
学
習
の
実
践
が
多

く
取
り
上
げ
ら
れ
て
お
り
、
探
究
学
習
の
意

義
が
高
校
現
場
に
浸
透
し
て
き
た
こ
と
を
実

感
し
ま
し
た
。
だ
か
ら
こ
そ
生
徒
の
学
習
意

欲
を
高
め
る
上
で
着
目
し
て
ほ
し
い
の
が
、

「
習
得
」と「
探
究
」の
バ
ラ
ン
ス
で
す
。
基
礎・

基
本
の
知
識
を
身
に
つ
け
る「
習
得
」と
、
自

分
で
設
定
し
た
テ
ー
マ
を
追
究
す
る
「
探
究
」

は
、ど
ち
ら
も
等
し
く
重
要
な
学
び
で
あ
り
、

学
習
指
導
要
領
で
は「
習
得
・
活
用
・
探
究
」

の
学
習
プ
ロ
セ
ス
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　「
習
得
」と「
探
究
」は
別
々
に
存
在
す
る

学
び
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。「
習
得
」で
身
に
つ

け
た
知
識
・
技
能
を
生
か
し
て「
探
究
」す

る
と
と
も
に
、「
探
究
」を
通
じ
て
自
分
の
足

り
な
い
知
識
・
技
能
を
自
覚
す
る
こ
と
が
、

「
習
得
」の
動
機
づ
け
に
な
る
と
い
っ
た
関
係

が
あ
り
ま
す（
図
３
）。例
え
ば
、探
究
の
成

果
を
海
外
の
高
校
生
に
発
信
す
る
活
動
を
行

い
、相
手
に
う
ま
く
伝
え
ら
れ
な
け
れ
ば
、

英
単
語
や
文
法
な
ど
の
必
要
性
を
痛
感
し
、

英
語
の
授
業
に
一
生
懸
命
取
り
組
む
よ
う
に

な
り
ま
す
。そ
の
結
果
、海
外
の
高
校
生
と
ス

ム
ー
ズ
に
や
り
取
り
が
で
き
る
よ
う
に
な
れ

ば
、授
業
へ
の
意
欲
が
さ
ら
に
高
ま
り
ま
す
。

　
と
こ
ろ
が
、
生
徒
は
自
分
で
学
び
を
深
め

「
習
得
」と「
探
究
」の
往
還
で
、

学
習
意
欲
を
刺
激
す
る

学
習
意
欲
を
高
め
る
た
め
の
視
点

る
「
探
究
」
に
は
意
欲
的
で
も
、
知
識
・
技

能
の
「
習
得
」
へ
の
意
欲
が
乏
し
い
と
い
っ

た
課
題
を
し
ば
し
ば
耳
に
し
ま
す
。
そ
こ
で
、

「
習
得
」
に
お
い
て
も
楽
し
く
学
び
、
成
長

を
実
感
で
き
る
「
教
え
て
考
え
さ
せ
る
授
業
」

を
紹
介
し
ま
す
。

　
授
業
の
流
れ
は
、
■1
教
師
の
説
明
、
■2
理

解
確
認
、
■3
理
解
深
化
、
■4
自
己
評
価
と
な

り
ま
す
（
図
３
）。
そ
こ
で
重
要
な
の
は
、
■2

理
解
確
認
で
す
。
人
は
一
度
説
明
を
聞
い
た

か
ら
と
い
っ
て
、そ
の
内
容
を
き
ち
ん
と
理

解
す
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
■1
教
師
の
説
明

後
、理
解
し
た
内
容
を
隣
同
士
で
伝
え
合
う

な
ど
、
生
徒
が
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
し
、
学
習
内

容
の
■2
理
解
確
認
を
す
る
場
を
設
け
て
み
て

く
だ
さ
い
。
そ
う
し
て
基
本
的
な
知
識
を
共

有
し
て
か
ら
、
■3
理
解
深
化
で
高
い
問
題
解

決
を
行
う
の
で
す
。
イ
ン
プ
ッ
ト
し
た
こ
と

を
自
分
の
言
葉
で
説
明
す
る
、
考
え
を
出
し

合
っ
て
協
働
で
問
題
を
解
決
す
る
、
自
分
の

理
解
度
を
■4
自
己
評
価
し
、
学
び
方
の
改

善
に
つ
な
げ
る
と
い
っ
た
サ
イ
ク
ル
を
「
習

得
」
の
授
業
で
行
え
ば
、
基
礎
か
ら
積
み
上

が
る
学
び
と
し
て
探
究
学
習
に
も
生
き
て
き

ま
す
。

　
探
究
学
習
が
日
常
的
に
行
わ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
今
こ
そ
、
教
科
・
科
目
間
の
つ
な
が

り
や
、「
習
得
」と「
探
究
」の
往
還
を
意
識

し
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
、
学
校
全
体
で
議
論

し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

学習意欲の向上
─学びの志向を捉えて教育活動をデザインする 

特集

※市川名誉教授の提供資料と取材を基に編集部で作成。

「習得」と「探究」のサイクルの関係図３

教えて考えさせる
「習得」の授業の進め方

■1  教師の説明
　一斉授業で教師が知識を説明する。

■2  理解確認
　教師が説明した内容について、生徒同
士で口頭で説明し合い、互いに理解で
きているかどうかを確認する。生徒は
後輩に教えるような気持ちで伝える。
教師はその様子を見て、生徒の理解が
不十分な場合、改めて説明する。

■3  理解深化
　知識を活用して解く問題を提示。生徒
は協働して取り組む。知識を理解して
いることは確認済みであるため、学習
が得意な生徒と苦手な生徒が一緒に考
えることができる。

■4  自己評価
　授業で「分かったこと」「分からなかっ
たこと」「さらに調べたいこと」など
を書く。自分の学びをメタ認知するこ
とは、次の学びへの意欲につながる。

予習 表現

復習

習得サイクル 探究サイクル

追究

■1  教師の説明
■2  理解確認
■3  理解深化
■4  自己評価

授業
課題設定
計画
実施・考察
発表・討論

疑問

定着

共有

触発
教えて考えさせる授業

基礎から積み上げる学び

基礎に降りていく学び
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主体的・
対話的で
深い学び

発問・課題設定をキーに見る

授 業 実 践

◎設立　1980（昭和 55）年　◎形態　全日制／普通科、理数科／共学　◎生徒数　１学年約 320 人　◎2022 年度卒業生進路実績　国公立大は、
筑波大、大阪大、神戸大、岡山大、広島大、香川大、九州大、九州工業大などに 189 人が合格。私立大は、慶應義塾大、上智大、東京理科大、
同志社大、立命館大、関西大、関西学院大などに延べ 396 人が合格。

学
校
概
要

英語・数学
（教科横断型）

異なる見地から
考察・推察する
力を養う

岡山県立岡山一宮高校

三尾健一  みお・けんいち

同校に赴任して 2 年目。
指導教諭。進路指導課。英語科。

岡山県立岡山一宮高校

有岡桂佑  ありおか・けいすけ

同校に赴任して 10 年目。
SSH 戦略室長。総務課長。数学科。
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本時の概要

本時の目標と育成を目指す資質・能力、さらに本時の学習が
探究学習のサイクルのどの段階にあたるのかを確認。そして
有岡先生から、数学の学習活動は仮説を立て数理モデルを作成
することであり、三尾先生から、英語の学習活動は数理モデ
ルを踏まえた英文の作成であることが、それぞれ説明された。

有岡先生が「本文中の数値データから何が読み取れるか、数
学的見地から推測し、仮説を立てよう」と、これから行う活
動を説明。注目してほしい具体的な数値を例に挙げた上で、
Jamboard を使ってグループで数理モデルを考えるよう、指示
した。生徒は 4 人グループで話し合いを開始。（©Google）

教科書の内容の意味を捉えることを意識して、リズム、テンポ
に気をつけながらペアで音読を行った。その後、事前課題（Why 
was Iwoto significant for US?　Answer in detail and deeply.）
として自分が書いてきた 60 words の英文をペアで発表し合っ
た。三尾先生は、生成AIで作成した事前課題の英文を紹介した。

第二次世界大戦における硫黄島での戦いは、兵力では日本に大
きく勝るアメリカ軍の戦死・戦傷者数などの損害が、日本軍を
上回った戦いだった。その事実がどれほど希有な出来事であっ
たのかを、本文の中の様々な数値を根拠に、生徒が説明した。

本時のキー課題／数学

本時の目標を確認1

数理モデルの検討3

音読活動・事前課題の発表2

考察した内容を発表4

授業リポート

［対象］2 年生　［教科・科目］英語・英語コミュニケーションⅡ、数学・数学Ｂ
［単元］Letters from a Battlefield（英語コミュニケーションⅡ）、確率分布と統計的な推測（数学Ｂ）
［本時の目標］戦局を数学的見地から考察し、兵士の心情を言語的見地から推察する。

5分間

15分間

5分間

5分間

授業リポートは、次のページに続きます

管
理
職

教
務
担
当

進
路
担
当

担
任

お
勧
め
の
分
掌
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生徒が考察した内容を共有した後、有岡先生が、自身が考察した
標準正規分布を用いた数理モデルを解説。「本文を読む時に数値
データに注目することで、実際にはありえないようなことが起き
たのだと理解することができ、さらに深い思考が可能になる」と、
数学的見地からのアプローチの重要性を説明した。

生徒は「What made Japanese soldiers do this strategy? Think 
with emotional points of view.」という問いの答えを、数学的見
地を踏まえて英文で書いた。英文をペアで発表し合った後、本単
元末に行う英作文のパフォーマンス課題が提示され、授業の最後
には、Google フォームを使って振り返りを行った。（©Google）

英語の４技能をフルに活用することはもち
ろん、リズムとテンポを重視して授業を展

開することを心がけています。シャドーイング、オー
バーラッピング（＊１）など、様々な言語活動を一覧
化した「ドリルマトリックス」を生徒と共有しており、
教師が説明する時間をできるだけ短くして、端的な指
示で言語活動が行えるようにしています。大学入試は
もちろん、生徒たちが活躍する社会では、情報を処理
する力だけでなく、論理的に思考する力、そしてコミュ
ニケーション力などの非認知能力が求められます。本
校で育成を目指す資質・能力「iコンピ
テンシー」（下図）を意識して、普段か
ら授業づくりを進めています。

普段は、生徒は予習動画の視聴と予習プリ
ントに取り組んだ上で授業に臨んでいま

す。生徒がグループで予習内容を確認したり、教師役
になって説明したりと、生徒主体で授業は進行します。
私の発問はさらに思考を深めるためのもので、「この後、
先生はどんな質問をすると思う？」「今の説明はどこで
論理が破綻していると思う？」などと尋ねることもよ
くあります。そのように、なるべく教師が説明を行わず、
生徒たちが自律的に、そして互いに切磋琢磨しながら
理解を深めていく授業や、1コマの中で核となる学びや
一番面白い点に生徒が自分たちの力で
気づくような授業を目指しています。

三尾先生 有岡先生

「科学知」を統合し、行動するリーダーを育てるため、iコンピテンシー（一宮5つの資質・能力）を設定

Ⅰ
情報分析活用力　

Ⅱ
論理的思考力

Ⅲ
コミュニケーション力

Ⅳ
自律的に行動する力　

Ⅴ
垣根を越える力

• 情報源を確定でき、
必要な情報であるか
を判断する力
•情報から結論を導
く適切な手段を選ぶ
力　等

•物事を順序立てて
考え、説明する力
•課題解決に向けて
様々な方法を考える
力　等

•連携相手や環境に
応じて柔軟に対応す
る力
•様々な研究資源
（人・モノ・情報）を
活用する力　等

•目標達成に向けて協働す
る力
•対話による議論ができ、
まとめる力　等

•意思決定を行い、計画
的に行動する力
•失敗を恐れず何事にも
主体的に取り組む力　等

本時のキー課題／英語

＊１　シャドーイングは、英文を読み上げる音声から１、２語遅れでその英文を復唱するスピーキング、リスニングの訓練法。オーバーラッピングは、英語の音声を文字起
こしした教材を読みながら、流れる英語の音声と同時に発声を行うスピーキング、リスニングの訓練法。

数理モデルの解説5 心情の推察・振り返り65分間 10分間

英語 数学
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硫
黄
島
で
の
戦
い
に
つ
い
て
書
か
れ
た

単
元
「Letters from

 a Battlefield

」

を
読
ん
で
、
第
二
次
世
界
大
戦
の
歴
史
的

な
背
景
を
理
解
す
る
だ
け
で
な
く
、
当

時
の
社
会
状
況
を
踏
ま
え
て
、
そ
の
時
代

に
生
き
た
人
た
ち
の
心
情
を
深
く
推
察
し

て
ほ
し
い
と
考
え
ま
し
た
。
そ
し
て
、
よ

り
深
く
生
徒
に
推
察
さ
せ
る
た
め
の
方
法

と
し
て
、
数
学
科
の
有
岡
先
生
と
コ
ラ
ボ

レ
ー
シ
ョ
ン
し
た
授
業
を
行
い
ま
し
た

（
図
1
）。

　
本
時
の
「
英
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

Ⅱ
」
に
お
け
る
キ
ー
課
題
は
、「W

hat 
m

ade Japanese soldiers do this 
strategy? 

」
と
い
う
問
い
に
対
す
る
答

え
を
英
語
で
表
現
す
る
こ
と
で
す
。
本
課

題
は
、
数
値
デ
ー
タ
を
検
証
し
た
後
に
投

げ
か
け
た
か
ら
こ
そ
、「
あ
り
え
な
い
よ

う
な
こ
と
が
起
こ
っ
た
」
と
い
っ
た
点
も

踏
ま
え
て
、
生
徒
に
深
い
思
考
を
促
す
問

い
と
な
り
ま
し
た
。
科
学
で
は
解
明
で
き

な
い
こ
と
を
推
察
す
る
た
め
に
、
科
学
の

力
を
借
り
た
の
で
す
。

　
本
単
元
で
は
、発
展
的
な
問
い
で
あ
り
、

総
括
的
評
価
に
つ
な
げ
る
問
い
と
し
て
、

「
こ
れ
ま
で
に
あ
な
た
は
、
ど
の
よ
う
な

不
可
能
な
状
況
を
克
服
し
て
き
た
か
」
と

い
う
問
い
を
設
定
し
ま
し
た
。
生
徒
た
ち

は
本
時
の
学
び
を
生
か
し
て
、
過
去
の
自

分
の
経
験
を
振
り
返
る
際
に
数
値
デ
ー
タ

も
意
識
す
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。「
ｉ
コ

ン
ピ
テ
ン
シ
ー
」
の
育
成
の
土
台
と
な
る

メ
タ
認
知
が
、
数
値
デ
ー
タ
を
伴
っ
た
も

の
に
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　　
今
回
の
教
科
横
断
型
の
授
業
は
、
三
尾

先
生
の「
英
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
Ⅱ
」

の
授
業
に
、「
数
学
Ｂ
」
の
「
確
率
分
布

と
統
計
的
な
推
測
」
の
「
仮
説
検
定
実
習
」

が
乗
り
入
れ
る
形
で
実
現
し
ま
し
た
。

　
本
校
で
は
、
育
成
を
目
指
す
資
質
・
能

力
「
ｉ
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
」
を
、
探
究

学
習
だ
け
で
な
く
、
教
科
の
授
業
に
お
い

て
も
育
む
こ
と
を
目
指
し
て
お
り
、
未
知

の
も
の
に
対
し
て
自
分
な
り
に
仮
説
を
立

て
、
検
証
を
行
う
プ
ロ
セ
ス
を
重
視
し
て

い
ま
す
。
そ
う
し
た
探
究
学
習
の
サ
イ
ク

ル
は
、
非
認
知
能
力
を
育
む
最
適
な
機
会

に
な
り
ま
す
。
本
時
の
教
科
横
断
型
の
授

業
も
、
仮
説
・
検
証
を
伴
う
探
究
的
な
時

間
に
し
た
い
と
考
え
ま
し
た
。

　
本
時
の
「
数
学
Ｂ
」
に
お
け
る
キ
ー
課

題
は
、
数
学
的
見
地
か
ら
推
測
し
、
仮
説

を
立
て
る
こ
と
で
し
た
。私
は
、数
値
デ
ー

タ
に
注
目
さ
せ
る
ス
ラ
イ
ド
（
図
2
）
を

見
せ
な
が
ら
、「
見
落
と
し
て
い
る
部
分

は
な
い
か
、
も
う
一
度
考
え
よ
う
」「
仮

説
の
根
拠
を
数
学
の
言
葉
を
使
っ
て
説
明

し
よ
う
」
と
強
調
し
ま
し
た
。
本
文
を
日

本
語
に
訳
し
て
内
容
を
理
解
す
る
だ
け
で

な
く
、
数
学
的
に
考
察
す
る
こ
と
で
内
容

の
理
解
が
よ
り
深
い
も
の
に
な
り
、
内
容

の
背
景
ま
で
推
測
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
る
の
で
す
。

教科横断型授業の目標図１

数値データに注目させるためのスライド図２

※学校資料をそのまま掲載。

※学校資料を基に編集部で作成。

主体的・対話的で深い学び 授 業 実 践

◎目標
戦局を数学的見地から考察
し、兵士の心情を言語的見
地から推察する。
◎育成する「iコンピテンシー」
Ⅰ 情報分析活用力
Ⅱ 論理的思考力
Ⅴ 垣根を越える力

数学の学習活動
本文の内容から仮説を立てて

数理モデルを作成する

英語の学習活動
数理モデルを踏まえて

英語で自分の考えを述べる

発
問・
課
題
設
定
の
観
点

数
値
デ
ー
タ
の
検
証
で

よ
り
深
い
推
察
を

求
め
る
発
問
を
実
現

批
判
的
に

考
察
さ
せ
る
こ
と
で

理
解
を
さ
ら
に
深
め
る

管
理
職

教
務
担
当

進
路
担
当

担
任

お
勧
め
の
分
掌
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教
科
横
断
型
の
授
業
の
実
施
後
の
ア
ン

ケ
ー
ト
で
は
、
授
業
を
見
学
し
た
本
校
の

教
師
や
来
校
者
か
ら
は
肯
定
的
な
意
見
が

多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。
今
回
の
試
み
は
ま

さ
に
試
行
錯
誤
の
繰
り
返
し
で
し
た
が
、

個
人
的
な
一
番
の
成
果
は
、
担
当
教
科

が
異
な
る
同
僚
と
協
議
を
重
ね
、
新
し
い

授
業
の
あ
り
方
を
模
索
す
る
姿
を
同
僚
教

師
、
そ
し
て
誰
よ
り
生
徒
た
ち
に
見
せ
る

こ
と
が
で
き
た
こ
と
で
す
。
私
自
身
、
研

鑽
を
積
む
こ
と
の
楽
し
さ
、
そ
し
て
大
切

さ
を
改
め
て
痛
感
し
ま
し
た
。

　
今
回
の
授
業
が
生
徒
に
ど
の
よ
う
な
影

響
を
与
え
た
の
か
は
ま
だ
分
か
り
ま
せ

ん
。
た
だ
、
私
自
身
は
、
今
回
の
授
業
を

き
っ
か
け
に
、「
教
科
書
の
情
報
だ
け
で

満
足
せ
ず
、
図
書
館
で
調
べ
て
み
よ
う
」

「
書
か
れ
た
内
容
を
別
の
視
点
で
検
証
し

よ
う
」
な
ど
と
、
多
角
的
な
学
び
を
勧
め

る
こ
と
が
増
え
ま
し
た
。
そ
う
し
た
働
き

か
け
が
、
生
徒
の
行
動
変
容
に
つ
な
が
っ

て
い
く
は
ず
だ
と
信
じ
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
教
科
横
断
型
の
授
業
を
実
施
す

る
に
あ
た
り
、
本
時
の
学
習
評
価
を
ど

の
よ
う
に
行
う
か
に
つ
い
て
も
有
岡
先
生

と
話
し
合
い
ま
し
た
。
数
学
的
見
地
か
ら

の
考
察
と
、
言
語
的
見
地
か
ら
の
推
察
と

い
う
、
内
容
の
異
な
る
学
習
活
動
が
１
コ

マ
の
授
業
の
中
で
行
わ
れ
る
わ
け
で
す
か

ら
、
例
え
ば
「
英
語
の
学
習
活
動
は
満
足

で
き
る
レ
ベ
ル
で
取
り
組
め
た
が
、
数
学

の
学
習
活
動
は
い
ま
一
つ
の
レ
ベ
ル
だ
っ

た
」
と
い
っ
た
生
徒
が
現
れ
る
こ
と
も
考

え
ら
れ
ま
す
。
そ
こ
で
、
本
時
の
授
業
に

つ
い
て
は
、
無
理
に
学
習
評
価
を
行
わ
な

い
こ
と
、
た
だ
し
、
有
岡
先
生
が
作
成
し

た
振
り
返
り
フ
ォ
ー
ム
（
図
3
）
を
使
う

こ
と
で
、
生
徒
が
学
び
の
達
成
感
を
味

わ
っ
た
り
、
次
の
学
び
へ
の
見
通
し
を

持
っ
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
場
に
す
る

こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
本
単
元
全
体
で
は
、
単
元
末
に
実
施
す

る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
テ
ス
ト
の
英
作
文
を

学
習
評
価
の
材
料
と
し
ま
し
た
。

　
数
学
と
英
語
の
教
科
横
断
型
の
授
業
は

あ
ま
り
事
例
が
な
か
っ
た
た
め
、
検
討
に

は
苦
労
し
ま
し
た
。
最
終
的
に
は
、
今
回

の
１
コ
マ
は
無
理
に
複
数
教
科
の
総
括
的

評
価
に
つ
な
げ
ず
、
生
徒
が
本
時
の
学
習

活
動
を
前
向
き
に
捉
え
ら
れ
る
よ
う
な
設

問
（
図
3
）
で
自
己
評
価
を
す
る
こ
と
に

と
ど
め
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
今
後
も
教

科
横
断
型
の
授
業
に
挑
戦
す
る
中
で
、
学

習
評
価
の
方
法
に
つ
い
て
も
検
討
を
続
け

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
本
時
の
後
、
授
業
を
見
学
し
た
先
生
方

と
教
科
別
の
研
究
協
議
を
行
い
ま
し
た
。

そ
こ
で
興
味
深
か
っ
た
の
は
、
私
が
数
理

モ
デ
ル
を
例
示
し
た
こ
と
に
対
し
て
、
数

学
科
で
は
「
最
後
ま
で
生
徒
に
考
え
さ
せ

る
べ
き
だ
っ
た
」
と
い
っ
た
声
が
多
か
っ

た
の
に
対
し
て
、
英
語
科
で
は
「
例
示
が

あ
っ
た
こ
と
で
内
容
の
理
解
が
深
ま
っ

た
」
と
評
価
す
る
声
が
多
か
っ
た
こ
と
で

す
。
教
師
の
指
導
改
善
と
い
う
点
で
も
、

教
科
横
断
型
の
授
業
は
様
々
な
示
唆
を
与

え
て
く
れ
る
の
だ
と
実
感
し
ま
し
た
。

教科横断型授業での生徒の振り返り図３

※学校資料を基に編集部で作成。

■ 言語的見地からの振り返り
兵士の心情を言語的見地から考察することができまし
たか。1つだけマークしてください。

　　　できた。なぜなら……
　　　できなかった。だけど……

……に続く内容を書きなさい。

Q.

Q.

■ 数学的見地からの振り返り
戦局を数学的見地から考察することができましたか。1
つだけマークしてください。

　　　できた。なぜなら……
　　　できなかった。だけど……

……に続く内容を書きなさい。

Q.

Q.

生徒の振り返り
•できた。なぜなら、実際にどのような場面だったかを

想像し、それを授業で学んだことを生かして英文で表
現することができたから。

•できなかった。だけど、兵士たちにとって母国がどんな
存在であるかは分かったような気がする。

生徒の振り返り
•できた。なぜなら、先生のような確率の求め方（考え方）

ではなかったが、比率や単純な計算で日本軍とアメリ
カ軍の損失について考察することができたから。

•できなかった。だけど、いろいろなアイデアを提案し、
話し合いを円滑に進めることができた。

学
習
評
価
の
工
夫

教
科
横
断
の

学
び
の
評
価
の

あ
り
方
を
模
索

成
果
と
展
望

多
角
的
に

物
事
を
見
る
こ
と
を

生
徒
に
求
め
続
け
る

多
角
的
に
見
る
ほ
ど

教
師
の
指
導
改
善
の

視
点
が
得
ら
れ
る
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授
業
後
、
生
徒
か
ら
「
あ
の
よ
う
な
ス

タ
イ
ル
の
授
業
は
、
も
う
や
ら
な
い
の
で

す
か
？
」
と
尋
ね
ら
れ
ま
し
た
。
１
つ
の

教
材
を
複
数
の
教
科
の
視
点
で
深
く
学
ぶ

授
業
が
楽
し
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
。ま
た
、

授
業
後
の
研
究
協
議
で
も
、
挑
戦
的
で
面

白
い
授
業
と
い
う
評
価
を
多
数
も
ら
い
ま

し
た
。
理
科
や
情
報
と
の
教
科
横
断
で
は

な
く
、
文
系
教
科
と
の
教
科
横
断
の
具
体

的
な
事
例
を
示
す
こ
と
が
で
き
た
の
は
、

探
究
型
の
授
業
を
追
究
す
る
意
味
で
も
価

値
が
あ
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
他
教
科
、
特
に
文
系
教
科
と
の

教
科
横
断
を
模
索
し
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
が
、
学
年
の
枠
も
超
え
て
学
び

を
つ
な
げ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
例
え

ば
、
１
年
生
の
数
学
と
３
年
生
の
数
学
、

１
年
生
の
数
学
と
３
年
生
の
国
語
な
ど
が

可
能
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
連
携
の
必
然
性

と
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
な
ら
ば
、
こ
れ
か
ら

も
教
科
横
断
型
の
授
業
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

＊２　同校の学校設定科目。物事を筋道立てて考え、根拠を示しながら意見を述べることで論理的思考力を身につけることや、データを適切に取り扱い、コンピュー

ターを活用して情報を表現することで情報分析活用力を身につけることなどを目的としている。

●こだわったのは必然性
　教科横断自体が目的ではなく、教科を横断することで深
い学びが生まれることが重要だと、三尾先生、有岡先生は
考えている。だからこそ２人は「連携する必然性」にこだ
わって単元の選定などを進めたという。
　「英語と数学がコラボレーションすることに、授業を受
ける生徒がどのようなメリットを感じると納得するのか、
三尾先生と考え抜きました。『数学Ｂ』の『確率分布と統
計的な推測』は様々な教科と関連づけしやすい分野ですし、
英語の素材文も様々な数値データが書かれている、連携し
やすいものでした。そして何より、『ありえないことがな
ぜ起きたのか』という、考える価値のある問いをつくるこ
とができたので、教科横断型の授業の実施の見通しを立て
ることができました」（有岡先生）
　必然性のある教科横断型の授業の実施には進度の調整も
必要になる。「ただ、教科横断型の授業をいつ、どの教科
間で実施するのかを年間計画などであらかじめ決めてしま

教科横断型の授業を推進するために

教科横断自体が目的ではない
うと、実践が表面的なものになってしまいかねません」と、
有岡先生は懸念している。

●「互いの授業を見学し、学んだ」
　今回の教科横断型の授業は11月に行われたものだが、
準備は１学期から始めていた。
　「打ち合わせを何度も行いましたし、有岡先生の授業も
複数回見に行きました。英語の素材文は、社会科学や自然
科学に関するものが少なくないため、他教科と連携しやす
い教科だと思っていました。有岡先生と実際に打ち合わせ
を始めてみると、数学の専門家ならではのアイデアがたく
さん出てきて、素材文の内容をこれほど多角的に考察でき
るのかと驚きました」（三尾先生）
　同校では、有志の教師が自主的に探究型の授業を実施・
公開し、授業後のミニ研修で意見交換を行う「探究チャレ
ンジ」が、月に1、2回の頻度で行われている。そのような、
教師自身が新しい挑戦を楽しむ同校の風土を土台に、今後
は教科横断を促す同校独自の「STEAMシラバス」（下図）
を開発するなどして、さらに教科横断型の授業のあり方・
方法を模索し続けていく考えだ。

■教科横断を促進するSTEAMシラバス
学期 iCデータ＆ロジカルサイエンス（＊２） 現代の国語 言語文化 数学Ⅰ

1

【ロジカルシンキングを学ぶことで、論理
的思考力を身につける】
演繹法、帰納法、論理の飛躍、暗黙の前
提についての説明など基礎・基本を学ぶ。

「生きもの」として
生きる

説話
・児のそら寝
・検非違使忠明
漢文入門
故事成語

1. 式の計算
・多項式の加法と減法
・多項式の乗法
・因数分解

【問題解決に必要となる解決手順や情報
の適切な取り扱い方を身につける】
問題解決の手順や問題解決を図る際に必
要となるメディアや個人情報の扱い方、知
的財産権について学ぶ。

「本当の自分」幻想

随筆（1）徒然草
・つれづれなるままに
・神無月のころ
・ある人、弓射ることを習ふに
・丹波に出雲といふ所あり

2.実数
・実数
・根号を含む式の計算

教
科
だ
け
で
な
く
、

学
年
も
超
え
て

挑
戦
を
続
け
た
い

主体的・対話的で深い学び 授 業 実 践

管
理
職

教
務
担
当

進
路
担
当

担
任

お
勧
め
の
分
掌
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２
０
２
３
年
度
で
Ｓ
Ｓ
Ｈ（
＊
１
）の
指
定
20

年
目
と
な
る
石
川
県
立
七
尾
高
校
は
、
理
数
科

で
は
自
然
科
学
を
、普
通
科
文
系
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア

コ
ー
ス（
＊
２
）で
は
能
登
の
活
性
化
を
図
る
ビ

ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
を
、普
通
科
普
通
コ
ー
ス
で
は
能

登
を
テ
ー
マ
と
す
る
探
究
学
習
を
行
う
。
１
年
次

は
実
践
を
通
じ
て
探
究
の
ス
キ
ル
を
学
び
、
２
年

次
は
生
徒
が
課
題
を
設
定
し
て
探
究
に
取
り
組

む
。２
年
次
の
探
究
学
習
は
各
学
科
・
コ
ー
ス
で

特
徴
が
あ
り
、例
え
ば
、理
数
科
で
は
ま
ず
、生
徒

個
々
に
研
究
テ
ー
マ
を
考
え
、実
験
を
行
い
、
考

察
を
ま
と
め
る
。そ
し
て
、各
生
徒
の
研
究
内
容

を
踏
ま
え
て
、さ
ら
に
研
究
を
深
め
る
べ
き
テ
ー

マ
を
10
個
に
絞
り
、４
人
ず
つ
の
チ
ー
ム
に
分
か

れ
て
、い
ず
れ
か
の
テ
ー
マ
の
研
究
に
取
り
組
む
。

　
20
年
度
か
ら
は
、３
年
次
に
学
科
・
コ
ー
ス
横

断
で
チ
ー
ム
を
組
み
、能
登
の
課
題
を
見
つ
け
て

方
策
を
提
案
す
る
「
融
合
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」（
写

真
）
を
行
っ
て
い
る
。そ
の
ね
ら
い
は
、三
者
三

様
に
学
ん
で
き
た
各
学
科
・
コ
ー
ス
の
生
徒
が
協

働
し
て
１
つ
の
テ
ー
マ
を
探
究
す
る
こ
と
を
通
じ

て
、
多
面
的
な
見
方
・
考
え
方
の
大
切
さ
に
気

づ
い
て
も
ら
う
こ
と
に
あ
る
。
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

で
は
、
初
対
面
の
生
徒
同
士
で
チ
ー
ム
を
組
む
こ

と
が
多
い
が
、
活
発
に
活
動
し
、
よ
い
提
案
を
し

た
チ
ー
ム
に
は
、

フ
ァ
シ
リ
テ
ー

タ
ー
役
の
生
徒

が
い
る
こ
と
が
分

か
っ
た
。
そ
こ
で

22
年
度
か
ら
、
２

年
次
に
フ
ァ
シ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
講
座

を
設
け
て
い
る
。

　「
融
合
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」で
リ
ー
ダ
ー

を
務
め
ま
し
た
。
皆
で
議
論
し
て
牡
蠣

ツ
ア
ー
を
考
え
、
各
自
の
得
意
や
経
験

を
踏
ま
え
て
調
査
や
発
表
資
料
の
作

成
な
ど
を
分
担
し
、
進
め
ま
し
た
。
し

か
し
、
企
画
の
完
成
直
前
に
あ
る
メ
ン

バ
ー
が「
牡
蠣
は
月
並
み
で
は
な
い
か
」

と
言
い
出
し
た
の
で
す
。「
そ
れ
、
今

言
う
？
」
と
い
っ
た
不
穏
な
空
気
に

一
変
。
こ
の
ま
ま
進
め
る
か
、
変
え

る
か
。
担
当
の
先
生
に
企
画
を
見
て
も

ら
っ
た
と
こ
ろ
、「
既
に
あ
る
ツ
ア
ー
」

と
指
摘
さ
れ
ま
し
た
。
改
め
て
素
材
を

探
し
、
地
元
の
伝
統
工
芸
・
和
ろ
う

そ
く
を
作
る
ツ
ア
ー
に
変
更
。
何
と

か
納
得
の
い
く
提
案
が
で
き
ま
し
た
。

　
２
年
次
の
「
課
題
研
究
」
で
は
、
水

中
の
環
境
Ｄ
Ｎ
Ａ
（
＊
３
）
の
減
少
速

度
の
解
明
を
テ
ー
マ
に
し
ま
し
た
が
、

実
験
方
法
を
見
い
だ
せ
ず
に
い
ま
し

た
。
よ
い
方
法
が
浮
か
ん
で
も
問
題
が

見
つ
か
り
、
却
下
す
る
こ
と
の
繰
り

返
し
で
、
担
当
の
先
生
に
「
焦
ら
な
く

て
も
い
い
よ
」
と
言
わ
れ
て
も
、
つ
ら

い
日
々
で
し
た
。
そ
ん
な
中
、
先
生
に

「
一
度
、
川
に
行
こ
う
」
と
言
わ
れ
て
川

の
環
境
条
件
を
調
べ
て
み
た
と
こ
ろ
、

減
少
速
度
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て

い
る
の
は
水
温
で
は
な
い
か
と
気
づ

き
ま
し
た
。
先
行
研
究
を
基
に
水
槽
を

使
う
実
験
方
法
を
考
え
つ
く
と
、
８
月

か
ら
は
一
気
に
研
究
が
進
み
ま
し
た
。

＊１　文部科学省「スーパーサイエンスハイスクール」。　＊２　普通科文系フロンティアコースは、2012 年度から石川県教育委員会「いしかわニュースーパーハイスクール」の
指定。＊３　水や土壌などの中から採取される生物の DNA のこと。それを解析することで、何の生物がどの程度生息しているのか、または生息していたのかが推定できる。

石川県立
七尾高校
中村晃

あき の り

規

生
徒
の
さ
ら
な
る
成
長
を
目
指
し
、

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
常
に
進
化

探究学習

学校概要

設立　 1899（明治32）年
形態　全日制／普通科（普通コース、文系フ
ロンティアコース）、理数科／共学　
生徒数　１学年約 200 人
2022 年度卒業生進路実績　国公立大は、北
海道大、東北大、お茶の水女子大、東京大、
新潟大、富山大、金沢大、京都大、大阪大、
神戸大などに 126 人が合格。私立大は、慶應
義塾大、早稲田大などに延べ 528 人が合格。

伴走 教師する たち
探
究
学
習
の
概
要

生徒のリアル

先
生
の
客
観
的
な
意
見
が

企
画
を
見
直
す
鍵
に

普
通
科
文
系
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
コ
ー
ス
・

３
年
生
　
Ｎ・Ｊ
さ
ん

実
験
方
法
が
決
ま
る
ま
で

考
え
抜
い
た
４
か
月
間

理
数
科
・
２
年
生

Ｍ・Ｋ
さ
ん

停
滞
や
衝
突
が
あ
っ
て
も
、

研
究
に
誠
実
に
向
き
合
う
生
徒
が

自
分
で
考
え
抜
け
る
よ
う
、支
援
す
る

能登半島地震被災者の皆様に、心からお見舞い申し上げます。
※本記事は、2023年12月の取材内容を基に作成いたしました。
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大
学
で
昆
虫
の
研
究
に
打
ち
込
み
、
40
歳
で
高
校
教

師
に
転
身
。
９
年
前
に
本
校
に
赴
任
し
ま
し
た
。
そ
れ

以
来
、
Ｓ
Ｓ
Ｈ
担
当
を
し
て
い
ま
す
。
高
校
生
の
研
究

で
あ
っ
て
も
学
術
の
世
界
の
ル
ー
ル
に
準
じ
た
方
が
よ

い
と
考
え
、
論
文
の
書
き
方
や
口
頭
発
表
の
作
法
を
学

ぶ
講
座
を
設
け
る
な
ど
、
研
究
者
だ
っ
た
経
験
を
生
か

し
て
き
ま
し
た
。

　
私
の
中
に
は
研
究
の
理
想
像
が
あ
り
、
生
徒
の
研
究

の
内
容
を
そ
れ
に
近
づ
け
よ
う
と
す
る
助
言
ば
か
り
を

以
前
は
し
て
い
ま
し
た
。
助
言
の
通
り
に
し
な
い
生
徒

に
い
ら
だ
っ
た
り
、
助
言
の
通
り
に
し
て
も
結
果
が
想

定
し
た
レ
ベ
ル
に
届
か
ず
、
自
分
の
ふ
が
い
な
さ
に
落

ち
込
ん
だ
り
も
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
探
究
学
習

は
、
よ
く
言
わ
れ
る
通
り
、
研
究
結
果
の
よ
し
あ
し
で

は
な
く
、
生
徒
が
取
り
組
む
過
程
に
こ
そ
価
値
が
あ
る

と
次
第
に
理
解
し
て
い
き
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
生
徒
が

私
の
想
定
外
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
し
、
成
長
す
る
姿
を
何

度
も
目
の
あ
た
り
に
し
た
か
ら
で
す
。

　
４
年
前
、
鏡
に
対
す
る
メ
ダ
カ
の
反
応
と
行
動
を
研

究
し
た
チ
ー
ム
は
、
メ
ダ
カ
を
何
十
時
間
も
撮
影
し
て

観
察
し
ま
し
た
が
、
考
察
は
停
滞
し
て
い
ま
し
た
。
解
決

の
糸
口
に
な
れ
ば
と
、
大
学
の
魚
の
研
究
者
を
紹
介
し

た
と
こ
ろ
、
そ
の
研
究
者
が
「
た
く
さ
ん
の
デ
ー
タ
が
あ

る
の
だ
か
ら
、
き
ち
ん
と
見
直
せ
ば
発
見
が
あ
る
は
ず
」

と
評
価
し
て
く
れ
た
の
で
す
。
そ
の
言
葉
に
生
徒
た
ち

は
目
の
色
を
変
え
、
動
画
を
見
直
し
て
メ
ダ
カ
の
行
動

を
分
析
。
メ
ダ
カ
が
自
己
認
識
を
し
て
い
る
可
能
性
が

高
い
と
結
論
づ
け
ま
し
た
。
論
文
は
「
高
校
生
バ
イ
オ
サ

ミ
ッ
ト
」
の
文
部
科
学
大
臣
賞
受
賞
の
形
で
実
を
結
び
、

何
よ
り
生
徒
は
研
究
の
醍
醐
味
を
実
感
し
て
い
ま
し
た
。

　
今
年
度
、
環
境
Ｄ
Ｎ
Ａ
の
基
礎
研
究
を
テ
ー
マ
に
し

た
チ
ー
ム
は
、出
だ
し
か
ら
停
滞
し
ま
し
た
。
４
月
に
研

究
テ
ー
マ
を
設
定
後
、
７
月
の
中
間
発
表
に
な
っ
て
も

実
験
に
入
れ
な
か
っ
た
の
で
す
。
授
業
で
は
毎
週
、教
室

に
ぽ
つ
ん
と
そ
の
チ
ー
ム
だ
け
が
残
り
、
先
行
研
究
な

ど
を
調
べ
る
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
チ
ー
ム
の
担
当
教

師
に「
こ
の
実
験
方
法
に
し
ま
し
た
」と
報
告
に
行
っ
て

も
、
教
師
が
「
そ
の
理
由
は
？
」
と
質
問
す
る
と
黙
っ
て

し
ま
う
と
い
っ
た
こ
と
が
繰
り
返
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
チ
ー
ム
は
相
当
苦
し
ん
で
い
ま
し
た
が
、
担
当
教
師

と
Ｓ
Ｓ
Ｈ
主
任
の
私
は
、
チ
ー
ム
が
自
ら
実
験
方
法
を

見
い
だ
す
ま
で
待
と
う
と
、
意
見
は
一
致
し
て
い
ま
し

た
。
研
究
テ
ー
マ
か
ら
考
え
る
と
、
実
験
方
法
さ
え
決

ま
れ
ば
、
実
験
自
体
に
は
時
間
は
か
か
ら
な
い
と
想
定

し
て
い
ま
し
た
し
、
１
年
次
に
副
担
任
と
し
て
生
徒

を
見
て
い
て
、
真
面
目
で
頭
の
回
転
が
速
い
こ
の
メ
ン

バ
ー
な
ら
大
丈
夫
だ
と
踏
ん
で
い
た
か
ら
で
す
。
何
よ

り
、
学
問
分
野
と
し
て
日
の
浅
い
、
環
境
Ｄ
Ｎ
Ａ
の
基

礎
研
究
に
貢
献
し
た
い
と
い
う
熱
意
を
生
徒
か
ら
感
じ

て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
チ
ー
ム
は
、私
た
ち
教
師
が
思
っ

て
も
い
な
か
っ
た
、
水
槽
を
使
う
と
い
う
実
験
方
法
を

考
え
出
し
た
の
で
す
。
さ
ら
に
、
実
験
の
結
果
か
ら
新

た
な
着
想
を
得
て
、
次
の
実
験
に
突
き
進
ん
で
い
ま
す
。

　
３
年
次
の
「
融
合
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
は
、
初
対
面
の
生

徒
同
士
で
チ
ー
ム
を
組
む
た
め
、
生
徒
は
協
働
し
て
研

究
を
進
め
る
こ
と
に
苦
労
し
ま
す
が
、
そ
こ
で
も
教
師

は
支
援
に
徹
し
ま
す
。
ど
の
チ
ー
ム
で
も
起
こ
り
得
る

人
間
関
係
の
問
題
は
自
分
た
ち
で
解
決
し
よ
う
と
し
、

教
師
に
は
第
三
者
の
視
点
を
求
め
て
い
る
の
で
し
ょ

う
、
研
究
内
容
の
み
を
相
談
す
る
チ
ー
ム
が
ほ
と
ん
ど

で
す
。
そ
う
し
た
姿
に
も
生
徒
の
成
長
を
感
じ
ま
す
。

　
実
は
今
も
、
助
言
の
通
り
に
し
な
い
生
徒
に
い
ら
だ

つ
こ
と
が
あ
り
、
生
徒
と
の
や
り
取
り
で
の
後
悔
が
夢

に
ま
で
出
て
く
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
度

に
、
生
徒
の
学
び
の
過
程
こ
そ
が
大
事
で
あ
る
と
肝
に

銘
じ
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

なかむら・あきのり　同校に赴任して
９年目。探究課SSH主任。理科（生物）。

停滞！　混乱！　葛藤！　教師のリアル

研究はどんな方向に進んでもいい！
様々な想定をして、生徒を見守る

生
徒
に
成
長
し
て
ほ
し
い
か
ら
、

研
究
の
過
程
こ
そ
が

大
事
だ
と
い
う
こ
と
を
、

心
に
刻
み
つ
け
て
い
ま
す

管
理
職

教
務
担
当

進
路
担
当

担
任

お
勧
め
の
分
掌
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A、B、Cの組み合わせで総括する方法や、
A、B、Cを数値に置き換えて総括する方法

などがあります。

観点別学習状況の評価（以下、観点別評価）
の結果を評定に総括する方法には、どのよ

うなものがあるのでしょうか。

　評定への総括にあたり、観点別評価に係る記録が観点ごとに複数
ある場合は、まずはそれらを総括します。総括のタイミングは、単
元末、学期末、学年末などが考えられます。総括の方法には、評価
結果のA、B、Cの数を基にする方法や、A、B、Cを数値に置き換
える方法などがあります（下図❶）。
　総括した観点別評価の結果は、A、B、Cの組み合わせによる方法
や、A、B、Cを数値に置き換える方法などで評定に総括します（下
図❷）。学期末ごとに評定に総括をしている場合は、各学期の評定の
結果を基に学年末の評定に総括する方法もあります。

注）「Ｂ」とする範囲を「1.5≦平均値＜2.5」とした例。

※国立教育政策研究所教育課程研
究センター「『指導と評価の一体化』
のための学習評価に関する参考資
料（高等学校編）」と、田村教授へ
の取材を基に編集部で作成。

❷総括した観点別評価の結果を基に評定に総括する方法例
各観点の評価結果をA、B、Cの
組み合わせにより総括する方法
例えば、総括した３観点の評価結果が「ＡＢＡ」
ならば、「４」とする。Ａ、Ｂ、Ｃの組み合わせ
と評定がどう対応するかは、
事前に設定しておく。

A、B、Cを数値に置き換えて総括する方法
Ａ＝５、Ｂ＝３、Ｃ=１のように数値化。平均値を出して総括する。

観点別評価
の結果

知識・技能 A

思考・判断・表現 B

主体的に学習に取り組む態度 A

評定 ４

観点別評価
の結果 数値変換

知識・技能 A ５

思考・判断・表現 B ３

主体的に学習に取り組む態度 A ５

評定 ４ 平均値　約4.3

注）「４」とする範囲を「3.5≦平均値＜4.5」とした例。

A、B、Cの組み合わせと評定の対応例
３観点の評価 評定

AAA ５

AAB ／ ABA ／ BAA など ４

ABB ／ BAB ／ BBA ／ BBB など ３

BCC／CBC／CCB など ２

CCC １

注）ＡＢＣの並び順は、知識・技能／思考・判断・表現
／主体的に学習に取り組む態度。

評価結果のＡ、Ｂ、
Ｃの数を基に総括
する方法
例えば、３回評価を
行った結果が「ＡＢ
Ｂ」ならば、最も数
が多い「Ｂ」と総括
する。

知識・技能

単元① Ａ

単元② Ｂ

単元③ Ｂ

１学期末
の評価 Ｂ

評価結果のＡ、Ｂ、
Ｃを数値に置き換
えて総括する方法
Ａ＝３、Ｂ＝２、Ｃ=１
のように数値化。平
均値を出して総括す
る。

❶観点別評価に係る記録が観点ごとに複数ある場合の、その総括の方法例
知識・技能 数値変換

単元① Ａ ３

単元② Ｂ ２

単元③ Ｂ ２

１学期末
の評価 Ｂ 平均値

約 2.3

回答者

國學院大學
人間開発学部初等教育学科 教授　

田村 学
たむら・まなぶ　専門は教科教育学、教育
方法学、カリキュラム論。文部科学省初等
中等教育局教育課程課教科調査官、同省同
局視学官などを経て、現職。著書に、『学
習評価』（東洋館出版社）など多数。

評
定
へ
の
総
括
の

考
え
方
と
方
法

今号の
テーマ

学学習習評評価価学習評価
先生方の疑問に識者が答えます！
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評価方法は教科・科目ごとに設定するのが一般的
ですが、評定への総括の考え方や方法については、
学校全体や教科・科目内で話し合い、統一するのが
よいでしょう。

評定への総括の方法は、設定した後も、運用しなが
らその方法が適切かどうかを検証しましょう。

学校教育目標や教科・科目の学習目標などに準拠して、３観点の評価の重みを変えてもよ
いでしょう。

評定に総括する際、評価の重みを３観点で均等にせず、観点によって変えてもよいのでしょ
うか。

　「目標と指導と評価の一体化」の観点から、授
業づくりは、学校教育目標や教科・科目の学習目
標を踏まえた単元の指導計画を立てて行われる
ことが求められます。その成果を評価するので
すから、目標に応じて３観点の評価の重みづけ
をすることは問題ないでしょう（右図）。
　学校教育目標に準拠するのであれば、全教科・
科目で重みづけを統一することが考えられます。
一方で、教科・科目によって重視したい観点が
異なるのであれば、各教科・科目に３観点の評
価の重みづけは任せてもよいかもしれません。
　３観点の評価の重みづけをする、しないにかか
わらず、評定への総括の考え方や方法は、生徒や
保護者に事前に公表するとよいでしょう。生徒や
保護者への説明責任を果たせるとともに、生徒
が学習の目標や計画を立てる基準となりますし、
評定を自己評価できるといった利点もあります。

「CCA」の評価は
あり得ないのか？

　「ＣＣＡ」は、「知識・技能」「思考・判断・表現」がともに「Ｃ」で、「主体的に学
習に取り組む態度」が「Ａ」という結果です。３観点は強く関連しているため、評
価結果に大きなばらつきは生じにくいと思われますが、「『ＣＣＡ』はあり得ない」と
は言い切れず、「『ＣＣＡ』は起こりにくい」と言うのが正しいと考えます。
　「主体的に学習に取り組む態度」の評価方法が適切であるならば、その生徒が主体
的に学習に取り組んでいても知識・技能や思考力などに向上が見られない場合は、
その要因を探って支援することが、評価のあり方ではないでしょうか。

CO LUMN

３観点の重みを変えた上で各観点を点数化し、その合計点で評定に総
括する。

A B C

知識・技能 25点 20点 10点

思考・判断・表現 50点 40点 20点

主体的に学習に取り組む態度 25点 20点 10点

評定換算表（例）
合計点 ３観点の評価 評定

100 AAA ５

95 AAB／ BAA ５

90 ABA／ BAB ５

85 AAC／ABB／ BBA／CAA ４

80 BAC／ BBB／CAB ４

75 ABC／CBA ４

70 ACA／ BBC／CAC／CBB ４

65 ACB／ BCA ３

60 BCB／CBC ３

55 ACC／CCA ３

50 BCC／CCB ２

40 CCC １

●３観点の評価の重みを変えて評価する方法例

「思考・判断・
表現」と他の
２観点が２：
１になるよう
に重みづけし
た配点を設定

注）ＡＢＣの並び
順は、知識・技能
／思考・判断・表
現／主体的に学習
に取り組む態度。

田村
先生

の

管
理
職

教
務
担
当

進
路
担
当

担
任

お
勧
め
の
分
掌
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３
年
次
の
夏
季
休
業
直
前
に
進
路
変
更
す

る
な
ど
、
希
望
進
路
を
な
か
な
か
明
確
に
で

き
な
い
生
徒
へ
の
対
応
が
課
題
だ
っ
た
岡
山

県
立
邑お

く久
高
校
。
進
路
指
導
課
課
長
の
矢
野

祥さ
ち

子こ

先
生
は
、
そ
の
要
因
を
こ
う
語
る
。

　「
志
望
す
る
学
校
や
企
業
を
具
体
的
に
挙

げ
ら
れ
て
も
、『
社
会
人
に
な
っ
た
時
に
取

り
組
み
た
い
こ
と
』を
問
う
と
、言
葉
に
詰

ま
る
生
徒
が
ほ
と
ん
ど
で
し
た
。生
徒
は
社

会
の
こ
と
を
知
ら
な
い
た
め
、自
分
が
社
会

に
出
た
時
に
し
た
い
こ
と
が
明
確
に
イ
メ
ー

ジ
で
き
ず
、
そ
の
中
で
進
路
決
定
を
迫
ら
れ

て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
し
た
」

　
生
徒
が
社
会
を
知
る
機
会
を
設
け
よ
う

と
、
２
０
１
６
年
度
に
普
通
科
国
公
立
大
学

進
学
コ
ー
ス
（
＊
１
）
に
お
い
て
、
生
徒
が

地
域
の
人
と
対
話
を
し
な
が
ら
地
元
の
瀬
戸

内
市
の
課
題
に
取
り
組
む
探
究
学
習
「
セ
ト

リ
ー
」
を
ス
タ
ー
ト
。
将
来
や
り
た
い
こ
と

を
考
え
て
進
路
選
択
を
す
る
生
徒
が
増
え
て

き
た
こ
と
を
受
け
て
、
20
年
度
に
は
全
学
科

に
拡
大
し
た
（
図
１
）。「
セ
ト
リ
ー
」
は
生

徒
の
進
路
意
識
を
変
化
さ
せ
た
と
、
教
務
課

課
長
の
関
淳あ

つ
し先

生
は
語
る
。

　「
地
域
で
実
際
に
活
動
す
る
中
で
、
地
域

の
課
題
の
た
め
に
自
分
は
何
が
で
き
る
の
か

を
考
え
、
高
校
卒
業
後
の
自
分
の
姿
を
イ

メ
ー
ジ
す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
、
希
望

進
路
の
明
確
化
に
つ
な
が
っ
た
の
だ
と
思
い

ま
す
。
あ
る
生
徒
は
、『
セ
ト
リ
ー
』
で
取

り
組
ん
だ
地
域
の
希
少
生
物
の
保
全
に
関
す

る
研
究
を
続
け
た
い
と
、
農
学
部
に
進
学
し

ま
し
た
」

　
自
己
の
あ
り
方
・
生
き
方
を
考
え
る
ヒ
ン

ト
を
つ
か
ん
で
ほ
し
い
と
い
う
思
い
か
ら
、

「
セ
ト
リ
ー
」
で
は
、
生
徒
が
地
域
の
人
と

じ
っ
く
り
対
話
を
す
る
機
会
を
大
切
に
し
て

い
る
。例
え
ば
、１
年
次
に
行
う「
地
域
人

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
」で
は
、
地
元
企
業
の
社
会

人
１
人
に
生
徒
２
〜
３
人
が
約
１
時
間
、
話

を
聞
く
。「
人
生
の
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
」

は
必
ず
質
問
し
、そ
れ
以
外
の
質
問
は
生
徒

が
事
前
に
考
え
る
こ
と
と
し
て
、生
徒
主
体

の
活
動
と
な
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
し
た
。

　
２
年
次
に
行
う「
地
域
課
題
解
決
学
習
」

で
は
、生
徒
が
自
分
た
ち
で
テ
ー
マ
を
決
め
、

「
地
元
食
材
の
成
分
分
析
」や「
災
害
に
負
け

な
い
ま
ち
づ
く
り
」
な
ど
の
課
題
に
取
り
組

む
。地
域
の
支
援
を
受
け
な
が
ら
地
域
の
問

題
に
向
き
合
う
う
ち
に
、問
題
を
自
分
事
と

捉
え
て
進
路
を
考
え
る
よ
う
に
な
る
と
い
う
。

　
23
年
度
は
、「
セ
ト
リ
ー
」
な
ど
を
通
じ

て
ど
の
よ
う
な
資
質
・
能
力
を
身
に
つ
け
た

＊本コーナーでは、９〜12月の年内に試験が実施
され、合否が決まることが多い総合型選抜（旧ＡＯ
入試）と学校推薦型選抜を、「年内
入試」と総称しています。年内入試
支援をテーマとした 高校
版 2023 年８月号・特集はこちら

▲ ▲

＊１　2019 年度までは普通科に「国公立大学進学コース」「総合進学コース」を設置。20 年度に普通科と生活ビジネス科（情報ビジネスコース、保育・食物コース）の
２学科に改編。

生徒
BEFORE

教師の支援 生徒
AFTER

３年次の夏季休業直前に進路
変更するなど、希望進路を決め
られない生徒が少なくなかった。

●生徒が解決したい社会問題を考えて進路選択をする
よう、地域と連携した探究学習「セトリー」を実施。

●教育活動を通じて得た自分の強みを、生徒が認識す
るための機会を設けた。

自分の関心や強みを基に進
路を考えられる生徒が増えて
きている。

同校が目指した生徒の行動変容、そのための教師の支援

地域の人たちと深くかかわる中で、
自分の生き方や進路を考える

岡山県立邑
お く

久高校

生徒の可能性を引き出す

社
会
を
深
く
知
る
た
め
に

地
域
で
学
ぶ「
セ
ト
リ
ー
」を
実
施

身
に
つ
け
た
強
み
を
認
識
さ
せ
、

今
後
の
学
び
を
考
え
さ
せ
る

年内入試（＊）の募集枠の拡大など、大学入試環境が大きく変化している中で、生徒がより自分
に合った進路を選択できるよう、生徒の内面や可能性を引き出すことが一層重要になってきて
いる。そうした支援においては、学校や教師には何が求められるのか、実践事例を通じて考える。

進路選択支援
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の
か
を
生
徒
が
振
り
返
る
機
会
を
設
け
る
た

め
、１
年
次
の
６
月
、９
月
に「
進
路
達
成

プ
ロ
グ
ラ
ム
」の
試
行
版
（
＊
２
）
を
実
施

し
た
。
同
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
試
行
版
の
進
路
適

性
診
断
に
は
、ど
の
経
験
に
よ
っ
て
ど
ん
な

力
を
身
に
つ
け
た
の
か
を
記
入
す
る
欄
が
あ

る
（
図
２
）。
そ
の
自
己
評
価
を
繰
り
返
す

こ
と
で
、自
己
を
適
切
に
捉
え
、自
分
で
力

を
伸
ば
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
の
で

は
な
い
か
と
、進
路
指
導
課
の
出い

で

射い

恵め
ぐ
み

先
生

は
考
え
て
い
る
。

　「
進
路
適
性
診
断
で
ま
ず
は
自
分
の
強
み

を
認
識
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。そ
の
上
で
、

『
セ
ト
リ
ー
』
で
他
者
と
一
緒
に
活
動
を
す

る
と
、
例
え
ば
、
自
分
は
話
す
の
が
強
み
だ

と
思
っ
て
い
て
も
、
友
人
の
方
が
上
手
に
話

し
て
い
た
場
面
に
出
く
わ
し
た
ら
、『
自
分

の
強
み
は
何
か
』
を
考
え
ざ
る
を
得
な
く
な

り
ま
す
。
進
路
適
性
診
断
で
の
振
り
返
り
と

『
セ
ト
リ
ー
』
で
の
自
己
認
識
の
機
会
が
あ

る
こ
と
で
、
生
徒
が
自
己
を
深
く
理
解
し
、

自
分
は
何
を
学
ぶ
べ
き
か
を
考
え
ら
れ
る
よ

う
に
な
る
と
期
待
し
て
い
ま
す
」

　
生
徒
が
自
己
を
深
く
理
解
す
る
こ
と
は
、

年
内
入
試
の
面
接
な
ど
に
向
け
て
も
重
要
で

あ
る
た
め
、一
層
力
を
入
れ
て
い
き
た
い
と
、

１
年
次
主
任
の
河こ

う

野の

正
和
先
生
は
語
る
。

　「『
セ
ト
リ
ー
』
で
優
れ
た
活
動
を
行
っ
て

い
て
も
、
活
動
を
通
じ
て
何
を
学
び
、
そ
れ

を
将
来
ど
う
生
か
し
て
い
き
た
い
の
か
を
、

自
分
の
言
葉
で
表
現
で
き
な
い
生
徒
が
少
な

く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
今
後
、
生
徒
の
自

己
理
解
力
を
さ
ら
に
高
め
て
い
く
こ
と
で
、

活
動
の
意
義
や
そ
こ
か
ら
得
た
学
び
を
自
分

の
物
語
と
し
て
語
れ
る
よ
う
、
生
徒
を
支
援

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」

目標　◎地域と連携して、地域の問題の解決や活性化に取り組む　◎地域での取り組みが現代の問題の解決 (SDGs)につながることに気づく

Step2
地域を探究する

Step1
地域を知る

Step3
校内外に発信する

普通科１年次
市役所と連携して発
見した地域課題を基
に、「瀬戸内市オリ
ジナル SDGs カード
ゲーム」を作成。そ
れを使って地域の理
解を深める出前講座
を、小学校などで実
施。

１年次
グループごとに、イン
タビューや地元企業
訪問などを行い、地
域の人に仕事につい
て聞いたり、施設を
見学したりしながら、
地域への理解を深め
る。

毎年１月に実践報告
会（分科会・全体会）
を開催。地域や企業な
ど、お世話になった人
たちを招待し、活動の
報告・成果を発表。

普通科２年次
瀬戸内市の魅力発信
や問題解決のための
活動にグループで取
り組む。これまで、
牡 蠣 殻 の 有 効 活 用
や、ふるさと納税の
活性化などをテーマ
に研究。

生活ビジネス科２年次
「瀬戸内魅力新聞」の
作成や高齢者福祉施
設での交流会などを
通じて、地域の魅力
や課題について理解
を深め、魅力発信や
問題解決の活動に取
り組む。

生活ビジネス科３年次
地域と連携して、地
域の問題解決や魅力
発信に取り組む。瀬
戸内市の魅力を体験
する観光ツアーや、地
元の保育園・自治体
と連携した子育てイ
ベントなどを実施。

学校概要

◎設立　 1921（大正 10）年
◎形態　全日制／普通科、生活ビジネス科／
共学　
◎生徒数　１学年約 120 人
◎2022 年度卒業生進路実績　国公立大は、
鳥取大に１人が合格。私立大は、岡山理科大、
川崎医療福祉大、就実大、中国学園大、ノー
トルダム清心女子大に延べ８人が合格。短大・
専門学校進学 48 人。就職 27 人。

左上から時計回りに／関　淳
あつし

（教務課課長、
数学科）、出

いで

射
い

　恵
めぐみ

（進路指導課、１年次担
任、地理歴史・公民科）、河

こう

野
の

正和（１年
次主任、商業科）、矢野祥

さち

子
こ

（進路指導課
課長、国語科）

「セトリー～Be a SETOUCHI Leader～」の３つの Stepと、主な活動図1

＊２　「自分の軸を持った進路選択」の達成を支援するためのベネッセの進路学習教材。邑久高校は、進路達成プログラムの試行版を実施。
生徒が振り返りに用いた「一番の強みの経験」の記入欄は、2024 年に搭載。「進路達成プログラム」の詳細は、ベネッセハイスクールオンラ
インで紹介しています。ログインには ID と PW が必要です。下記 URL、または右の 2 次元コードからアクセスしてください。
https://bhso.benesse.ne.jp/hs_online/info/shinro-pgm/

生徒が振り返りで記入した「一番の強みの経験」（例）図2

※図１・２ともに、学校資料を基に編集部で作成。

管
理
職

教
務
担
当

進
路
担
当

担
任

お
勧
め
の
分
掌
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東
京
都
・
私
立
神
田
女
学
園
中
学

校
高
校
は
２
０
１
８
年
度
、全
生
徒
が

探
究
学
習
に
取
り
組
む
「
ニ
コ
ル
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」を
始
め
た
。し
か
し
、生
徒

を
支
援
で
き
る
の
は
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

を
設
計
し
た
一
部
の
教
師
に
と
ど
ま
り
、

全
校
体
制
の
取
り
組
み
に
は
な
っ
て
い

な
か
っ
た
。そ
こ
で
22
年
度
に
、全
教
師

が
講
師
役
と
な
り
、
探
究
学
習
を
テ
ー

マ
に
し
た
校
内
研
修
を
実
施
し
、
支
援

ノ
ウ
ハ
ウ
を
共
有
。
さ
ら
に
多
く
の
生

徒
が
探
究
学
習
を
高
く
評
価
し
て
い
る

こ
と
を
デ
ー
タ
で
示
し
、
探
究
学
習
の

意
義
を
教
師
間
に
浸
透
さ
せ
た
。
今
で

は
探
究
学
習
が
、
同
校
の
教
育
活
動
の

軸
に
据
え
ら
れ
る
ま
で
に
な
っ
て
い
る
。

＃
教
師
の
チ
ー
ム
・
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ

＃
大
学
等
と
の
外
部
連
携

研修や生徒の授業評価の共有を通じて、
探究学習の意義が教師間に浸透

東京都・私立神田女学園中学校高校

設
立

　
１
８
９
０
（
明
治
23
）
年

形
態

　
全
日
制
／
普
通
科
／
女
子
校

生
徒
数
　
１
学
年
約
１
５
０
人

２
０
２
２
年
度
卒
業
生
進
路
実
績

４
年
制
大
は
、
國
學
院
大
、
駒
澤
大
、
上
智
大
、

成
蹊
大
、
東
京
女
子
大
、
東
洋
大
、
日
本
女
子
大
、

法
政
大
、
武
蔵
野
大
、
明
治
大
、
立
教
大
、
早
稲

田
大
、
立
命
館
ア
ジ
ア
太
平
洋
大
な
ど
に
延
べ
98

人
が
合
格
。
海
外
大
合
格
延
べ
６
人
。

No.289

探究学習の全校推進体制
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た
。
し
か
し
、
探
究
学
習
担
当
の
教
師
が

用
意
し
た
指
導
案
や
教
材
の
通
り
に
授
業

を
行
う
方
法
が
常
態
化
し
、
教
師
が
一
丸

と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
る
と
は
言
い
難

か
っ
た
。
進
路
指
導
部
部
長
の
志
村
穣み

の
る

先

生
は
次
の
よ
う
に
語
る
。

　「
探
究
学
習
で
は
、
教
師
が
生
徒
一
人

ひ
と
り
の
学
び
に
目
を
配
り
な
が
ら
、
生

徒
が
自
分
で
考
え
、気
づ
き
、探
究
を
深
め

ら
れ
る
よ
う
な
助
言
を
す
る
こ
と
が
重
要

で
す
が
、そ
れ
が
う
ま
く
で
き
る
教
師
は

多
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
生
徒
の
探
究

を
よ
り
よ
い
も
の
に
す
る
た
め
の
知
見
を

全
校
で
共
有
す
る
必
要
が
あ
り
ま
し
た
」

　
そ
う
し
た
課
題
を
踏
ま
え
て
22
年
度
、

職
員
会
議
や
教
科
会
、
長
期
休
業
中
の
研

修
会
に
お
い
て
、
探
究
学
習
を
テ
ー
マ
と

し
た
研
修
を
計
11
回
、
１
回
10
分
〜
90
分

で
、
約
11
時
間
実
施
し
た
。
芦
澤
康
宏
校

長
は
、
研
修
の
実
施
の
背
景
を
こ
う
語
る
。

　「
そ
れ
ま
で
一
部
の
教
師
に
は
、『
Ｎ
Ｃ
Ｌ

　
２
０
１
５
年
度
、
東
京
都
・
私
立
神
田

女
学
園
中
学
校
高
校
は
グ
ロ
ー
バ
ル
ク
ラ

ス
を
設
置
し
、
同
ク
ラ
ス
で
探
究
学
習
を

ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。
18
年
度
に
は
全
校
に

拡
大
。そ
の
後
、「
ニ
コ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

（
以
下
、
Ｎ
Ｃ
Ｌ
。
＊
）
と
命
名
し
た
。
教

務
部
部
長
の
池
田
幸ゆ

き

代よ

先
生
は
、
Ｎ
Ｃ
Ｌ

の
進
め
方
を
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。

　「
本
校
で
は
、
世
界
と
社
会
に
貢
献
す

る
人
材
を
育
成
す
る
た
め
に
、
主
体
的
に

行
動
す
る
力
を
生
徒
が
身
に
つ
け
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
Ｎ
Ｃ
Ｌ
を
始
め
ま
し
た
。

生
徒
は
、
自
分
が
疑
問
に
思
う
こ
と
か
ら

課
題
を
見
つ
け
て
仮
説
を
立
て
、
グ
ル
ー

プ
や
個
人
で
調
査
や
実
験
な
ど
を
し
ま

す
。『
日
本
人
と
神
様
の
つ
き
合
い
方
』『
ア

ロ
マ
テ
ラ
ピ
ー
に
つ
い
て
』
な
ど
、
実
に

様
々
な
テ
ー
マ
で
探
究
し
て
い
ま
す
」

　
自
分
の
興
味
・
関
心
を
突
き
詰
め
て
設

定
し
た
課
題
に
取
り
組
む
中
で
希
望
進
路

を
明
確
に
し
て
い
く
生
徒
の
姿
な
ど
に
、

教
師
は
Ｎ
Ｃ
Ｌ
の
手
応
え
を
感
じ
て
い

は
探
究
学
習
の
担
当
者
が
中
心
に
行
え
ば

よ
い
』
と
い
っ
た
受
け
身
の
姿
勢
が
見
ら

れ
ま
し
た
。
Ｎ
Ｃ
Ｌ
が
自
分
事
と
な
る
よ

う
、研
修
の
講
師
役
は
あ
え
て
探
究
学
習

担
当
の
教
師
で
は
な
く
、全
教
師
に
分
担

し
て
務
め
て
も
ら
う
こ
と
に
し
ま
し
た
」

　
研
修
の
テ
ー
マ
は
「
手
が
止
ま
っ
て
い

る
生
徒
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
」
な
ど
、
探
究

学
習
の
指
導
で
教
師
が
対
応
に
苦
慮
し

て
い
る
も
の
と
し
た
（
図
１
）。
講
師
役

と
な
っ
た
教
師
に
は
、
探
究
学
習
に
関
す

る
論
文
を
読
み
込
ん
だ
り
、
研
修
で
行
う

ワ
ー
ク
を
考
え
た
り
と
い
っ
た
準
備
が
求

め
ら
れ
た
。
教
務
部
探
究
主
任
の
江
森
華

子
先
生
は
、
次
の
よ
う
に
語
る
。

＊　NCLは、Nature（自然）、Culture（文化）、Life（生命）の頭文字。社会のあらゆる課題の中からその３つにかかわるテーマを設定して、探究に取り組むこととした。

よ
り
よ
い
探
究
に
導
く
た
め
の

知
見
の
教
師
間
で
の
共
有
が
課
題

教
務
部
探
究
主
任

江
森
華
子 

え
も
り
・
は
な
こ

同
校
に
赴
任
し
て
3
年
目
。
社
会

科
。

広
報
部
部
長

奥
田
礼
章 

お
く
だ
・
の
り
あ
き

同
校
に
赴
任
し
て
７
年
目
。
数

学
科
。

教
務
部
部
長

池
田
幸
代 

い
け
だ
・
ゆ
き
よ

同
校
に
赴
任
し
て
10
年
目
。
理

科
。

ス
ポ
ー
ツ
探
究
担
当

古
渡
美
奈 

こ
わ
た
り
・
み
な

同
校
に
赴
任
し
て
15
年
目
。
保

健
体
育
科
。

校
長芦澤

康
宏 

あ
し
ざ
わ
・
や
す
ひ
ろ

同
校
に
赴
任
し
て
５
年
目
。

進
路
指
導
部
部
長

志
村

　穣 

し
む
ら
・
み
の
る

同
校
に
赴
任
し
て
２
年
目
。
数

学
科
。

全
教
師
が
講
師
役
と
な
り
、

探
究
学
習
に
関
す
る
研
修
を
実
施

1

図１
校内研修のテーマ（抜粋）

•問いを深めるための対話とグループワーク
•研究方法と著作権
•中間発表と生徒間の情報シェア
•ショートディスカッション指導
•見やすいスライドの作成指導
•手が止まっている生徒へのアプローチ
•できる生徒へのアプローチ
•NCL と教科横断
•NCL AWARDSの最低目標ラインの共有
※学校資料を基に編集部で作成。

管
理
職

教
務
担
当

進
路
担
当

担
任

お
勧
め
の
分
掌
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図２

　「
講
師
役
の
教
師
の
中
に
は
、
グ
ル
ー

プ
内
の
対
話
に
参
加
で
き
て
い
な
い
生
徒

を
支
援
で
き
な
か
っ
た
こ
と
な
ど
、
自
分

の
失
敗
談
を
交
え
な
が
ら
、
指
導
の
あ
り

方
を
提
案
し
た
者
も
い
ま
し
た
。
参
加
者

の
教
師
は
、『
私
も
そ
う
だ
』『
そ
う
す
れ
ば

よ
い
の
か
』な
ど
と
共
感
し
、前
向
き
に
自

身
の
指
導
改
善
に
取
り
組
め
る
よ
う
に

な
っ
て
い
き
ま
し
た
。
研
修
後
に
教
師
間

で
、探
究
学
習
の
指
導
法
に
つ
い
て
情
報

交
換
を
行
う
様
子
も
よ
く
見
ら
れ
ま
し
た
」

　
生
徒
が
Ｎ
Ｃ
Ｌ
を
高
く
評
価
し
て
い

る
こ
と
も
、
探
究
学
習
に
対
す
る
教
師
の

意
識
を
変
え
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
。
同

校
は
22
年
度
か
ら
毎
学
期
、
オ
ン
ラ
イ
ン

ア
ン
ケ
ー
ト
ツ
ー
ル
で
、
生
徒
に
Ｎ
Ｃ
Ｌ

に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
っ
て
い

る
。
そ
の
質
問
項
目
の
１
つ
の
「
Ｎ
Ｃ
Ｌ

の
活
動
は
将
来
役
に
立
つ
」
の
肯
定
率
は
、

毎
回
９
割
前
後
だ
と
い
う
（
図
２
）。

　「
中
学
校
１
年
次
か
ら
探
究
学
習
に
取

り
組
ん
で
き
た
生
徒
が
高
校
３
年
次
に

な
っ
た
21
年
度
ご
ろ
か
ら
、
生
徒
の
教
科

学
習
に
対
す
る
姿
勢
も
、『
教
師
か
ら
言

わ
れ
て
す
る
も
の
』
か
ら
『
自
ら
課
題
を

見
つ
け
て
す
る
も
の
』
に
変
わ
っ
た
と
感

じ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
授
業
で
理
解
で

き
な
か
っ
た
点
が
あ
る
と
、
以
前
は
『
分

か
り
ま
せ
ん
』
と
言
う
だ
け
で
し
た
が
、

今
は
『
こ
こ
ま
で
は
理
解
で
き
ま
し
た
が
、

こ
の
部
分
が
分
か
ら
な
い
の
で
教
え
て
く

だ
さ
い
』
な
ど
と
言
う
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
探
究
学
習
で
身
に
つ
い
た
学
び
の
姿

勢
が
教
科
学
習
に
生
き
て
い
る
様
子
を

見
て
、
多
く
の
教
師
が
『
本
腰
を
入
れ
て

Ｎ
Ｃ
Ｌ
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
』
と
い

う
意
識
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
て
い
き
ま
し

た
」（
池
田
先
生
）

　同校は、外部リソースの活用を積極的に推進している。その１つ
が高大連携だ（写真）。首都圏以外にも北海道、石川県、京都府、長
崎県など、全国63大学・短期大学と連携協定を締結。様々な大学
と連携することで、ＮＣＬで専門性の高いテーマを設定した生徒が、
そのテーマに関する分野の大学教員に直接指導を受けられるように
した。連携先の大学教員を審査員とした校内発表会も開催している。
　連携先は現在も拡大中だ。芦澤校長らが生徒の研究レポートなど
を手に１大学ずつ訪問。連携を依頼すると、大学側は高校生とつな
がりを持てるならと、前向きに検討してもらえることが多いという。
　「全国の大学には、魅力的な研究に取り組む研究者が大勢います
し、オンラインを活用すれば、地理的な制約は越えられます。また、
生徒の進路意識を東京以外の大学に向けさせることも、全国の大学
と連携するねらいの１つです。大学と協働して、大学訪問や講義の
受講、連携先が一堂に会する進路ガイダンスの実施など、大学を詳
しく知る機会も設けています」（芦澤校長）　
　生徒の学習習慣の定着を目的とした放課後の学習支援において
も、外部リソースを活用している。東京個別指導学院と連携し、同
社から派遣される大学生メンターが生徒を個別指導している。
　「教師だけでは、放課後に生徒につきっきりで指導することは難
しく、大学生メンターに補ってもらっています。外部連携で大切な
のは、任せきりにしないことです。学年ごとに学習内容や課題は異
なりますから、各学年のニーズを連携先にきちんと伝えることで、
目標や課題がきちんと共有されるようになり、生徒は積極的に放課
後学習に参加し、学力も向上しています」（池田先生）

NCLに対する生徒の声

写真　連携先の亀田医
療大学で、２泊３日の
研修を実施。生徒は世
界最先端の医療現場で
模擬講義や演習などを
受け、現役の看護師か
ら医療について学んだ。
高大連携によって、学
びの場は毎年広がって
いる。

Q. NCLの活動は
	 将来役に立つと思いますか

Q. NCLの活動で何を学びましたか
•深く突き詰めていくことを前提とした「よ
い問い」を生み出すことの難しさや、そ
の問いを追求することの楽しさを学ん
だ。それらは社会に出ても行うことだと
思うので、高校生のうちに経験できてよ
かった。
•ＳＮＳでは似たような情報ばかりが出て
くるので、「これはこうだ」と決めつけて
しまいがちだった。しかし、本を読んだり、
友人や先生と意見交換をしたりしたこと
を通じて、物事をいろいろな面から見る
ことの大切さに気づいた。

生徒の学びを深化させるべく、
外部連携を積極的に推進

※学校資料を基に編集部で作成。

役に立つ

87.2%

役に立たない
12.8%
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　本記事を読んでいただいた方に、「神田女学園チームの
強さ」が伝わっていたらうれしく思います。先生方一人
ひとりが強い挑戦心を持ち、改革の推進役の先生だけで
なく、推進役を支える先生方も大変前向きで、チーム力
が強い学校だと感じています。
　芦澤校長は、「困難な課題に対しても生き生きと取り組
む本校の教師には大変感謝している」と話され、その際
に周りにいらっしゃった先生方は、「芦澤校長は何事も現
場に任せてくださるし、意見もたくさん聞いてくださる」
と言われていました。そのような先生方の明るく和やか
な雰囲気は、きっと生徒たちに伝わるのでしょう。学校
に訪問させていただく度に垣間見える彼女たちの横顔は
とても明るく、伸び伸びとそれぞれの活動に打ち込んで
いる様子がうかがえます。
　活気にあふれる学校づくりを引き続きご
支援していけるよう、私も精進して参ります。

　
23
年
度
に
は
、
Ｎ
Ｃ
Ｌ
の
目
標
と
育
成

を
目
指
す
資
質
・
能
力
を
教
師
間
で
共
有

す
る
た
め
、「
Ｎ
Ｃ
Ｌ
指
導
評
価
ル
ー
ブ

リ
ッ
ク
」を
作
成
。
各
学
年
に
Ｎ
Ｃ
Ｌ
リ
ー

ダ
ー
を
配
置
す
る
と
と
も
に
、他
の
教
師

も
何
か
し
ら
の
役
割
を
担
う
こ
と
と
し
、

探
究
学
習
の
全
校
推
進
体
制
を
整
え
た
。

　
さ
ら
に
、
部
活
動
も
探
究
学
習
の
一
環

と
捉
え
、「
ス
ポ
ー
ツ
探
究
」
も
始
め
た
。

ま
ず
は
全
国
大
会
で
優
勝
経
験
の
あ
る
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
部
が
、
探
究
学
習
の
手
法
を

取
り
入
れ
て
活
動
し
て
い
る
。
ス
ポ
ー
ツ

探
究
担
当
で
、
同
部
顧
問
の
古こ

渡わ
た
り

美
奈
先

生
は
次
の
よ
う
に
語
る
。

　「
自
分
で
目
標
を
設
定
し
、
様
々
な
課

題
に
取
り
組
む
プ
ロ
セ
ス
は
、
部
活
動
も

探
究
学
習
も
同
じ
で
す
。
部
活
動
で
は
何

事
も
自
分
で
発
見
す
る
姿
勢
が
大
切
で
、

『
ス
ポ
ー
ツ
探
究
』
で
は
『
本
当
に
知
り
た

い
自
分
だ
け
の
発
見
』
を
求
め
て
い
ま
す
。

生
徒
は
毎
日
の
発
見
を
『
部
活
ノ
ー
ト
』

に
つ
づ
り
、
教
師
と
ノ
ー
ト
を
や
り
取
り

す
る
中
で
得
た
新
た
な
発
見
を
学
習
に
も

生
か
し
て
い
ま
す
。『
知
り
た
い
こ
と
へ

の
情
熱
』
は
想
像
を
超
え
た
活
力
と
な
り
、

学
校
生
活
を
よ
り
豊
か
に
し
て
い
ま
す
」

　
教
師
が
一
丸
と
な
っ
て
Ｎ
Ｃ
Ｌ
に
取
り

組
む
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
は
、
教
科
指
導

に
も
好
影
響
を
も
た
ら
し
て
い
る
と
、
広

報
部
部
長
の
奥
田
礼の

り
あ
き章

先
生
は
語
る
。

　「
か
つ
て
の
本
校
の
教
師
は
、
生
徒
に

す
ぐ
に
答
え
を
教
え
が
ち
で
し
た
が
、
今

は
生
徒
が
自
分
な
り
に
答
え
を
出
す
ま
で

待
て
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
Ｎ

Ｃ
Ｌ
の
中
で
、
教
師
が
生
徒
の
前
で
は
な

く
後
ろ
に
立
ち
、
自
分
で
答
え
を
見
つ
け

出
す
生
徒
の
様
子
を
見
守
る
経
験
を
積
ん

だ
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。『
本
校
の
生
徒

な
ら
、
自
分
で
答
え
に
た
ど
り
着
こ
う
と

す
る
は
ず
』
と
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
生
徒

を
信
頼
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」

　
教
科
の
授
業
で
も
、
従
来
の
講
義
型
で

は
な
く
、
教
師
が
生
徒
に
問
い
か
け
、
考

え
さ
せ
る
ス
タ
イ
ル
が
増
え
て
き
て
い
る

と
い
う
。
そ
う
し
た
成
果
を
得
て
、
次
の

一
手
と
し
て
は
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
を
強
化
し
て
い
き
た
い
と
、
志
村

先
生
は
語
る
。

　「
生
徒
の
探
究
学
習
を
さ
ら
に
充
実
さ

せ
る
た
め
に
、
各
教
科
で
は
何
を
ど
の
よ

う
に
指
導
す
べ
き
な
の
か
、
Ｎ
Ｃ
Ｌ
と
教

科
学
習
の
連
携
の
あ
り
方
を
デ
ザ
イ
ン
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
英
語

の
授
業
で
は
ネ
イ
テ
ィ
ブ
の
教
師
に
よ
る

ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
や
ス
ピ
ー
キ
ン
グ
の
指
導

を
強
化
し
、
Ｎ
Ｃ
Ｌ
で
は
英
語
で
の
論
文

作
成
や
発
表
を
行
っ
た
り
、
数
学
の
授
業

で
身
に
つ
け
た
確
率
・
統
計
に
関
す
る
知

識
・
技
能
や
見
方
・
考
え
方
を
、
Ｎ
Ｃ
Ｌ

で
の
調
査
結
果
の
分
析
に
活
用
し
た
り
す

る
と
い
っ
た
連
携
で
す
」

　
同
校
は
24
年
度
に
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
改

訂
し
、
一
部
の
コ
ー
ス
で
は
Ｎ
Ｃ
Ｌ
の
単

位
数
を
増
や
す
予
定
だ
。
同
校
の
探
究
学

習
は
、
こ
れ
か
ら
も
進
化
し
て
い
く
。

教
科
学
習
と
探
究
学
習
の

連
携
の
あ
り
方
を
デ
ザ
イ
ン

指導変革の軌跡 東京都・私立神田女学園中学校高校

（株）ベネッセコーポレーション 東京支社　
神田女学園中学校高校担当 竹下友梨

生徒の活動を支える
先生方のチーム力の強さ

部
活
動
も
探
究
学
習
と
捉
え
、

「
ス
ポ
ー
ツ
探
究
」を
設
置

2

管
理
職

教
務
担
当

進
路
担
当

担
任

お
勧
め
の
分
掌
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年
内
入
試
に
お
い
て
大
学
側
が
最
も
重
視

し
て
い
る
の
は
、
明
確
な
志
望
理
由
を
含
む

「
マ
イ
・
ス
ト
ー
リ
ー
」
の
構
築
で
あ
る
。

そ
こ
で
期
待
さ
れ
る
の
が
、
探
究
学
習
と
進

路
学
習
の
連
携
だ
。「
総
合
的
な
探
究
の
時

間
」の「
学
習
指
導
要
領
解
説
」（
＊
1
）に
は

「
自
己
の
在
り
方
生
き
方
と
一
体
的
で
不
可

分
な
課
題
を
自
ら
発
見
し
、
解
決
し
て
い
く

よ
う
な
学
び
」
が
求
め
ら
れ
る
と
述
べ
ら
れ

て
お
り
、
探
究
学
習
は
進
路
・
キ
ャ
リ
ア
と

密
接
な
関
係
に
あ
る
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。

　
し
か
し
、「
探
究
学
習
を
頑
張
っ
た
生
徒

で
も
、
探
究
学
習
で
の
学
び
や
経
験
を
、
将

来
ど
の
よ
う
に
生
か
し
た
い
か
を
な
か
な
か

言
語
化
で
き
な
い
」「
探
究
テ
ー
マ
が
学
部
や

職
業
選
択
に
つ
な
が
る
生
徒
が
少
な
い
」
と

い
っ
た
全
国
の
教
師
の
声
が
示
す
よ
う
に
、

生
徒
の
探
究
学
習
と
進
路
学
習
に
お
け
る
学

び
・
経
験
を
う
ま
く
つ
な
げ
ら
れ
て
い
な
い

の
が
現
実
だ
。
ま
た
、
今
回
の
セ
ミ
ナ
ー
参

加
者
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
「
総
合
的
な
探
究

の
時
間
」
に
お
け
る
進
路
指
導
部
の
か
か
わ

り
に
つ
い
て
聞
い
た
と
こ
ろ
、「
特
に
な
い
」

と
い
う
回
答
が
最
も
多
く
見
ら
れ
た
こ
と
か

ら
、
進
路
指
導
部
と
探
究
学
習
を
担
当
す
る

分
掌
と
の
組
織
的
な
連
携
も
課
題
だ
。

　「
総
合
的
な
探
究
の
時
間
」
と
進
路
学
習

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
目
的
が
、
進
路
選
択
に
お

け
る
自
分
の
軸
を
見
つ
け
、
将
来
ど
の
よ
う

に
生
き
て
い
き
た
い
か
を
生
徒
が
考
え
る
と

い
う
点
で
共
通
し
て
い
る
。
そ
こ
で
「
総
合

的
な
探
究
の
時
間
」
と
進
路
学
習
の
連
携
を

深
め
る
ヒ
ン
ト
を
得
る
べ
く
、
今
回
の
セ
ミ

ナ
ー
で
は
、
熊
本
県
立
宇う

土と

中
学
校
・
宇
土

高
校
の
実
践
事
例
を
紹
介
し
た
。

　
将
来
就
き
た
い
職
業
や
志
望
校
を
起
点
に

し
た「
な
り
た
い
自
分
」と
、
探
究
学
習
で
明

ら
か
に
な
っ
た
興
味
・
関
心
を
起
点
に
し
た

「
し
た
い
自
分
」と
い
う
２
つ
の
視
点
（
図
１
）

か
ら
の
「
マ
イ
・
ス
ト
ー
リ
ー
」
構
築
の
支

援
に
つ
い
て
、次
ペ
ー
ジ
か
ら
見
て
い
く
。

＊1 文部科学省「高等学校学習指導要領解説 総合的な探究の時間編」

進路と探究、２つの視点でキャリアをデザインする

※セミナーの内容を基に編集部で作成。

２つの視点からの「マイ・ストーリー」の構築図１

将来就きたい職業や志望校からの逆算的な視点（= なりたい自分）と、自分の興味・
関心を起点とした視点（= したい自分）の２つの視点から「マイ・ストーリー」を描く。

探
究・進
路
学
習
を
生
徒
の「
マ
イ・ス
ト
ー
リ
ー
」の

構
築
に
つ
な
げ
る
た
め
の
ポ
イ
ン
ト
と
は

─
こ
れ
か
ら
の「
総
合
的
な
探
究
の
時
間
」と
進
路
学
習
に
つ
い
て
考
え
る
─

総
合
型
選
抜
や
学
校
推
薦
型
選
抜
（
以
下
、
年
内
入
試
）
で
は
、
生
徒
は
志
望
理
由
書
や
面
接
な
ど
を
通
じ
て
、
こ
れ
ま
で
の
学
び
や
活
動
、
そ
の
成
果
や
結

果
に
至
る
ま
で
の
過
程
、
今
後
の
展
望
で
あ
る
「
マ
イ
・
ス
ト
ー
リ
ー
」
を
、
他
者
に
伝
え
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
ベ
ネ
ッ
セ
教
育
情
報
セ
ン
タ
ー

で
は
、
探
究
学
習
と
進
路
学
習
の
2
つ
の
視
点
か
ら
「
マ
イ・ス
ト
ー
リ
ー
」
を
構
築
す
る
力
を
育
ん
で
い
る
事
例
を
紹
介
す
る
ウ
ェ
ブ
セ
ミ
ナ
ー
を
実
施
し
た
。

２
つ
の
視
点
で

「
マ
イ
・
ス
ト
ー
リ
ー
」を
描
か
せ
る

多
く
の
教
師
が
感
じ
る

「
探
究
学
習
と
進
路
学
習
の
連
携
」
の
難
し
さ

探
究
学
習
・
進
路
学
習
に
お
け
る
課
題

進路・キャリア×探究セミナー
レポート

探究学習
自身の興味・関心を起点としたキャリア形成

興味・関心 ▶ 問い ▶ 将来

進路学習
将来就きたい職業や志望校からの逆算

職業 ▶ 学部決定 ▶ 文理選択

キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
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宇
土
高
校
で
は
２
０
２
３
年
度
、
探
究
学

習
の
推
進
に
お
い
て
中
心
的
役
割
を
担
っ
て

き
た
研
究
開
発
部
と
進
路
指
導
部
を
統
合

し
、
探
究
部
と
し
た
。
探
究
部
の
部
長
で
あ

り
、
進
路
指
導
主
事
の
後
藤
裕
市
先
生
は
、

「
進
路
の
目
標
を
早
期
に
明
確
に
し
た
上
で
、

そ
こ
に
到
達
す
る
た
め
に
必
要
な
力
を
身
に

つ
け
さ
せ
て
い
き
た
い
が
、
１
年
次
か
ら
目

標
が
明
確
に
な
っ
て
い
る
生
徒
は
少
な
い
。

ま
た
、
興
味
・
関
心
の
あ
る
テ
ー
マ
で
探
究

学
習
に
取
り
組
ん
で
も
、
そ
れ
だ
け
で
は
将

来
の
目
標
に
つ
な
が
り
に
く
い
。
だ
か
ら
こ

そ
、
ベ
ク
ト
ル
の
異
な
る
２
つ
の
ア
プ
ロ
ー

チ
の
両
方
を
大
切
に
す
る
こ
と
で
、
生
徒
の

主
体
的
な
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
を
支
援
で
き

る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
た
」
と
、
組
織
改

編
の
ね
ら
い
を
振
り
返
っ
た
。

　
新
設
し
た
探
究
部
で
は
、
生
徒
と
保
護
者

に
対
し
て
、
志
望
理
由
書
や
自
己
推
薦
書
は

進
学
で
あ
っ
て
も
就
職
で
あ
っ
て
も
求
め
ら

れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
と
、
そ
れ
ら
の
書
類

や
面
接
な
ど
を
通
じ
て
、
過
去
の
経
験
か
ら

未
来
の
ビ
ジ
ョ
ン
ま
で
を
つ
な
げ
て
「
マ
イ・

ス
ト
ー
リ
ー
」
と
し
て
語
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
て
お
り
、
過
去
と
未
来
を
つ
な
ぐ
高
校
時

代
の
学
び
・
経
験
の
１
つ
が
探
究
学
習
で
あ

る
こ
と
を
丁
寧
に
伝
え
て
い
る
と
い
う
。

　
同
校
で
は
、
探
究
学
習
を
通
し
て
育
成
を

目
指
す
資
質
・
能
力
を
「
Ｌ
Ｏ
Ｇ
Ｉ
Ｃ
」（
＊

２
）
と
し
て
整
理
し
、
高
校
１
年
次
の
前
半

に
１
人
１
テ
ー
マ
の
探
究
学
習
に
取
り
組
ま

せ
る
。
１
年
次
の
後
半
は
個
人
ま
た
は
グ

ル
ー
プ
で
プ
レ
課
題
研
究
に
取
り
組
ま
せ
、

２
年
次
、
３
年
次
の
課
題
研
究
に
発
展
さ
せ

る
。
ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
や
外
部
研

修
な
ど
の
機
会
を
通
し
て
、
大
学
の
研
究
者

や
自
治
体
、
企
業
、
地
域
の
社
会
人
と
接
す

る
こ
と
で
、
生
徒
は
探
究
テ
ー
マ
を
深
め
な

が
ら
、
自
身
の
将
来
に
関
連
す
る
問
い
を
見

つ
け
る
。

　
探
究
テ
ー
マ
は
、
過
去
の
経
験
や
体
験
、

将
来
の
目
標
と
関
連
づ
け
な
が
ら
設
定
さ
せ

て
い
る
（
図
２
）。
ま
た
、
生
徒
が
自
分
の

価
値
観
や
経
験
、
強
み
を
、
質
問
カ
ー
ド
や

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
と
い
っ
た
学
校
独
自
の

ツ
ー
ル
を
用
い
て
自
己
評
価
や
相
互
評
価
を

す
る
機
会
を
設
け
、
自
ら
が
立
て
た
問
い
と

過
去
の
経
験
や
将
来
と
の
関
連
に
気
づ
か
せ

る
振
り
返
り
を
実
施
し
て
い
る
。

　
そ
し
て
、マ
イ
ン
ド
マ
ッ
プ
な
ど
を
使
っ

て
探
究
学
習
で
の
様
々
な
学
び
や
経
験
を
教

師
と
対
話
を
し
な
が
ら
振
り
返
る
中
で
、進

路
の
新
た
な
可
能
性
に
気
づ
く
生
徒
も
多
く

い
る
。「
マ
イ
ン
ド
マ
ッ
プ
の
中
心
に
あ
る
探

究
テ
ー
マ
で
は
な
く
、探
究
テ
ー
マ
か
ら
派

生
し
た
事
柄
が
進
路
選
択
に
つ
な
が
る
ケ
ー

ス
も
少
な
く
な
い
」と
後
藤
先
生
は
語
っ
た
。

＊2 LOGIC=Logicality（論理性）、Objectivity（客観性）、Global（グローバル）、Innovativeness（革新性）、Creativity（創造性）

探究テーマから自分の思いや強みに気づかせる

※学校資料をそのまま掲載。

自分と探究テーマの関係を整理するシート図２

探究テーマについて、「興味・関心との関連」「高校入学前の経
験・体験との関連」「高校入学後の経験・体験、授業との関連」
「将来・目標との関連」の４つの視点で深掘りし、探究テーマを
自分事化させている。

熊
本
県
立
宇
土
中
学
校
・

宇
土
高
校

後
藤
裕
市 

ご
と
う
・
ゆ
う
い
ち

同
校
に
赴
任
し
て
12
年
目
。
探
究
部
長
・
進
路
指
導
主

事
・
指
導
教
諭
。
理
科
（
生
物
）。

探
究
学
習
で

生
徒
の
過
去
と
未
来
を
つ
な
ぐ

探
究
か
ら
進
路・キ
ャ
リ
ア
へ

～
何
が
つ
な
が
る
の
か
、何
を
つ
な
げ
る
の
か
～

熊
本
県
立
宇
土
中
学
校・宇
土
高
校

　後
藤
裕
市

講
演
【
要
旨
】

管
理
職

教
務
担
当

進
路
担
当

担
任

お
勧
め
の
分
掌
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23
年
度
か
ら
は
進
路
検
討
会
の
あ
り
方
も

変
わ
っ
た
。
進
路
検
討
会
で
配
布
す
る
資
料

に
は
、
探
究
テ
ー
マ
や
取
り
組
み
の
内
容
、

キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
の
意
向
、
身
に
つ
い
た

コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
を
盛
り
込
む
よ
う
に
し
た

（
図
３
）。
進
路
検
討
会
に
は
、
過
去
に
対
象

の
生
徒
の
探
究
学
習
に
か
か
わ
っ
た
教
師
も

参
加
し
、
探
究
学
習
の
成
果
を
生
か
す
こ
と

が
で
き
る
進
路
は
ど
こ
か
を
複
数
の
教
師
の

視
点
で
検
証
し
、
生
徒
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク

し
て
い
る
と
い
う
。

　
探
究
学
習
と
進
路
学
習
の
連
携
が
進
む
同

校
だ
が
、
探
究
学
習
の
テ
ー
マ
や
研
究
内
容

を
年
内
入
試
に
つ
な
げ
ら
れ
る
生
徒
が
増
え

る
こ
と
だ
け
を
期
待
し
て
い
る
わ
け
で
は
な

い
と
後
藤
先
生
は
説
明
す
る
。
現
状
、
大
学

で
も
探
究
テ
ー
マ
に
継
続
し
て
取
り
組
む
こ

と
を
希
望
し
て
進
路
を
選
ぶ
生
徒
は
１
、２

割
程
度
で
、
多
く
の
生
徒
は
、
探
究
学
習
の

取
り
組
み
を
発
展
さ
せ
る
と
ど
の
よ
う
な
研

究
分
野
や
研
究
ス
タ
イ
ル
と
マ
ッ
チ
ン
グ
し

そ
う
か
と
い
う
広
い
視
点
で
進
路
を
選
ん
で

い
る
。
そ
れ
は
、
探
究
学
習
を
通
し
て
、
自

分
の
価
値
観
や
経
験
、
強
み
を
、
生
徒
が
言

語
化
で
き
て
い
る
か
ら
だ
と
後
藤
先
生
は
考

え
て
い
る
。「
探
究
テ
ー
マ
が
直
接
進
路
に

つ
な
が
ら
な
く
て
も
、
探
究
学
習
を
通
し
て

身
に
つ
け
た
積
極
性
や
調
整
力
な
ど
の
資

質
・
能
力
を
自
分
の
武
器
と
し
て
打
ち
出
し
、

進
路
を
実
現
す
る
生
徒
が
増
え
て
き
た
。
探

究
テ
ー
マ
と
異
な
る
学
部
・
学
科
に
進
む
生

徒
は
今
後
も
増
え
る
だ
ろ
う
」
と
後
藤
先
生

は
展
望
を
語
っ
た
。

　
同
校
で
は
、「
総
合
的
な
探
究
の
時
間
」

以
外
の
授
業
も
探
究
型
に
し
て
い
く
た
め
、

全
教
科
で
探
究
の
「
問
い
」
を
作
る
授
業
改

善
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
年
度
当
初
に
全
教

師
が
参
加
し
て
、
探
究
型
の
授
業
づ
く
り
の

研
修
を
行
う
こ
と
が
で
き
て
い
る
の
も
、
探

究
学
習
が
生
徒
の
進
路
実
現
に
大
き
く
か
か

わ
っ
て
い
る
と
い
う
共
通
認
識
が
校
内
に
醸

成
さ
れ
て
い
る
か
ら
だ
と
後
藤
先
生
は
説
明

し
た
。
今
後
は
、
探
究
学
習
で
蓄
積
さ
れ
た

活
動
記
録
を
進
路
学
習
に
還
元
す
る
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
の
あ
り
方
や
、
探
究
テ
ー
マ
と
は
異

な
る
文
献
を
読
ん
だ
り
、
小
論
文
を
書
い
た

り
し
て
生
徒
の
視
野
を
広
げ
さ
せ
る
指
導
を

検
討
し
て
い
き
た
い
と
い
う
。

　
宇
土
高
校
で
は
、
探
究
学
習
と
進
路
学
習

を
担
当
す
る
分
掌
が
統
合
し
、
将
来
就
き
た

い
職
業
や
志
望
校
を
起
点
に
し
た
「
な
り
た

い
自
分
」
と
、
自
身
の
興
味
・
関
心
を
起
点

に
し
た
「
し
た
い
自
分
」
と
い
う
２
つ
の
視

点
か
ら
生
徒
の
進
路
観
の
醸
成
を
促
す
体
制

を
整
え
た
。
そ
し
て
、
探
究
学
習
に
お
け
る

学
び
や
経
験
と
、
そ
れ
ら
を
通
じ
て
身
に
つ

い
た
力
や
将
来
と
の
つ
な
が
り
を
自
覚
さ
せ

る
こ
と
で
、
今
後
、
自
分
は
ど
う
生
き
て
い

き
た
い
か
を
、
探
究
学
習
の
振
り
返
り
を
通

じ
て
生
徒
が
展
望
を
描
け
る
よ
う
に
し
た
。

さ
ら
に
、
探
究
学
習
に
お
け
る
生
徒
の
変
化

や
成
長
を
、
進
路
検
討
会
な
ど
を
通
じ
て
教

師
間
で
共
有
し
、
生
徒
の
「
マ
イ
・
ス
ト
ー

リ
ー
」
の
構
築
を
、
学
校
全
体
で
支
援
す
る

よ
う
に
し
て
い
る
。

※学校資料を基に編集部で作成。

キャリアデザインの視点で進路検討会を実施
３年次10月の進路検討会資料（抜粋）図３

３年次 10 月の進路検討会で配布する資料には、生徒の希望進路や評定、模擬試験の
結果といった、以前から活用していた情報に加えて、高校で取り組んできた探究テーマ
や取り組みの内容、育成を目指す資質・能力に関する評価スコアなどを盛り込んでいる。
進路検討会の資料は、ウェブサイト『VIEW next ONLINE』（https://view-
next.benesse.jp/view/cat/bkn-hs/）からダウンロード可能。

◎キャリアデザインに関する生徒の意向
【現在】志望する自分 ●●大学●●学部●●学科

【未来】ヴィジョン
地熱エネルギーの普及に向けた地熱発電の課題解決や新しい再生可能
エネルギーの開発にかかわる研究がしたい

【将来】学びたいこと 世界の資源や環境にかかわる問題　発電の仕組み　非在来型資源の利用

【過去】経験・体験
熊本地震の経験　環境問題の解決に向けてＳＤＧｓなどの取り組みが
世界で行われていること

◎探究学習テーマ及び実績
探究活動

ロジック
リサーチ

睡魔とストレスの関係

プレ課題
研究

睡眠と記憶の関係

課題研究
昼寝に最適な音楽を
探る

活動歴・実績

●●年●月　●●研究発表会（県内高校生対象）

●●年●月　●●大学と研究に関するディスカッション

●●年●月　●●大会国際会議（オンラインで英語発表）

探
究
学
習
で
の
成
長
を

進
路
検
討
会
の
資
料
に
盛
り
込
む

学
校
ぐ
る
み
で
生
徒
の

「
マ
イ
・ス
ト
ー
リ
ー
」構
築
を
支
援

DOWN
L O A D
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　そ
も
そ
も
明
確
な
志
望
理
由
を
含
む
「
マ

イ
・
ス
ト
ー
リ
ー
」
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の

な
の
だ
ろ
う
か
。
例
え
ば
、「
幼
少
時
に
病

気
で
入
院
し
た
こ
と
が
あ
り
、
そ
れ
が
き
っ

か
け
で
看
護
師
に
憧
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
」

と
い
っ
た
過
去
の
経
験
か
ら
、
あ
る
職
業
を

目
指
す
生
徒
は
少
な
く
な
い
。
し
か
し
、
高

校
時
代
の
ど
の
よ
う
な
学
び
や
経
験
が
、
自

分
の
志
望
を
確
か
な
も
の
に
す
る
こ
と
に
つ

な
が
っ
た
か
を
内
省
し
な
け
れ
ば
、
過
去
・

現
在
・
未
来
を
貫
く
明
確
な
志
望
理
由
を
含

む
「
マ
イ
・
ス
ト
ー
リ
ー
」
に
は
な
ら
な
い
。

　つ
ま
り
、
生
徒
が
探
究
学
習
を
始
め
と
す

る
高
校
時
代
の
学
び
や
経
験
を
内
省
し
、
過

去
・
現
在
・
未
来
の
つ
な
が
り
を
見
い
だ
し

て
い
く
こ
と
で
、「
看
護
師
と
い
う
職
業
で

得
ら
れ
る
喜
び
が
自
分
に
と
っ
て
大
き
な
意

味
を
持
つ
こ
と
を
、
探
究
学
習
の
中
で
経
験

し
た
○
○
で
確
信
し
た
」
と
い
っ
た
よ
う
に
、

明
確
な
志
望
理
由
を
含
む
「
マ
イ
・
ス
ト
ー

リ
ー
」
と
し
て
語
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
る
だ
ろ
う
。

　ま
た
「
マ
イ
・
ス
ト
ー
リ
ー
」
の
構
築
に

よ
っ
て
、
自
分
の
進
路
を
幅
広
く
考
え
る
こ

と
も
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
例
え
ば
、
高
校

時
代
の
探
究
学
習
の
中
で
の
様
々
な
経
験
を

通
し
て
、
自
分
が
生
き
て
い
く
上
で
大
切
に

し
た
い
価
値
観
に
気
づ
く
こ
と
が
で
き
れ

ば
、「
看
護
学
だ
け
で
は
な
く
て
、
心
理
学

や
社
会
学
か
ら
も
ア
プ
ロ
ー
チ
が
で
き
る
か

も
し
れ
な
い
」
な
ど
と
、
進
路
の
選
択
肢
を

広
げ
て
い
く
こ
と
も
で
き
る
だ
ろ
う
。

　探
究
学
習
で
の
学
び
や
経
験
を
軸
に
、
生

徒
が
自
分
の
過
去
と
未
来
を
つ
な
ぐ
た
め
に

は
、
探
究
学
習
を
充
実
さ
せ
る
だ
け
で
な
く
、

探
究
学
習
の
プ
ロ
セ
ス
の
中
に
、
進
路
に
つ

な
が
る
探
究
学
習
で
の
学
び
や
気
づ
き
を
繰

り
返
し
内
省
さ
せ
る
場
を
つ
く
る
こ
と
が
重

要
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
、
宇
土
高
校
の
事

例
が
示
し
て
い
る
。

※セミナーの内容を基に編集部で作成。

生徒が「マイ・ストーリー」を構築するためのポイント
内省

心が動いたことや、
なぜ心が動いたのかを振り返り、

より深く自分を知る

多くの問いを投げかける機会を設定
教師→生徒、生徒→生徒、自分→自分、外部→生徒新たな価値観に触れる機会の設定　 経験と内省を踏まえた

キャリアデザインの創造

展望

より深く自分を知り、今後の
よりよい生き方を考える

経験

探究学習や進路学習を通じて、
視野をより広げる

内省で過去・現在・未来をつなげる

探
究
学
習
の
プ
ロ
セ
ス
の
中
に

進
路
に
つ
な
が
る
内
省
の
場
を
つ
く
る

内
省
で
過
去
・
現
在
・
未
来
を
つ
な
げ
、

「
マ
イ・ス
ト
ー
リ
ー
」を
構
築
す
る

ま
と
め

2023年度　進路・キャリア×探究セミナー 
これからの「総合的な探究の時間」と進路学習について考えるアーカイブページのご案内

　多くの学校から「『総合的な探究の時間』に力を入れて取り組んではいるものの、従来型の進路学習との両立が難しい」といっ
た声を伺う中で、本セミナーでは、低学年次における「総合的な探究の時間」を軸にしながら、生徒の明確な志望理由の支えと
なる進路・キャリア観をいかに醸成するか、実践事例を基にそのポイントをご紹介しました。下記のセミナーアーカイブページ
より、ぜひ詳細をご覧ください。

https://bhso.benesse.ne.jp/hs_online/sidou/shinkatei/article/20231206_sougotekitankyu/

◎本セミナーで紹介した、進路・探究・小論文学習ができる統合型デジタル教材「キャリアナビ」の詳細は、
右の２次元コードまたは下記URLからご覧ください。

https://www.benesse.co.jp/tankyu/career_demo/taiken_top.html

アーカイブ動画・
資料公開！

管
理
職

教
務
担
当

進
路
担
当

担
任

お
勧
め
の
分
掌
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楠
田
　
２
０
２
３
年
８
月
の
校
内
研
修
で

行
っ
た
業
務
分
析（
＊
１
）を
基
に
整
理
し

た
、
働
き
が
い
を
高
め
る
た
め
の
課
題
に
つ

い
て
、
改
善
に
着
手
し
ま
し
た
（
課
題
整
理

の
過
程
は
、
23
年
12
月
号
の
本
コ
ー
ナ
ー
で

紹
介
）。
課
題
の
１
つ
で
あ
る
、
職
場
の
風

通
し
を
よ
く
す
る
た
め
の
教
師
間
の
情
報
共

有
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
進
め
ま
し
た
。

⑴
23
年
12
月
末
に
職
員
会
議
を
行
う
こ
と

を
、主
な
学
校
行
事
が
終
わ
っ
た
10
月
末
、

校
内
で
事
前
に
周
知
。主
な
議
題
は
、22

年
度
の
総
括
や
分
掌
間
の
連
携
が
不
十

分
で
、
23
年
度
は
準
備
が
滞
っ
た「
菊
高

ジ
ャ
ッ
ク
」（＊
２
）の
24
年
度
の
開
催
形
態
。

⑵
11
月
、各
分
掌
と
各
学
年
団
で
同
行
事
の

成
果
と
課
題
を
話
し
合
っ
て
も
ら
い
、そ

の
結
果
を
基
に
、
菊
高
ジ
ャ
ッ
ク
実
行
委

員
会
が
24
年
度
の
開
催
形
態
案
を
作
成
。

⑶
開
催
形
態
案
を
運
営
委
員
会
で
審
議
し
た

上
で
、
12
月
末
に
職
員
会
議
を
実
施
。

露
口
　
各
教
師
が
事
前
に
課
題
や
成
果
に
つ

い
て
議
論
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、同
行
事
の
目

的
を
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
し
た
わ
け
で
す
ね
。

楠
田
　
３
年
前
、
商
業
科
の
探
究
の
場
と
し

て
始
ま
っ
た
同
行
事
の
趣
旨
を
踏
ま
え
る

と
、
２
学
科
合
同
実
施
に
は
無
理
が
あ
る
と

職
員
会
議
で
合
意
が
得
ら
れ
、
同
行
事
は
商

業
科
の
み
で
行
う
こ
と
に
決
ま
り
ま
し
た
。

同
行
事
の
趣
旨
に
立
ち
返
る
こ
と
で
、
開
催

形
態
が
確
定
し
、
教
師
間
に
前
向
き
に
取
り

組
む
雰
囲
気
が
醸
成
さ
れ
た
と
思
い
ま
す
。

た
だ
、
情
報
共
有
で
あ
っ
て
も
会
議
を
増
や

し
て
よ
か
っ
た
の
か
、
気
に
な
っ
て
い
ま
す
。

露
口
　
情
報
共
有
に
つ
い
て
は
、「
合
意
形

成
」と「
事
実
の
伝
達
」に
分
け
て
考
え
ま
し
ょ

う
（
図
❶
）。
合
意
形
成
は
対
面
の
会
議
で
行

う
こ
と
が
適
切
で
す
が
、
事
実
の
伝
達
は
Ｉ

Ｃ
Ｔ
を
使
っ
て
行
う
の
で
も
よ
く
、
そ
の
方

が
効
率
的
で
す
。ま
た
、
行
事
の
開
催
形
態

が
決
ま
っ
た
ら
、
次
は
い
つ
ま
で
に
何
を
す

る
の
か
、
当
日
ま
で
の
段
取
り
の
可
視
化
が

必
要
で
す（
図
❷
）。見
通
し
が
立
つ
と
主
体

的
に
業
務
を
進
め
ら
れ
ま
す
し
、
運
営
上
の

問
題
を
洗
い
出
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

楠
田
　
負
担
感
の
あ
る
業
務
に
上
が
っ
た
生

＊２　生徒が地域貢献を目的に企画・運営するイベント。2021 年度に国立教育政策研究所「教育課程研究指定校事業（商業）」の指定を受けて、同年度に商業科が開催し、
生徒が企画した婚活イベントや子どもの職業体験などが行われた。22 年度から普通科も加わった。

アドバイザー

「働きがい改革」を提唱する識者が、学校の働き方改革の
実践をバックアップ。その実践の背景や具体的な取り組み、
そして成果と課題を、複数回にわたってリポートします。

働き方改革働き方改革
生き生きと働き続けられる
学校づくりへの挑戦

働
き
が
い
を
高
め
る
業
務
改
善

趣
旨
の
共
有
と

段
取
り
の
可
視
化
で

目
的
意
識
を
醸
成

愛媛大学大学院教育学研究科　教授

露口健司　つゆぐち・けんじ
主な研究テーマは、学校組織のリーダーシップ、
学校組織のウェルビーイングとワーク・エンゲ
イジメントなど。国立教育政策研究所客員研究
員、中央教育審議会「質の高い教師の確保特別
部会」臨時委員等も務める。近著に、『教員のウェ
ルビーイングを高める学校の「働きやすさ・働
きがい」改革』（教育開発研究所）。

熊本県立
菊池高校編

第 2 回

＊１　業務分析の方法は、本誌10月号の本コーナーをご覧ください。
https://view-next.benesse.jp/view_section/bkn-hs/article17369/　または右の２次元コードからアクセスしてください。

学校概要

設立　 1908（明治 41）年
形態　全日制／普通科・商業科／共学
生徒数　１学年約 130 人
2022年度卒業生進路実績　国公立大は、宮崎
大、熊本県立大に２人が合格。私立大は、九
州共立大、九州看護福祉大、九州ルーテル学
院大、熊本学園大、崇城大などに延べ 19 人
が合格。短大・専門学校進学 45人。就職 40人。

教
頭楠田

美
和 

く
す
だ
・
み
わ

同
校
に
赴
任
し
て
１
年
目
。
地
理

歴
史
科
（
世
界
史
）。

課
題
を
基
に
行
事
の
目
的
を

各
自
が
考
え
る
機
会
を
設
け
る

生
徒
本
位
の
教
育
活
動
を
突
き

詰
め
、
働
き
が
い
に
つ
な
げ
た
い

第１回の記事は下記のＵＲＬ、
または２次元コードからアク
セスしてご覧ください。

https://view-next.benesse.jp/view_section/
bkn-hs/article18098/
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徒
指
導
に
つ
い
て
は
、
生
徒
に
規
則
を
守
ら

せ
る
だ
け
の
指
導
で
は
限
界
が
あ
る
こ
と
を

職
員
会
議
で
伝
え
ま
し
た
が
、「
厳
し
い
指

導
に
も
意
義
が
あ
る
」
と
訴
え
る
教
師
が
い

る
な
ど
、
教
師
そ
れ
ぞ
れ
に
考
え
が
あ
り
、

改
善
の
方
策
は
見
い
だ
せ
て
い
ま
せ
ん
。

露
口
　
整
容
指
導
な
ど
は
大
変
な
割
に
成
果

が
な
い
と
い
っ
た
先
生
方
の
声
を
踏
ま
え
る

と
、「
菊
高
ジ
ャ
ッ
ク
」と
同
様
に
、
教
師
間

で
生
徒
指
導
の
目
的
を
徹
底
的
に
議
論
す
る

こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
ま
す
（
図
❸
）。

楠
田
　
本
校
が
育
成
を
目
指
す
生
徒
像
を
、

い
ま
一
度
共
有
す
る
こ
と
が
必
要
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
校
内
で
粘
り
強
く
対
話
を
重
ね
て

目
線
を
合
わ
せ
た
い
と
思
い
ま
す
。

露
口
　
私
も
大
学
で
業
務
改
善
を
担
当
し
て

い
る
の
で
実
感
し
て
い
ま
す
が
、
す
べ
て
の

教
師
で
改
善
の
目
的
を
共
有
す
る
こ
と
が
難

し
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
時
は
、
改
善

に
意
欲
的
な
教
師
だ
け
で
取
り
組
み
を
始
め

る
こ
と
も
１
つ
の
方
法
で
す
（
図
❹
）。
少

し
で
も
よ
い
の
で
成
果
を
上
げ
、
そ
れ
を
共

有
し
て
賛
同
者
を
増
や
し
、
徐
々
に
改
善
の

規
模
を
広
げ
て
い
く
の
で
す
。

　ま
た
、教
師
の
業
務
軽
減
と
働
き
が
い
の

向
上
を
両
立
さ
せ
る
施
策
と
し
て
提
案
し
た

い
の
が
、生
徒
の
主
体
性
を
生
か
し
た
学
校

運
営
で
す
。
例
え
ば
、学
校
行
事
を
生
徒
主

体
の
運
営
と
し
、上
級
生
が
下
級
生
に
運
営

方
法
を
継
承
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

生
徒
指
導
の
必
要
性
が
高
い
状
況
で
す
と
生

徒
主
体
の
行
事
運
営
に
躊ち

ゅ
う
ち
ょ躇

さ
れ
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、生
徒
が
主
体
的
に
活
動
す
る

こ
と
は
生
徒
の
成
長
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

楠
田
　
学
校
行
事
の
円
滑
な
運
営
が
教
師
の

働
き
が
い
に
つ
な
が
る
と
ば
か
り
考
え
て
い

ま
し
た
が
、
確
か
に
そ
の
通
り
で
す
。
生
徒

主
体
の
教
育
活
動
を
突
き
詰
め
て
い
く
こ
と

が
、
教
師
の
働
き
が
い
の
向
上
に
も
つ
な
が

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

＊３　文部科学省「『緊急提言』を踏まえた文部科学省からの発信について」。

※露口教授の取材を基に編集部で作成。

※文部科学省「『緊急提言』を踏まえた文部科学省からの発信について」（2023年９月）
を基に編集部で作成。

教師一人ひとりにとってベストな働き方を
自分で築いていけるような支援を

Q.なぜ、学校に働き方改革が必要なのでしょうか

　働き方改革では、長時間勤務の是正に関心が集中していますが、それは
働き方改革で行うべきことの１つです。2023年９月に文部科学省が改
めて発信したように（＊３）、学校における働き方改革では、教師自身が日々
の生活を豊かにし、自己研鑽を積んで人間性や創造性を高めて、「子ども
たちへのよりよい教育」を行うことを目指しています。時間外勤務時間
が少なくても教職にやりがいを感じていなければ、担当業務を配置し直
す必要があるかもしれません。働きがいを感じていても自己研鑽の時間
を確保できていないのであれば、業務の効率化を検討すべきでしょう。
　教師は高度専門職であり、時短が主目的の「働きやすさ」だけを目指
すべきではありません。教師一人ひとりが自分にとってベストな働き方を
自分で築いていくことが重要であり、それを支援するのが管理職の役割だ
と考えます。まずは先生方との面談で上記の図を示して、「仕事で何を重
視していますか」「どのように働きたいですか」などと問いかけてみましょ
う。教職人生で何を重視するかは、教師一人ひとりで異なります。それを
見いだす支援をすることで、真の働き方改革が実現するのだと思います。

働きがいを高めるための業務改善の工夫図

❶情報共有は「合意形成」と「事実の伝達」に分け、適切な方法で
教師間の「合意形成」は対面の会議で行うことが適切だが、「事実の伝達」
はＩＣＴを使って行うのでもよく、その方が効率的。また、対面の会議
では建設的な議論ができるよう、事前に議題や問題点を伝えておく。

❷取り組みの段取りを可視化し、ＩＣＴを活用して校内で共有
改善・修正する取り組みは、分掌・教科・学年ごとにいつまでに、何を
すべきかといった実施計画を立て、校内で共有する。ＩＣＴを活用して
進捗を記録しておくと、次年度の運営の参考にもなる。「プロジェクト　
タイムライン」などのキーワードでウェブ検索をして、入手できるビジ
ネスのノウハウから好みのものを探す。その通りにしなくても、考え方
が参考になることがある。

❸取り組みの目的を再度確認・共有する
目的と手段を履き違えることは起こりやすい。「文化祭の目的は何か」「生
徒指導は何のために行うのか」など、「あたり前」のことこそ目的を再
確認し、教師間で共有したい。

❹取り組みを少人数で始め、周りを巻き込む形で広げる
学校全体で推進することが難しい状況であれば、その取り組みに関心の
ある少数の教師でまずは始めてみる。理解を示しそうな教師に成果を伝
えて取り組みに引き込み、徐々に実践を広げていく。

　　　　としての心がけ　露口教授からのアドバイス管 理 職

長時間勤務の是正

日々の生活の質や
教職人生を豊かに

学ぶ時間の確保

ウェルビーイング

教師の健康を守る

自らの人間性や
創造性を高める

自らの授業を磨く

働
き
方
改
革

子どもたち
への
よりよい
教育

教職の魅力向上 優れた人材の確保

管
理
職

教
務
担
当

進
路
担
当

担
任

お
勧
め
の
分
掌
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イ
タ
セ
ン
パ
ラ
の
繁
殖
や
啓
発
活
動
な
ど

を
推
進
す
る
池
谷
館
長
に
と
っ
て
、
長
年
の

課
題
は
魚
の
認
知
度
向
上
だ
っ
た
。

　「
イ
タ
セ
ン
パ
ラ
は
食
べ
ら
れ
ま
せ
ん
し
、

川
で
見
つ
け
る
こ
と
も
難
し
い
魚
で
す
。啓

発
活
動
と
し
て
市
立
図
書
館
に
魚
を
展
示
し

た
り
、小
学
校
で
講
演
し
た
り
し
て
い
ま
す

が
、一
過
性
の
活
動
に
と
ど
ま
っ
て
い
ま
し
た
」

　
そ
の
課
題
に
取
り
組
ん
だ
の
が
、
羽
島
高

校
の
生
徒
だ
。
多
く
の
人
が
手
に
取
り
や
す

い
よ
う
に
と
、
同
魚
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
蒸
し

菓
子
を
開
発
。
蒸
し
菓
子
の
表
面
に
は
生
徒

が
描
い
た
イ
タ
セ
ン
パ
ラ
の
イ
ラ
ス
ト
を
焼

き
印
し
、
ま
た
、
売
り
上
げ
の
一
部
が
保
全

活
動
の
資
金
に
充
て
ら
れ
る
よ
う
に
し
た
。

　「
お
菓
子
は
水
族
館
や
郷
土
の
土
産
に
な

り
ま
す
し
、購
入
が
保
全
活
動
の
貢
献
に
な

る
仕
組
み
は
よ
い
ア
イ
デ
ア
で
し
た
。宣
伝

効
果
が
高
く
、認
知
度
向
上
の
キ
ラ
ー
コ
ン

テ
ン
ツ
に
な
る
と
感
じ
ま
し
た
」（池
谷
館
長
）

　
そ
の
活
動
を
知
っ
た
地
元
密
着
型
チ
ー
ム

の「
Ｆ
Ｃ
岐
阜
」が
、試
合
会
場
内
に
コ
ラ
ボ

菓
子
の
販
売
場
所
を
設
置
し
た
（
写
真
１
）。

自
身
も
初
め
て
イ
タ
セ
ン
パ
ラ
を
知
っ
た
と

言
う
社
会
連
携
担
当
の
鷲す

見み

有ゆ

香か

さ
ん
は
、

「
高
校
生
と
一
緒
に
館
長
か
ら
イ
タ
セ
ン
パ

ラ
の
現
状
を
学
び
、
地
域
の
自
然
を
守
る

活
動
に
意
義
を
感
じ
ま
し
た
。
高
校
生
の
活

動
は
地
域
の
活
性
化
に
も
つ
な
が
り
ま
す
か

ら
、今
後
も
支
援
し
て
い
き
ま
す
」
と
語
る
。

　
岐
阜
県
立
羽
島
高
校
は
、２
０
２
１

年
度
か
ら
３
年
次
の
選
択
科
目
「
課

題
研
究
」
で
、
地
元
の
羽
島
市
が
力

を
入
れ
る
淡
水
魚
「
イ
タ
セ
ン
パ
ラ
」

の
保
全
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

同
魚
は
、
同
市
に
隣
接
す
る
木
曽
川
、

大
阪
府
の
淀
川
水
系
、
富
山
県
氷
見

市
の
河
川
の
み
に
生
息
す
る
日
本
固

有
種
で
、
国
の
天
然
記
念
物
で
あ
り
、

絶
滅
危
惧
種
に
も
指
定
さ
れ
て
い
る
。

　
同
魚
の
保
全
活
動
に
十
数
年
来
取

り
組
む
「
世
界
淡
水
魚
園
水
族
館
ア

ク
ア
・
ト
ト
ぎ
ふ
」
の
池い

け

谷や

幸こ
う

樹き

館

長
か
ら
、「
ま
ず
は
魚
の
認
知
度
向
上

が
課
題
」
と
聞
い
た
生
徒
は
22
年
度
、

以
前
新
商
品
の
開
発
に
協
力
し
た
地

元
和
菓
子
店
「
兎と

月げ
つ

園え
ん

」
と
協
働
で
、

同
魚
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
蒸
し
菓
子
を

開
発
。
水
族
館
と
同
店
以
外
の
販
路

を
模
索
し
て
い
る
と
、
そ
の
活
動
に

注
目
し
た
テ
レ
ビ
番
組
の
仲
介
で
23

年
度
、
地
元
の
プ
ロ
サ
ッ
カ
ー
チ
ー

ム「
Ｆ
Ｃ
岐
阜
」と
連
携
す
る
こ
と
に
。

生
徒
が
試
合
会
場
で
コ
ラ
ボ
菓
子
を

販
売
し
た
と
こ
ろ
、
１
５
０
セ
ッ
ト

が
３
時
間
で
完
売
。そ
の
成
功
を
き
っ

か
け
に
、
生
徒
か
ら
活
動
の
ア
イ
デ

ア
が
次
々
と
出
て
き
て
い
る
。

写真１　試合会場では、コラボ菓子の販売
に加えて、イベントステージでイタセンパ
ラを大々的に紹介。ＰＲのチラシ600枚を、
親子連れが中心の来場者に配布した。

左から／池
いけ
谷
や
幸
こう
樹
き
（世界淡水魚園水族館ア

クア・トトぎふ　館長）、鷲
す
見
み
有
ゆ
香
か
（ＦＣ岐阜　社

会連携グループホームタウンチームチーフ）

取
り
組
み
の
概
要

生徒の発想を地域の支援で具現化。
絶滅危惧種の保全に力を合わせる

岐阜県立羽島高校

高
校
生
の
ア
イ
デ
ア
と
行
動
力
で

魚
の
認
知
度
向
上
に
弾
み
！

岐阜市

各務原市
羽島市

イタセンパラの
コラボ菓子
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生
徒
指
導
が
厳
し
い
時
期
も
あ
っ
た
が
、

地
域
連
携
が
活
発
に
な
っ
て
か
ら
は
校
内

が
落
ち
着
い
て
き
た
。
下し

も

野の

宗む
ね

紀き

校
長
は
、　

「
学
校
外
の
人
と
接
す
る
際
、
生
徒
は
自
然

と
自
分
を
律
し
ま
す
。
そ
れ
が
学
習
面
に
も

好
影
響
を
及
ぼ
し
、週
末
課
題
も
発
展
内
容

ま
で
積
極
的
に
取
り
組
む
生
徒
が
増
え
て
い

ま
す
。ま
た
、生
徒
や
保
護
者
の
学
校
へ
の
満

足
度
が
向
上
し
て
い
ま
す
」と
成
果
を
語
る
。

　「
後
輩
に
保
全
活
動
を
継
続
し
て
ほ
し
い
」

「
１
年
次
か
ら
取
り
組
め
ば
も
っ
と
発
展
さ

せ
ら
れ
る
」
と
い
っ
た
声
が
生
徒
か
ら
上

が
っ
て
お
り
、
24
年
度
は
地
域
連
携
を
さ
ら

に
深
い
学
び
の
場
に
す
る
こ
と
を
目
指
す
。

教
務
部
長
の
中
田
啓け

い

士じ

先
生
は
、「
地
域
か

ら
連
携
の
依
頼
が
増
え
て
い
る
中
、
教
育
効

果
が
よ
り
大
き
い
活
動
と
な
る
よ
う
、
生
徒

が
企
画
段
階
か
ら
か
か
わ
る
連
携
を
強
化

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」と
展
望
を
語
る
。

　
イ
タ
セ
ン
パ
ラ
の
保
全
活
動
に
つ
い
て

は
、
川
の
清
掃
活
動
や
小
学
生
向
け
の
環
境

教
室
な
ど
を
検
討
中
だ
（
写
真
２
）。
生
徒

が
コ
ラ
ボ
商
品
と
し
て
文
房
具
の
ア
イ
デ
ア

を
話
す
と
、
鷲
見
さ
ん
は
「
一
緒
に
取
り
組

め
そ
う
な
パ
ー
ト
ナ
ー
企
業
が
あ
る
の
で
紹

介
し
ま
す
ね
」
と
応
え
た
。
連
携
の
輪
が
広

が
り
、
生
徒
の
活
動
が
活
性
化
し
て
学
び
が

深
ま
る
。「
長
良
川
な
ど
を
有
す
る
『
清
流

の
国
ぎ
ふ
』の
活
動
と
し
て
発
展
さ
せ
た
い
」

と
、
生
徒
、
教
師
、
地
域
、
皆
が
意
気
込
む
。

　
市
内
唯
一
の
高
校
で
あ
る
同
校
は
、
全
国

大
会
へ
の
出
場
実
績
が
あ
る
吹
奏
楽
部
が
地

域
の
祭
り
で
演
奏
し
た
り
、「
Ｓ
ク
ラ
ブ
」（
＊

１
）
が
地
域
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
た

り
と
、
主
に
課
外
活
動
で
地
域
連
携
を
行
っ

て
き
た
。
そ
こ
か
ら
一
歩
踏
み
込
み
、
生
徒

の
学
び
に
直
結
す
る
地
域
連
携
を
実
践
し
よ

う
と
、
羽
島
市
に
相
談
し
て
イ
タ
セ
ン
パ
ラ

の
保
全
活
動
に
参
画
す
る
こ
と
に
し
た
。

　「
課
題
研
究
」の
授
業
の
み
で
の
活
動
だ
っ

た
が
、「
Ｆ
Ｃ
岐
阜
」と
の
連
携
に
よ
っ
て
生

徒
の
動
き
が
活
発
に
な
っ
た
。
高
校
生
と
Ｊ

リ
ー
グ
に
よ
る
地
域
連
携
を
紹
介
す
る
テ

レ
ビ
番
組
で
同
校
の
保
全
活
動
が
取
り
上

げ
ら
れ
、生
徒
が
オ
ン
ラ
イ
ン
出
演
。他
の

出
演
校
の
地
域
連
携
の
内
容
に
刺
激
を
受
け

る
と
と
も
に
、
テ
レ
ビ
局
か
ら
紹
介
さ
れ
た

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
か
ら
、「
君
た
ち
が
動
か
な

い
と
始
ま
ら
な
い
よ
」「
ア
イ
デ
ア
が
あ
れ

ば
実
現
を
支
援
す
る
よ
」と
声
を
か
け
ら
れ
、

生
徒
は
奮
起
。
水
族
館
を
訪
れ
て
イ
タ
セ
ン

パ
ラ
の
生
態
な
ど
を
改
め
て
学
ん
だ
。
課
題

研
究
担
当
の
浦
部
陽あ

き
ら

先
生
は
、
学
校
外
の
大

人
か
ら
認
め
ら
れ
る
こ
と
で
生
徒
は
自
信

を
持
ち
、意
欲
が
さ
ら
に
高
ま
っ
た
と
語
る
。

　「
イ
タ
セ
ン
パ
ラ
の
現
状
を
自
分
の
言
葉

で
説
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、

『
活
動
継
続
の
た
め
に
、
子
ど
も
へ
の
認
知

を
広
げ
た
い
』『
子
ど
も
に
分
か
り
や
す
く

説
明
す
る
に
は
ど
う
す
る
？
』な
ど
と
、次
々

と
意
見
を
出
す
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」

　
生
徒
は
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
学
ぼ
う
と

朝
日
大
学
経
営
学
部
の
ゼ
ミ
を
見
学
。
保
全

活
動
を
紹
介
し
た
と
こ
ろ
、ゼ
ミ
生
か
ら「
小

学
生
が
よ
く
使
う
も
の
を
グ
ッ
ズ
に
し
て

は
ど
う
か
」と
い
う
意
見
が
出
た
。
す
る
と
、

生
徒
か
ら
下
敷
き
な
ど
の
案
が
上
が
り
、
24

年
度
の
活
動
に
つ
な
げ
る
こ
と
に
し
た
。

左から／中田啓
けい

士
じ
（教務部長、地理歴史・

公民科［世界史］）、下
しも

野
の
宗
むね

紀
き
（校長）、浦部　

陽
あきら
（進路指導部長、課題研究担当）

写真２　イタセンパラのPRチラシの内容
を小さな子どもが理解できるようにと、美
術部の生徒が紙芝居を制作（＊２）。それを
教材にして環境教室を実施することも検討
中だ。

＊１　主にボランティア活動を行う部活動。　＊２　紙芝居は、『VIEW next ONLINE』でご覧いただけます。下記ＵＲＬ、または右の２次元コード
からアクセスしてください。https://view-next.benesse.jp/view/web-hs/article18393/

保
全
活
動
の
輪
を
広
げ
る
中
で

生
徒
の
学
び
を
深
め
、

地
域
の
自
然
を
守
っ
て
い
き
た
い

学
校
外
の
大
人
に
認
め
ら
れ
る
こ
と
で

自
信
を
持
ち
、自
ら
動
き
出
す

２
０
２
２
年
度
卒
業
生
進
路
実
績

　
４
年
制
大
は
、朝
日
大
、岐
阜
協
立
大
、

岐
阜
聖
徳
学
園
大
、
金
城
学
院
大
、
椙
山
女
学
園
大
、
中
京
大
、
中
部
大
、

名
城
大
な
ど
に
延
べ
23
人
が
合
格
。
短
大
・
専
門
学
校
進
学
41
人
。
独
立

行
政
法
人
大
学
校
進
学
２
人
。
就
職
49
人
。

設
立 
１
９
２
１
（
大
正
10
）年

形
態 
全
日
制
／
普
通
科
／

 
共
学

　

生
徒
数 

１
学
年
約
１
６
０
人

学校概要

管
理
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担
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進
路
担
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コミュニティフリッジには、冷凍・冷蔵食品
以外にも、野菜や米、レトルト食品などが並ぶ。

倉庫は商業施設の駐車場の一角にあるため、
人目につきにくい。24時間利用が可能。

支
援
を
受
け
る
人
と
す
る
人
が
、

顔
を
合
わ
せ
な
い
思
い
や
り
で

つ
な
が
る「
公
共
冷
蔵
庫
」

一
般
社
団
法
人
北
長
瀬
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
代
表
理
事 

石
原
達
也

創り人からのメッセージ
つ く り び と

1977年岡山県生まれ。森林にかかわる仕事を志し、高校では林業を学んだ。
中国の砂漠緑化活動に参加したことがきっかけとなり、乾燥地研究センター
を有する鳥取大学へ進学。在学中に森林保護やまちづくりに取り組むNPO法
人を設立した。現在、一般社団法人北長瀬エリアマネジメント代表理事のほ
か、特定非営利活動法人岡山NPOセンター代表理事などを務め、「社会編集
者」「社会の仕組み屋」として、まちづくりや社会事業の開発・経営にかかわ
る。2020年11月、個人や企業、商店などから寄付された食料品や日用品を、
経済的に困窮する家庭など、支援が必要な人に提供する「北長瀬コミュニティ
フリッジ（公共冷蔵庫）」の運営をスタートさせた。

支援を必要とする人が、人目を気にすることなく
食料品や日用品を取りに行ける仕組みをつくった

寄付された食料品などを必要な人が自由に取りに来ることができるコミュニティフリッジ（公
共冷蔵庫　写真右）。コミュニティフリッジのある倉庫内に設置されている「コミュニケーショ
ンボード」には、利用者からの感謝のメッセージが並ぶ（写真上）。
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　「
北
長
瀬
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
フ
リ
ッ
ジ
」
は
、

個
人
や
企
業
な
ど
か
ら
寄
付
さ
れ
た
食
料
品

や
日
用
品
を
保
管
し
、
そ
れ
ら
を
必
要
と
す

る
人
に
、
必
要
な
時
に
取
り
に
来
て
も
ら
う
、

「
公
共
冷
蔵
庫
」
と
呼
ば
れ
る
仕
組
み
で
す
。

　近
年
、
離
職
や
離
婚
、
介
護
な
ど
の
事
情

で
経
済
的
に
困
窮
す
る
人
が
増
え
て
い
ま

す
。
特
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染

拡
大
の
影
響
で
増
加
し
た
の
が
、
あ
る
日
突

然
職
場
が
閉
店
・
休
業
す
る
な
ど
し
て
仕
事

が
な
く
な
り
、
収
入
が
途
絶
え
て
し
ま
っ
た

人
た
ち
で
す
。
そ
う
し
た
人
た
ち
に
と
っ
て
、

支
援
を
受
け
る
た
め
に
自
分
の
窮
状
を
他
人

に
説
明
す
る
こ
と
は
、
精
神
的
に
大
き
な
苦

痛
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
支

援
を
受
け
る
人
と
支
援
を
す
る
人
が
顔
を
合

わ
せ
ず
、
程
よ
い
距
離
感
を
保
っ
た
ま
ま
必

要
な
支
援
が
実
現
さ
れ
る
方
法
を
考
え
た
末

に
、
欧
米
で
実
践
さ
れ
て
い
た
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
フ
リ
ッ
ジ
の
取
り
組
み
を
岡
山
で
始
め

ま
し
た
。

　北
長
瀬
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
フ
リ
ッ
ジ
は
、
登

録
し
た
利
用
者
が
、
食
料
品
や
日
用
品
が
置

い
て
あ
る
無
人
倉
庫
の
電
子
ロ
ッ
ク
を
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
解
除
し
、
24
時
間
い
つ
で

も
都
合
の
よ
い
時
に
利
用
す
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
し
ま
し
た
。
食
料
品
や
日
用
品
は

バ
ー
コ
ー
ド
で
管
理
し
、
利
用
者
は
セ
ル
フ

レ
ジ
の
よ
う
に
バ
ー
コ
ー
ド
を
読
み
取
っ
た

上
で
品
物
を
持
ち
帰
り
ま
す
。
そ
う
す
る
こ

と
で
、
手
間
暇
を
か
け
ず
に
在
庫
を
管
理
す

る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

　食
料
品
、
そ
し
て
衣
料
品
や
書
籍
な
ど
で

不
要
に
な
っ
た
モ
ノ
を
地
域
で
循
環
さ
せ
る

こ
と
は
、「
誰
か
を
助
け
た
い
」
と
い
う
気

持
ち
で
人
と
人
を
つ
な
ぎ
な
が
ら
、
フ
ー
ド

ロ
ス
や
気
候
変
動
の
問
題
を
も
解
決
す
る
一

歩
に
な
り
ま
す
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
フ
リ
ッ
ジ

は
、
ど
の
町
に
も
あ
っ
て
あ
た
り
前
の
も
の

に
な
っ
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　最
近
、
高
校
の
探
究
学
習
に
か
か
わ
る
機

会
が
増
え
て
い
ま
す
。
1
つ
気
に
な
る
の
は
、

生
徒
が
設
定
し
て
い
る
課
題
の
多
く
が
、
社

会
問
題
の
解
決
と
言
い
な
が
ら
、
社
会
の
一

員
で
あ
る
自
分
と
は
距
離
の
あ
る
も
の
に

な
っ
て
い
る
点
で
す
。
貧
困
や
格
差
、
ジ
ェ

ン
ダ
ー
平
等
、
脱
炭
素
、
ど
れ
も
自
分
た
ち

の
問
題
と
し
て
当
事
者
意
識
を
持
っ
て
考
え

て
ほ
し
い
。
そ
し
て
具
体
的
な
解
決
策
を
考

え
た
ら
、
必
ず
実
験
、
試
行
し
て
み
て
ほ
し

い
と
、
生
徒
た
ち
に
伝
え
て
い
ま
す
。

　私
自
身
、
当
事
者
の
声
が
反
映
さ
れ
る
社

会
づ
く
り
に
貢
献
し
た
い
と
い
う
思
い
は
、

高
校
時
代
に
育
ま
れ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

入
学
時
に
制
服
の
デ
ザ
イ
ン
が
変
わ
る
こ
と

に
な
っ
た
の
で
す
が
、
そ
の
過
程
で
生
徒
が

意
見
を
述
べ
る
機
会
が
な
い
こ
と
に
私
は
疑

問
を
抱
き
ま
し
た
。
生
徒
会
長
に
な
っ
た
私

は
、
学
校
生
活
の
当
事
者
で
あ
る
生
徒
も
学

校
づ
く
り
に
か
か
わ
る
べ
き
だ
と
考
え
、
文

化
祭
や
生
徒
会
選
挙
な
ど
の
改
革
を
進
め
ま

し
た
。
今
の
高
校
生
も
、
学
校
や
地
域
の

当
事
者
と
し
て
、「
こ
の
ま
ま
で
は
駄
目
だ
」

と
思
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
は
ず
で
す
。

　一
人
ひ
と
り
が
当
事
者
意
識
を
持
っ
て
社

会
問
題
に
向
き
合
い
、
人
を
幸
せ
に
す
る
た

め
の
ア
イ
デ
ア
を
提
案
し
合
え
ば
、
社
会
は

も
っ
と
よ
く
な
る
と
私
は
信
じ
て
い
ま
す
。

私
は
福
祉
の
専
門
家
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
づ
く
り
の
専
門
家
と
し

て
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
フ
リ
ッ
ジ
と
い
う
仕
組

み
で
経
済
的
に
困
窮
し
て
い
る
人
を
支
援
し

よ
う
と
考
え
、
実
践
し
ま
し
た
。
様
々
な
分

野
の
人
が
そ
れ
ぞ
れ
の
視
点
で
社
会
問
題
に

つ
い
て
考
え
る
こ
と
が
、
今
後
ま
す
ま
す
重

要
に
な
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

モ
ノ
と
思
い
や
り
を
循
環
さ
せ
て
、

人
が
つ
な
が
る
社
会
を
つ
く
る

社
会
を
変
え
る
一
歩
は

当
事
者
意
識
を
持
つ
こ
と

林業を学ぼうと思ったきっ
かけは、国立公園を守るレ
ンジャーの紹介記事を雑誌
で読んだことです。高校で
は農業クラブに所属し、農
業鑑定競技会にも出場しま
した。また、課題研究では、
壁面緑化をテーマとした研
究に取り組みました。

私 の高校時代

管
理
職

教
務
担
当

進
路
担
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担
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お
勧
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分
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　第２回オンラインミーティングでは、メンバーの関心
が高い「進路指導」「探究学習」「主体的・対話的で深い学び」
の３テーマについて、各テーマ１人ずつ、代表メンバー
が自身の実践を発表し、その後、質疑応答を行った。
　「進路指導」のテーマでは、「才能を開花させる進路指導」
と題して、新設された国際科の担任として指導した３年
間の実践が発表された。生徒の思いを聞くことを重視し
た面談や、様々な人との出会いの機会を増やした結果、自
分の考えを語れる生徒が増え、生徒と教師との間に進路に
関する認識のずれが少なくなったことなどが共有された。
　「探究学習」のテーマでは、「教科教育における『探究的
な学び』とは」と題した発表で、教育の目的や国語の授業
での実践を踏まえた、「探究的な学び」についての整理が
提示された。そして、授業デザインの前に学びの目的な
どを明確にすることや、まずは探究的な学びを各教科で

実現することが大切ではないかといった提案がなされた。
　「主体的・対話的で深い学び」のテーマでは、「『手段』
としての『教えない授業』」と題した発表があった。３コ
マをひとまとまりとし、教師が提示する課題について生
徒がペアで説明し合うことを通じて、生徒間の「つながり」
をつくりながら、課題への理解を深めたり、新しい視点
を獲得したりすることを目指す生物の実践が、実際の授
業の様子とともに共有された。
　各テーマの発表後の質疑応答は、発表を聞いたメンバー
から、自身の実践や課題に引きつけた様々な質問が活発
に出され、課題意識や実践のヒントを共有し合う時間と
なった。
　ウェブサイト『VIEW next ONLINE』では、当日の発
表内容や質疑応答の様子などを詳しく紹介したリポート
を掲載している。ぜひご覧いただきたい。

若手教師・教育創造MTGミーティングミーティング

テーマ 進路指導 探究学習 主体的・対話的で深い学び

発表内容 才能を開花させる
進路指導

教科教育における
「探究的な学び」とは

「手段」としての
「教えない授業」

メンバーからの
質問（抜粋）

面談でどのようなことを意識
していたか

若手教師の先進的な取り組みを
どう周囲に広げるか

グループワークが苦手な生徒へ
の指導をどうすればよいか

オンラインミーティング
ダイジェストリポート

URL  https://view-next.benesse.jp/view/web-hs/article18418/

次代を担う全国の若手教師が集まり、語り合う

2020年４月にスタートした、若手教師による対話のコミュニティー「若手教師・教育創造M
ミーティング
TG」は、23年に新

たなメンバーから成る第２期をスタートした。23年10月の第１回オンラインミーティングに続き、第２回オンラ
インミーティングを23年12月に開催。ここではその様子のダイジェストをリポートする。

第２期

第２回　オンラインミーティングの詳細リポートは、こちらからご覧ください！

第２回

■第２回　オンラインミーティング概要
• 実施日時　2023年12月26日（火）17:00–19:00（Zoom開催）
•プログラム　３つのテーマでの実践発表と質疑応答
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2023年12月号へのご意見

ＩＣＴを活用した生徒への声かけを試してみたい
　授業や事務処理において、ＩＣＴを日常的に活用するようになっている。
他校の様子や先生方の活用法を知ることで、現場で生かせるヒントを多
く得ている。12 月号の特集の課題整理に書かれていた高知県・私立土佐
塾中学・高校の藤澤佑介先生の実践を読み、課題進捗状況の一覧化をぜ
ひ参考にしたいと感じた。教師側での把握に加えて、生徒への声かけに
利活用できそうなので、早速試してみたい。　　　　　　 長野県　匿名希望

教師が新たなものを受け入れ、まずは使う大切さ
　12 月号の特集の課題整理を読み、埼玉県立朝霞高校 定時制課程の浅見
和
かずとし

寿先生が実践していた、生成ＡＩが作成した意見と浅見先生が作成した
意見を生徒に示し、両者の違いに気づかせて、人間が考える意味を理解さ
せることで、学習意欲を高めようとした取り組みは、生成ＡＩをあえて利
用した具体例としてとても参考になった。静岡県立静岡東高校の神

かみ
谷
や

隼
とし

基
き

先生は、情報・データの利活用に関して、「変化を受け入れる姿勢が、学
校には求められる」と述べていたが、教師が新たなものを受け入れ、ま
ずは使ってみる姿勢が必要なのだと感じた。その上で、生徒が多様な友
人や教師と話したり、学んだりすることで新たな気づきや学びを得て、
豊かな人生を築き上げることができる場こそが学校であると、改めて考
えた。　　　　　　　　　　　　 東京都・私立東京農業大学第一高校　小堀健一

「改善サイクルの速さ」という捉え方を校内で共有
　12 月号の特集の課題整理では、生徒に情報を吟味する力を養うこと
の大切さが議論されていた。静岡県立静岡東高校の神谷隼基先生が指摘
していた「ゼロから何かを生み出す粘り強さは薄れている」という点は、
同僚と度々話題になる。だが、神谷先生が同時に言及していた「改善の
サイクルを速く回すことができる」という視点で捉えたことはなかった
ので、新鮮な感覚を覚えた。その捉え方を持つかどうかで、生徒へのア
プローチや声のかけ方が変化すると思うので、校内で共有したい。

静岡県立御殿場高校　松浦恵太

先進事例を基に、定期考査の廃止を前向きに議論したい
　定期考査を廃止して、単元テストを実施することには賛成する。生徒
が自分の得手・不得手をはっきりと知ることができ、長い目で見れば学
習習慣が定着しやすいのではないかと考えるからだ。ただ、その話をす
ると必ず、「単元テストは全クラス一斉に実施できないため、問題がある
のではないか」といった意見が出て、私はそれに反論できずにいた。12
月号の「指導変革の軌跡」の鹿児島県立与論高校の記事では、定期考査
を廃止し、単元テストを実施するねらいを生徒に丁寧に周知することで、
生徒の誠実な取り組みにつながっていると書かれていた。この先進事例
を紹介すれば、定期考査の廃止と単元テストの実施について、前向きに
議論できるのではないかと感じた。『VIEW next』高校版には、この事例
を数年間追跡し、人事異動のある公立高校において定期考査を廃止した
後のシステムを維持するためのノウハウをまとめることを期待する。

大分県立盲学校　堀　奈々絵

先生方からの
ご意見を
紹介します

　今号の取材で宮城県岩ヶ崎高校のある栗
原市を訪れました。同市は移住・定住の推
進で知られており、その中心となっている
のが、同校の近くにある六日町通り商店街
です。全国から視察が相次ぐほど、地元出
身者と移住者が一緒に活気あふれるコミュ
ニティーを築いています。活気の源の１つ
に、岩ヶ崎高校との協力体制があります。 “パ
イセン”と呼ばれる同校卒業生の地域コー
ディネーターが週に２日、進路指導室に在
室し、生徒に地域の課題を共有することで、
その解決への協力を後押ししています。廊
下の掲示板には、商店街からの様々な依頼
が貼られていました（写真）。
　各校の地域連携の取材で教えていただき
ましたが、企画から参加できる依頼は高校
生にとって成長の機会となり、人気がある
そうです。地域連携は全国で増えました。
地域に高校生をさらに呼び込むには、募集
する大人の側が生徒の成長につながる提案
をすることが重要だと感じました。（齋藤）

４月22日発刊
（予定）

『VIEW next』高校版は
年６回の発刊です。

高校版　2024年4月号

『VIEW next』の LINE を友だち登録して
いただければ、本誌の発刊時や新コンテ
ンツの公開時に通知が届き、ウェブサイト

『VIEW next ONLINE』内の該当記事に、
ダイレクトにアクセスできます。この機会に
ぜひ、友だち登録をお願いします！
［友だち登録の方法］上の２次元コードを
読み取っていただくか、LINE アプリの「友
だち追加」＞「ID 検索」で「@view21」と
ご入力いただき、追加してください。

公式アカウント

友 だ ち 募 集 中！
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アクセスはこちらから！

編集部からのお知らせ

I N F O R M A T I O N

教育総合情報サイト『VIEW next ONLINE』には、『VIEW next』高校版の本誌連動記事のほかにも、
ウェブ単独テーマを扱った記事や、研究会などのイベントの様子を紹介するリポート記事があります。
多彩な記事を、ぜひご活用ください！　

下記の記事には、２次元コードからダイレクトにアクセスできます。

VIEW next ONLINE 検索

URL  https://view-next.benesse.jp/view/cat/web/#main
検索ワード ２次元コード

ウェブ単独テーマ記事

イベントリポート記事

高校に広まる定期考査廃止の動き
─そのメリットと課題を考える─

先の見えない時代を
生き抜く上で求められる、

非認知能力の育成について考える
─研究会リポート─

人生を切り開く
10分間の「学び直し」

探究を深める
校内体制のつくり方と
教師のかかわりとは

─「探究フォーラム2023」リポート─

近年、全国の高校で、定期考査（中間考査や期末

考査）の廃止の動きが広まっています。記事では、

鹿児島県の２校の公立高校の事例や全国の状況を

踏まえ、定期考査を廃止することの

メリットと課題をまとめています。

国際的にも注目が集まっている「非認知能力」。非

認知能力とはどのような力で、どうすれば育成する

ことができるのか。そのヒントを探

る研究会をベネッセコーポレーショ

ンが開催しました。その内容をリポー

トしています。

新学習指導要領では、生徒の資質・能力の育成に

あたり、必要に応じて、義務教育段階での学習内

容の確実な定着を図るための学習機会を設けたり、

学校設定科目を履修させたりする

ことを求めています。学び直しの推

進に尽力してきた教育者に話を聞

きました。

千葉県・私立芝浦工業大学柏中学高校と、東京都・

私立神田女学園中学校高校が共催した「探究フォー

ラム2023」。生徒の興味・関心の広

げ方や、探究学習を推進する上での

校内体制のつくり方などについて意見

交換された様子をリポートしています。

教育総合情報サイト

おすすめ！ ウェブオリジナル記事のご紹介
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学３年次に不登校を経験し、高校でも教師の指導に「う

るせぇ」と反発する。そんな女子生徒Ａさんに担任で

はない進路支援部の私がかかわることになったのは、１年次秋

の進路面談からでした。大学進学者の割合が約１割の本校では、

大学進学希望者の面談は進路支援部が引き受けていたのです。

　父親と面談に臨んだＡさんは、希望進路として他県の私立大

学を挙げました。ところが父親は、「大学には行かせない。働

いてもらう」と娘の進学を否定。取りつく島もない態度の父親

を、私は「少し話を聞いてみませんか」などと諌めることもで

きませんでした。涙目のＡさんに私ができたことは、大学で専

攻したいという生活科学に関する本を「読んでみたら？」と紹

介することくらいでした。面談後、私は「Ａさん、落ち込んだ

だろうな。ますます荒れるだろうな」と悶々としていました。

　翌週の月曜日の朝、進路相談室にＡさんが来ました。予想外

の訪問を内心で驚く私に、彼女は「うちの親、どう思う？」「メ

チャクチャむかつく！」と怒りをぶちまけてきました。私が彼

女の志望に関連する本を渡したから、「この先生は話を聞いて

くれる」と思ったのかもしれません。彼女は自分の考えを否定

した親をののしるとともに、育った家庭の状況によって人生が

左右される社会の現状への不満を吐き出しました。

　私はＡさんの言葉にじっと耳を傾けました。しかし、「そう

だよね」とＡさんの怒りに安易に同意しても、Ａさんの状況は

何も変わりません。そこで私はこう言いました。「文句がある

のなら、それを文章にしてみたら？　文章にして訴えることは、

むかつく世の中を変える手っ取り早い方法だよ」と。私の言葉

にＡさんは、「分かった」とうなずきました。そして私は、手

元にあった未使用の手帳を彼女に渡しました。

週月曜日、Ａさんは社会に対する怒りや疑問をつづっ

た手帳を持ってきました。使われる言葉は汚く、文章

もつたないけれど、内容は面白いと思いました。彼女には書く

ことが合っていたのです。Ａさんの言葉に私がコメントし、そ

れにまた彼女が返す。手帳を介した対話が続く中で、Ａさんは

自分を客観視し始め、人の心のあり方に興味があることを自覚

していきました。それまで全く読書をしなかった彼女に、ハイ

デッガーの入門書を貸したのは２年生進級目前の頃でした。

　Ａさんとのかかわりはその後も続きました。名古屋大学に進

学し、３年生になった彼女は今、ドイツ哲学を学んでいます。

荒れていたＡさんに、浅井先生はどのような支援をし
たのか。Ａさんはどのように変化し、名古屋大学合格
にたどり着いたのか。Ａさんが書いた手帳の内容を紹
介したウェブオリジナル記事を、ぜひご覧ください。

https://view-next.benesse.jp/view/web-hs/article18315/

教師は、生徒の「どうあるべきか、どう生きてい
くか」という答えが１つではない問いに、生徒と
ともに日々向き合う。教師としての指導観を問わ
れた「あの瞬間」を、当事者の教師が振り返る。

親
や
社
会
に
対
し
て
憤
り
、

教
師
に
も
反
発
す
る
生
徒
に
、

「
文
句
だ
け
で
は
変
わ
ら
な
い
」と

差
し
出
し
た
手
帳

あさい・ゆきのり●同校に赴任して11年目。進路支援部。
地理歴史・公民科、情報科。

テレビ局の記者職を経て、高校の教壇に立つ。
生徒と社会をつなげるため、

「総合的な探究の時間」での生徒との時間を
特に大切にしている。

福井県・私立福井南高校
浅井佑記範

先生なら、
どうしますか？
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3KVOL6

とおやま・さおり　同校に赴任して４年目。国語科主任。進路指導部。２年生担任。

大分県立大分上野丘高校　1885（明治 18）年設立／全日制／普通科／共学／１学年約320人／
2022年度卒業生進路実績　国公立大は、北海道大、東北大、東京大、京都大、大阪大、九州大など
に198人が合格。私立大は、慶應義塾大、上智大、東京理科大、早稲田大などに延べ163人が合格。

　目の前の生徒をしっかりと見つめ、生徒が必要とする授業、支援を行うことを大
切にしている遠山先生。１年次であっても、授業で問題を解く際に制限時間を設け
るのは、高い目標を持つ生徒たちに、大学入試本番で最高のパフォーマンスを発揮
してもらいたいから。「１回授業を欠席しただけでも大きな損をした気持ちになる」
と生徒が言うほど濃密な授業を展開する遠山先生だが、生徒の人生で大切なもの
は学校だけではないと考える。勉強と校外活動に全力を傾ける生徒から、「理由も
ないのに涙が出そうになることがある」と相談を受けた時は、「食べてる？　眠れ
てる？」と体調を気遣った上で、「しんどい時は私の授業で休憩すればいいよ。分か
らなくなったら、後で教えるから安心して」と、頑張り過ぎて疲れた生徒の心に寄
り添う。その後、自分のペースを立て直した生徒は、「あの時、先生に自分を肯定し
てもらえたような気がしたし、元気が出た」と振り返る。「高校生の内面は日々流動
的で、そして１人として同じ生徒はいない。だから、『こうあるべき』といった思い
込みに縛られずに、目の前にいる生徒に合わせて柔軟に対応できる教師でありた
い」と遠山先生。その目に映る生徒とともに、遠山先生も日々成長を続けている。

C o v e r  S t o r y

生徒と創る学びの情景

答えは「きみ」の中に見つける
大分県立大分上野丘高校　遠山里織先生

表
紙
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学
校
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野
丘
高
校

指導変革の軌跡

東京都・私立神田女学園中学校高校
発問・課題設定をキーに見る 
主体的・対話的で深い学び　授業実践

英語・数学（教科横断型）　
岡山県立岡山一宮高校　三

み お

尾健一／有岡桂佑
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